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厚生労働大臣  

・諮問書 … … … … …・・・・・… …・ 1  

諮  問  書  
・平成22年度の献血の推進に関する計画（案）… … … ・2  

「平成22年度の献血の推進に関する計画  

（事務局案）」に対する意見募集結果について  

10  

平成22年度の献血の推進に関する計画を定めることについて、安全な血液  

製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律第160号）第10粂  

第3項において準用する同法第9条第4項の規定に基づき、貴会の意見を求め  

ます。  
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このため、国、都道府県、市町村等の関係者と協力して効果的なキャンペーンを実施  

すること等により、献血や血液製剤に関する一層の理解と献血への協力を呼びかける  

ことが求められる。   

国、都道府県、市町村、採血事業者及び医療関係者は、国民に対し、血液製剤がこ  

れを必要とする患者への医療に欠くことのできない有限で貴重なものであることを  

含め、献血や血液製剤についての普及啓発を実施し、又はこれに協力するとともに、  

少子高齢化の進行による血液製剤を必要とする患者の増加や献血可能人口の減少、変  

異型クロイツフェルト・ヤコブ病の発生に伴う献血制限等の献血をめぐる環境の変化、  

血液製剤の利用実態等について正確な情報を伝え、献血者等の意見を踏まえつつ、こ  

れらの情報提供や普及啓発の手法等の改善に努めることが必要である。また、血液製  
剤の安全性の確保のための取組の一環として、感染症の検査を目的とした献血を行わ  

ないよう、献血における本人確認や問診の徹底はもとより、平素から様々な広報手段  

を用いて、国民に周知徹底する必要カラある。   

国、都道府県、市町村及び採血事業者は、平成22年1月27日に実施された英国  

滞在歴による献血制限の見直し及び平成●●年●月●日に施行される採血基準の改  

正について、国民に対して広報を十分行い、献血への協力を求める必要がある。   

これらせ踏まえ、以下に掲げる献血推進のための施策を実施する。  

① 効果的な普及啓発、献血者募集等の推進   

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって安  

定的に供給される体制を維持するため、幼少期も含めた若年層、企業・団体、複数回  

献血者に対して、普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募集を  

実施し、以下の取組を行う。  

＜若年層を対象とした対策＞  

・国、都道府県、市町村及び採血事業者は、献血推進活動を行うボランティア組   

織等の協力を得るとともに、機能的な連携を図ることにより、若年層、の献血や血   

液製剤に関する理解の促進及び献血体験の促進に組織的に取り組む。  

・若年層への啓発には、若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む   

様々な広報手段を用いて、献血についての広告に国が作成した献血推進キャラク   

ターを活用す．る等、効果的な取組が必要である。  

・子が幼少期にある親子に対し、血液の大切さや助け合いの心について、親子向   

けの雑誌等の広報手段や血液センター等を活用して啓発を行うとともに、親から   

子へ献血や血液製剤の意義を伝えることが重要であることから、地域の特性に応   
じて採血所に託児体制を確保する等、親子が献血に触れ合う機会を設ける。  

・国は、高校生を対象とした献血や血液製剤について解説した教材や中学生を対   

象とした血液への理解を促すポスターを作成し、都道府県、市町村及び採血事業   

者と協力して、これらの教材等を活用しながら、献血や血液製剤に関する理解を   

深めるための普及啓発を行う。  

・都道府県及び市町村は、地域の実情に応じて、若年層の献血への関心を高める  

－5－   

平成22年度の献血の推進に関する計画（案）  

前文  

・本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律第16  

0号）第10粂第1項の規定に基づき定める平成22年度の献血の推進に関する計画で  

あり、血液製剤の安全性の向上及び安定供給の確保を図るための基本的な方針（平成2  

0年厚生労働省告示第326号）に基づくものである。  

第1節 平成22年度に献血により確保すべき血液の目標量．  

・平成22年度に必要と見込まれる輸血用血液製剤の量は、全血製剤0．02万リッ卜 し 

よう  ル、赤血球製剤51万リットル、血奨製剤26万リットル、血小板製剤16万リット  
ルであり、それぞれ0．02万リットル、52万リットル、26万リットル、16万リ  

ットルが製造される見込みである。  

しよう ・ さらに、確保されるべき原料血濃の量の目標を勘案すると、平成22年度には、全  
し上う   血採血による139万リットル及び成分採血による63万リットル（血衆採血30万   

リットル及び血小板採血33万リットル）の計202万リットルの血液を献血により確  

保する必要がある。   

第2節 前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項  

前年度までの献血の実施状況とその評価を踏まえ、平成22年度の献血推進計画にお  

ける具体的な措置を以下のように定める。   

1 献血に関する普及啓発活動の実施   

・国は、都道府県、市町村（特別区を含む。以下同じ。）、採血事業者等の関係者の  

協力を得て、献血により得られた血液を原料とした血液製剤の安定供給を確保し、そ  

の国内自給を推進するとともに、広く国民に対し、治療に必要な血液製剤の確保が相  

互扶助と博愛精神による自発的な献血によって支えられていることや、血液製剤の適  

正使用が求められていること等を含め、献血や血液製剤について国民に正確な情報を  

伝え、その理解と献血への協力を求めるため、教育及び啓発を行う。   

・都道府県及び市町村は、国、採血事業者等の関係者の協力を得て、より多くの住民  

の献血への参加を促進するため、対象となる年齢層や地域の実情に応じた啓発及び献  

血推進組織の育成等を行うことにより、献血への関心を高めることが必要である。   

・採血事業者は、国、都道府県、市町村等の関係者の協力を得て、献血者の安全性に  

配慮するとともに、継続して献血に協力できる環境の整備を行うことが重要である。  
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て献血推進キャンペーン活動を緊急的に実施する。また、様々な広報手段を用い  

て献血や血液製剤に関する理解と献血への協力を呼びかけるとともに、献血場所  

を確保するため、関係者に必要な協力を求める。   

・都道府県、市町村及び採血事業者は、これらの献血推進活動を実施することが重  

．要である。  

② 献血運動推進全国大会の開催等   

・国は、都道府県及び採血事業者とともに、献血により得られた血液を原料とし   

・た血液製剤の国内自給を推進し、広く国民に献血や血液製剤に関する理解と献血  

への協力を求めるため、7月に献血運動推進全国大会を開催するとともに、その  

広報に努める。また、国及び都道府県は、献血運動の推進に関し積極的に協力し、  

模範となる実績を示した団体又は個人に対し表彰を行う。   

③ 献血推進運動中央連絡協議会の開催   

・国は、都道府県、市町村、採血事業者、献血推進活動を行うボランティア組織、  

患者団体等の代表者の参加を得て、効果的な献血推進のための方策や献血を推進  

する上での課題等について協議を行うため、献血推進運動中央連絡協議会を開催  

する。   

④ 献血推進協言義会の活用  

・都道府県は、献血や血液製剤に関する住民の理解と献血への協力を求め、血液  

事業の適正な運営を確保するため、採血事業者、医療関係者、商工会議所、教育  
機関、報道機関等から幅広く参加者を募って、献血推進協議会を設置し、定期的  

に開催することが求められる。市町村においても、同様の協議会を設置すること  

が望ましい。  

・都道府県及び市町村は、献血推進協議会を活用し、採血事業者及び血液事業に  

関わる民間組織等と連携して、都道府県献血推進計画の策定のほか、献血や血液  

製剤に関する教育及び啓発を検討するとともに、民間の献血推進組織の育成等を  

行うことが望ましい。   

⑤ その他関係者によ 

・官公庁、企業、医凍関係団体等は、その構成員に対し、ボランティア活動であ  

る献血に対し積極的に協力を呼びかけるとともに、献血のためゐ休暇取得を容易  

にするよう配慮する等、進んで献血しやすい環境作りを推進することが望ましい。  

2 献血者が安心して献血できる環境の整備  

・採血事業者は、献血の受入れに当たっては献血者に不快の念を与えないよう、丁寧   

な処遇をすることに特に留意し、献血者の要望を把撞するとともに、採血後の休憩ス   

ペースを十分に確保する等、献血受入体制の改善に努める。また、献血者の個人情報   

を保護するとともに、国の適切な関与の下で献血による健康被害に対する補償のため   

の措置を実施する等、献血者が安心して献血できる環境整備を行う。  

ため、学校等において、ボランティア活動推進の観点を踏まえつつ献血や血液製   

剤についての情報提供を行うとともに、献血推進活動を行うボランティア組織と   

の有機的な連携を確保する。  

・採血事業者は、その人材や施設を活用し、若年層へ献血の意義や血液製剤につ   

いて分かりやすく説明する「献血出前講座」や血液センター等での体験学習を積   

極的に行い、正しい知識の普及啓発と協力の確保を図る。その推進に当たっては、   

国と連携するとともに、都道府県、市町村及び献血推進活動を行うボランティア   

組織等の協力を得る。  

・採血事業者は、国及び都道府県の協力を得て、学生献血ボランティアとの更なる   

連携を図り、大学等における献血の推進を促すとともに、将来、医療従事者になろ   

うとする者に対して、多くの国民の献血によって医療が支えられている事実や血液   

製剤の適正使用の重要性への理解を深めてもらうための取組を行う。  

＜50～60歳代を対象とした対策＞  

・国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、年齢別人口に占める献   

血者の率が低い儒向にある50～60歳代の層に対し、血液製剤の利用実態や献血   

可能年齢等について正確な情報を伝え、相互扶助の観点からの啓発を行い、献血者   

の増加を図る。  

＜企業等における献血の推進対策＞  

・ 国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、献血に協賛する企業   

や団体を募り、その社会貢献活動の一つとして、企業等における献血の推進を促   

す。また、血液センター等における献血推進活動の展開に際し、地域の実情に即   

した方法で企業等との連携強化を図り、企業等における献血の推進を図るため◆の   

呼びかけを行う。  

＜複数回献血者対策＞  

・国及び採血事業者は、都道府県及び市町村の協力を得て、複数回献血者の協力が   

十分に得られるよう、平素から血液センターに登録された献血者に対し、機動的か   

つ効率的に呼びかけを行う体制を構築する。また、献血に継続的に協力が得られて   

いる複数回献血者の組織化及びサービスの向上を図り、その増加に取り組むととも   

に、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう取り組む。  

＜献血推進キャンペーン等の実施＞  

・ 国は、献血量を確保しやすくするとともに、感染症等のリスクを低減させる等   

の利点がある400ミリリットル全血採血及び成分採血の推進及び普及のため、   

都道府県及び採血事業者とともに、7月に「愛の血液助け合い運動」を、1月及   

び2月に「はたちの献血」キャンペーンを実施するほか、血液の供給状況に応じ  

－6－  
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・国、都道府県及び採血事業者は、赤血球製剤等の在庫水準を常時把握し、在庫が不   

足する場合又は不足が予測される場合には、その供給に支障を及ぼす危険性を勘案し、   

国及び採血事業者が策定した対応マニュアルに基づき、早急に所要の対策を講ずるこ   

とが重要である。  

3 災害時等における献血の確保等  

国、都道府県及び市町村は、災害時等において献血が確保されるよう、採血事業   

者と連携して必要とされる献血量を把握した上で、様々な広報手段を用いて、需要  

に見合った広域的な献血の確保を行うとともに、製造販売業者等の関係者と連携し、  

献血により得られた血液が円滑に現場に供給されるよう措置を誇ずることが必要で  

ある。また、採血事業者は、爽害時における献血受入体制を構築し、広域的な需給  

調整等の手順を定め、国、都道府県及び市町村と連携して対応できるよう備えるこ  

とにより、災害時における献血の受入れに協力する。   

ちょく 4 献血推進施策の進捗状況等に関する確認と評価  

・国、都道府県及び市町村は、献血推進のための施策の短期的又は長期的な効果及び  

ちょく  進捗状況並びに採血事業者による献血の受入れの実績を確認し、その評価を次年度   

の献血推進計画等の作成に当たり参考とする。また、必要に応じ、献血推進のための  

施策を見直すことが必要である。   ／  

・国は、献血推進運動中央連絡協議会等の機会を活用し、献血の推進及び受入れに関   

し関係者の協力を求める必要性について献血推進活動を行うボランティア組織と認  

識を共有し、必要な措置を講ずる。  

・採血事業者は、献血の受入れに関する実額、体制等の評価を行い、献血の推進に清  

用する。  

・採血事業者は、採血所における地域の特性に合わせたイメージ作りや移動採血車の  

外観の見直し等、なお一層のイメージアップを図り、献血者の増加を図る。   

・国及び都道府県は、採血事業者によるこれらの取組を支援することが重要である。  

第3節 その他献血の推進に関する重要事項  

1 献血の推進に際し、考慮すべき事項   

① 血液検査による健康管理サービスの充実  

・採血事業者は、献血制度の健全な発展を図るため、採血に際して献血者の健康  

管理に資する検査を行い、献血者の希望を確認してその結果を通知する。また、  

低比重により献血ができなかった献血申込者に対して栄養士による健康相談を実  

施し、献血者の増加を図る。  

・ 国は、採血事業者によるこれらの取組を支援する。また、献血者の健康管理に  

資する検査の充実は献血の推進に有効であることから、本人の同意の上、検査結  

果を健康診査、人間ドック、職域検査等で活用するとともに、地域における保健  

指導にも用いることができるよう、周知又は必要な指導を行う。  

・都道府県及び市町村は、これらの取組に協力する。  

② 献血者の利便性の向上  

・採血事業者は、安全性に配慮しつつ、効率的に採血を行うため、立地条件等を考  

慮した採血所の設置、地域の実情に応じた移動採血車による計画的採血等、献血者  

の利便性及び安全で安心な献血に配慮した献血受入体制の整備及び充実を図る。  

・都道府県及び市町村は、採血事業者と十分協議して移動採血車による採血等の日  

程を設定し、そのための公共施設の提供等、採血事業者の献血の受入れに協力する  

ことが重要である。  

③ 血液製剤の安全性を向上するための対策の推進  

・国は、「輸血医療の安全性確保のための総合対策」に基づき、採血事業者と連携  

し、献血者に対する健康管理サービスの充実等による健康な献血者の確保、献血者  

の本人確認の徹底等の検査目的の献血の防止のための措置を講ずる等、善意の献血  

者の協力を得て、血液製剤の安全性を向上するための対策を推進する。  

④ 採血基準の在り方の検討  

・国は、献血者の健康保護を第一に考慮しつつ、献血の推進及び血液の有効利用の  

観点から、採血基準の見直しを行う。  

⑤ まれな血液型の血液の確保   

・ 

め、まれな血液型を持つ者に対し、その意向を踏まえ、登録を依頼する。  

・ 国は、まれな血液型の血液の供給状況について調査する。  

2 血液製剤の在庫水準の常時把握と不足時の的確な対応  

－8－  －9－   
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平成22年3月  

厚生労働省医薬食品局  
血 液 対 策 課  

「平成22年度の献血の推進に関する計画（事務局案）」について、平成22年  
2月1日から平成22年3月2日まで御意見を募集したところ、5名の方から御  

意見等をお寄せいただきました。   

今般、お寄せいただいた御意見等とこれらに対する当省の考え方について、別  

紙のとおり取りまとめたので公表します。   

なお、御意見等については、便宜上、一案件ごとに適宜集約させていただいてい  

ます。   

今回、御意見等をお寄せいただきました方々のご協力に厚く御礼申し上げます。   

今後とも厚生労働行政の推進にご協力いただけますよう、よろしくお願いいた  

します。  
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番号  提出者の背景   ご意見   ご意見に対する考え方   

性別：男   献血者数の減少は少子高齢化や献血要件の規制強化が原因であることも事実ですが、献血すること  平成15年7月に施行された、安全な血液製剤の安定供給の碓保に  
年齢：26   こ対する魅力が欠けているのではないでしようか。   関する法律において有料採血が諌止となり、国民の皆様の善革によ  
粗菓：サービス集  昔は献血者に対して国書券を配布していましたが、現在は絆創童やステッカーなどは配布している  る献血の推進を図り、国内自給の達成に取り組んでいるところです。  

だけでなされておりません。安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律第十六条において、  厚生労働省では、献血の定義を「自発的な無僕供血」とし、「自発的    「 
何人も、有料で、人体から採血し、又は人の血液の提供のあつせんをしてはならない。」と規定  な無償供血」とは「供血暑が血液、血較、その他の血液成分を自らの  
されていますが、図書券もそれに当たるのでしようか？当たるとするのであれば法改正をして図  意思で提供し、かつそれに対して金銭または金銭の代替と見なされ  
書券の配布を再開すべきであると考えます。また、献血血液回数に応じて、逆に献血される際には  る物の支払いを受けないこと。」としております。ご意見にある図書券  

3  自己負担を減らす等の措置を設け、献血をすることによる魅力を高めるべきであると考えます。  lこついては、所定の楊で現金の代わりとしての使用や換金が可能で  
あることから金銭の代替と考えられ、図書券を含む金券を供すること  
は有料採血に該当することとなります。こうした経緯・趣旨をぜひとも  
ご理解いただき、今後とも献血へのご協力をお願いいたします。   

性別：男   わたしの妻は、10代の頃に重い貧血で輸血を経験しています。現在はわたしよりも元気で、献血し  輸血歴、臓器移植歴のある方は、未知のウイルス等の感染拡大を防  
年齢：37   ても影響ないくらいに活発に生活しています。けれども、輸血経験があることから、献血は断られ  ぐ意味から、献血を御遠慮いただいております。これは、輸血により、  
職業：会社員  ています。検査の精度が上がってきているのだから、一度検査をして問題がなければ、献血可能と  現在の検査方法では検出できないウイルスや未知のウイルスの懲染  

してはどうでしょうか？他人の血液で助けられた者として、自ら献血をしたいと考えている人たち  が起こった可能性を考え、輔血を受ける患者の方の安全を最優先して  
に門前払いする前にやれることがあるのではないでしようか？   制限しているものです。輸血歴のある方が、現在何らかのウイルスに  

惑染しているとか、病気であるということではありません。以上の理由  
により、献血へご協力をいただくことはできませんが、血液が患者の  
方へ届けられるまでには献血していただく方をはじめとする多くの  

4  

方々のご協力が必要不可欠です。しかしながら、献血という言葉は  
知っていても血液の重要性やどのような病気に使われているかを知  
らない方は多くいらっしやいます．奥様は輸血を受けられたとのことで  
すので、血液の重要性や必要性を、より、ご理解いただけていると思  
います。身近な方からで結構ですので、献血の意毛を輸血を受けた  
お立場からお伝えいただき、それによって献血の意義をご理解いただ  
いた方が献血にご協力いただき、必要な血液が患者の方へ届けられ  
ることに繋がります。患者の方へ血液をお届けするのは献血だけで  
はございません。それぞれのお立場で献血にご協力いただければ幸  
いでございます。   

性別：男   「効果的な普及啓発、献血者募集等の推進」の中に、r採血所に託児体制を確保する」というのが  近年の10代・20代の若年層献血者の減少を受け、幼少期から献血  
年齢：   あります。この案自休の賛否はともかく、運用後の「安全管理責任」に関して懸念致します。もし  こ触れていただくことが重要であると考えております。ご両親が安心  
職業：   も、一時預かった利用者（＝献血者）のお子さんに事故が起こった場合、その責任の所在は、厚生  して献血出来るよう、キッズスペース等の託児体制を整備し、ご両親  

労働省、日本赤十字社（血液センター各支部）にあるのか、または、預けた保護者（利用者）側にあ  の献血する姿をお子さんに見てもらい、親子で献血にふれあう機会を  

5  

るのか、その辺りをはっきりと明言すべきではないでしょうか。さもないと、何か事が起きてから  持っていただきたいと考えております。現在、キッズスペース等を設置  
では、裁判沙汰になり兼ねず、蛙念致します。   している献血ルームは全国8ケ所にあり、お子さんをお預かりしている  

間は保育士の方や日本赤十字社の職員が側について、お子さんから  
目を離すことなく対応する等の安全確保を実施しております。今後、  
キッズスペース等を設置する場合においても、同様の対策を講じ、お  
子さんの安全確保を図ってまいりたいと考えております。  
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厚生労働大臣  長 妻  

・諮問書 … … … … …・… … … ‥ 1  

諮  問  書  

・平成22年度の献血の受入に関する計画（案）・… … … 2  

【参考資料】  

平成21年度献血受入計画（平成21年度4～12月）   
における取組み状況と平成22年度献血受入計画   

の策定について  

平成22年度の献血の受入れに関する計画を認可することについて、安全な  

血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（昭和31年法律第160号）第1  

1粂第3項の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  
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平成22年度献血受入計画について   

血 企 第 7 4 号  

平成2 2年3月8日  平成22年度献血受入計画については、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関す  

る法律」第11条及び同法律施行規則第4粂に則り、各都道府県と協議し、当該年度に  

献血により受け入れる血液の目標量、その目標量を確保するために必要な措置に関する  

事項及びその他献血の受入れに関する重要事項について、以下のとおり計画します。  厚生労働大臣  長 妻  昭 様  

榊社  

理事 西本 〒子   

悶  
平成22年度献血受入計画について   

1、平成22年度に献血により受け入れる血液の目襟豊  

平成22年度に献血により受け入れる血液の目標畳については、各都道府県におけ   

る過去3年の輸血用血液製剤の需要動向と原料血柴の必要量から安定供給を確保す   

るために、全血献血で約139万リットル、血東成分献血で約30万リットル、血小  

板成分献血で約33万リットルの合計約202万リットルを確保することとします。   

なお、都道府県別目標量については、別紙1のとおりです。   

日本赤十字社では、これらの目標亀を確保するために、国、地方公共団体等との連   

携の下に献血受入れに取り組みます。  

2．前項の目標量を確保するために必要な措置に関する事項  

（1）献血受入の基本方針   

①平成22年度に献血により受け入れる血液の目標量を確保するための各都道府  

県献血受入施設の稼動数及び日額急については、別紙2のとおりとし、医療機関  

の需要に応じた採血に努め、400mL及び成分献血を積極的に受入れます。  

②献血者の安全性と利便性に配慮し、立地条件等を考慮した採血所の設置、移動採  

血車による計画的採血等、効率的な採血を行うための設備及び体耐の整備・充実  

を継続的に実施します。また、採血所における休憩スペースの十分な確保や地域  

の特性に合わせたイメージ作り及び移動採血車の外観を見直す等、一層のイメー  

ジアップを図ります。  

③献血者が安心して献血できるように、献血の受入れに当たっては献血者を丁寧に  

処遇し、不快の念を与えることのないよう、職員の教育訓練の充実強化によ．り献  

血者の処遇向上を図るとともに、献血者の蔑見・要望を把握し、献血受入体制の  

改善に努めます。また、献血者の個人情報保護や献血者健康被害救済制度につい  

ても適正な運用に努めます。  

標記については、「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律」（昭和31年法  

律第160号）第11条第1項の規定に基づき浸出いたします。  
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④献血者の健康管理に資するため、引き続き希望者に対し生化学検査成績を、400mL、   

成分献血者には生化学検査成掛こ加えて血球計数検査成績をお知らせします。   

また、低比重により献血にご協力いただけなかった献血申込者に対して健康相談  

等を実施し、献血者の増加を図ります。   

（2）献血者の確保対策   

血液製剤について、国内自給が確保されることを基本としつつ、将来にわたって   

安定的に供給される体制を維持するため幼少期も含めた若年層、企業や団体、複数   

回献血者に対して普及啓発の対象を明確にした効果的な活動や重点的な献血者募   

集を実施するとともに健康な高年齢層の献血受入れについても積極的に推進しま   

すt，  

なお、各都道府県血液センターにおける主な取り組みは、別紙3のとおりです。  

①若年層を対象とした対策  

（ア）若年層向けの雑誌、放送媒体、インターネット等を含む様々な広報手段を用  

いた効果的な広報施策を図ります。  

（イ）若年層への献血の意義や血液製剤に関する理解の促進のため、都道府県、市  

町村及び献血推進活動を行っている献血ボランティア組織等の協力を得な  

がら、学校へ出向いて若年層への献血の意義や血液製剤について分かりやす  

く説明する勉強会や、血液センター等での体験学習を横極的に行い、正しい  

知識の普及啓発と協力の確保を図ります。   

（ウ）学生献血ボランティアとの更なる連携を図り、大学等における献血推進を促  

します。さらに、将来の医療の担い手となる学生等に対して、多くの国民の  

献血によって医療が支えられている事実や血液製剤の適正使用の重要性へ  

の理解を深めてもらうための取組を行ってまいります。   

②献血者の年齢層に応じた献血推進対策   

（ア）20歳代後半～30歳代の女性を対象とした対策  

この年代の女性については、出産、あるいは子育てに忙しいという理由  

により献血者が減少しているものと考えられることから、これらの方々に  

献血に戻ってきてもらうための取組みとして、地域の特性に応じて献血  

ルームに託児体制を整備する等の受入体制を整え、親子が献血にふれあう  

機会を設けるよう努めます。   

（イ）50歳～60歳代を対象と‘した対策  

年齢人口に占める献血者の割合が低い條向にあるこの年代に対して、「血  

液の使われ方」や「献血可能年齢」等について正確な情報を伝え、相互扶助  

の観点からの啓発を行い、献血者の増加を図るよう努めます。  

（ウ）60歳以上を対象とした対策  

60歳を超えた年代の献血者数が急激に減少している状況については、定   

年退職することにより献血に関する情報に触れる機会が減ってしまうこと   

や健康上の問題等が要因として考えられることから、定年退職後も引き続き   

積極的に献血に協力していただけるよう、情報伝達の方法を工夫するなど献  

血者の増加を図るよう努めます。   

③企業等における献血の推進対策   

献血に協賛する企業や団体を募り、地域の実情に即した方法で連携を図りなが   

ら、企業等における社会貢献活動の一つとして献血の推進を図ります。   

④複数回献血協力者の確保   

複数回献血協力者となってもらうため、複数回献血クラブの充実等、重点的な   

啓発、施策を行うよう努めます。   

また、複数回献血クラブ会員の中でも、特にメールを利用した会員の増加に取   

組むとともに、献血の普及啓発活動に協力が得られるよう努めます。   

⑤献血推進キャンペーン等の実施   

将来の献血基盤となる10代・20代の若年層献血の推進は、血液事業にとって   

喫緊の課題であり、広く国民への献血の普及啓発を図るため、戦略的なキャン   

ペーン等の広報を展開します。   

【平成22年度に予定されている主なキャンペーン】   

（ア）愛の血液助け合い運動（7月）   

（イ）はたちの献血キャンペーン（1～2月）   

（ウ）・LOVEinActionプロジェクト（通年）   

（ェ）いのちと献血俳句コンテスト（7月～12月）   

（オ）全国学生クリスマス献血キャンペーン（12月）   

⑥初回献血者への対応   

初めて献血をする方の献血に対する不安等を払拭するため、学校献血会場にお   

いて、採血後の献血者をケアする者の配置や献血の手順や献血後の過ごし方等の   

ビデオ映像を視聴していただき、採血副作用の防止に努めます。  
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別紙   

平成22年度に献血により受け入れる血液の目標量（日本赤十字社）  

（単位：L）  

3．その他献血の受入れに関する重要事項  

（1）血液製剤の安全性向上のための対策  

国及び都道府県と連携し健康な献血者の確保に努めます。   

今後も献血者本人確認を徹底するとともに、検査目的献血の防止のための「安全で   

責任のある献血」の普及に努めます。さらに、問診業務の充実強化に努め、安全な   

献血の受入れを図ります。  

（2）まれな血液型の血液確保  

まれな血液型の献血者には、医療機関からの突発的な要請に対応できるよう、本   

人の意向を踏まえて予め登録を依頼し、必要時に献血を依頼します。  

（3）血液製剤の在庫管理と不足時の対応  

赤血球製剤等の在庫予測に基づき、献血者確保対策を講じて安定供給に努めます。   

また、国及び都道府県にも在庫情報を提供し、万一の在庫不足時には対応手順に基   

づき、関係機関と連携した献血者確保方策を実施します。  

（4）災害時等における危機管理  

災害時における広域的な需給覗整等の手順に基づき、国、都道府県及び市町村と   

連携して需要に見合った献血確保及び円滑な血液供給に努めます。  

（5）献血受入計画の分析と評価  

献血の受入状況について、国、都道府県及び市町村へ情報を提供します。また、   

その分析と評価を行い、次年度の献血受入計画の各種施策の検討に資することとし  

ます。  

No  都道府県名  全血 献 血  
成 分 献 血  
鰹  血 小 板   計   

合 計 

山  北 海 道   6．780  77．400  84，180   3，150  15．676  18，826  103．006   

2  青  森   1，200  14．000  15，200   3，152   3，920   ？．072  22．2了2   

3  岩  手   1．160  13．040  14，200   2．475   3．640   6．115  20．315   

4  宮  城   2．000  20，568  22．568   6．928   6．352  13．280  35．848   

5  秋  田   1，180  12．080  13．260   1．608   3J320   4，928  18．188   
6  山  形   1，262  10，196  11，458   2．988   1，715   4．703  16．161   

7  福  島   2，500  23，080  25．580   2．430   5．800   8，230  33．810   
8  茨  城   2．186  24．972  27．138   7．427   5．856  13．083  40．221   

9  栃  木   2，460  16，400  18．860   6．324   4，700  11．024  29．884   
2．212  18．876  21．088   4．080   5．435   9．515  30．603   

m  埼  
10  群  

玉   
馬  
7．014  56，112  63，126  21．502  13．060   34．562  97．688   

12  千  葉   6．320  55．888  62．208  17，386  12，212  29．598  91．806   
13  東  京  12．992  147．240  160，232  28．755  44，880  73．635  233．867   

878  82．132  83，010  34．830  1了，824  52．654  135．664 
1．952   21．292  23，244   5．780   5，668  11．448  34．692   

16  畠  14  神 奈Jl  660   9．740  10，400   2，047   2．920   4．987  15．367   
17  石  Jl   880  11．080  11，960   2．475   3，960   6．435  18．395   

18  福  井   426   8，684   9．110   707   2．420   3．127  12．237   
19  山  梨   860   7，600   8．460   5．250   0   5．250  13．710   
20  長  野   1．902  18，576  20．478   6．735   4，735  11．470  、31．948   
21  岐  1，400  17，600  19．000   6．228   4．000  10．228  29．228   
22  静  岡   1，900  35，400  37，300   8，505   9．120  17，625  54．925   
23  愛  知   4，540  ．67．120  71．660  20．702  1臥720  39．422  111．082   
24 - 重   44  14，140  14，184   6，408   3，984  10．372r  24．556   
25  滋  賀   542  11．512  12．054   4．270   3．663   7－933  19．987   
28  京  都   250  31．856  32．106   4，981   7．867  12．848  44．954   
27  大  阪   2．780  105．600  108．380  20，160  25．112  45，272  153，652   
28  兵  庫   乙034  55．136  57，170  14．283  11，664  25．947  83．117   
29  奈  良   540  14．000  14．540   2．948   3．60q   6．448  20．988   
30  和 歌 山   686  13．392  14，078   1，616   乙924   4．540  18－618   
31  鳥  取   326   7．060   7，386   855   1．855   2．710  10．09t5   
32  島  根   54   6．552   6．606   1．556   1．924   3．480  ．10．088   
33  岡  山   1，120  22，628  23．748   3．112   6．872   9．784  33．532   
34  広   島   740  31．488  32．228   4．055  12．812  16．867  49．095   
35  山  口   554  17，548  18．102   1．972   3．324   5．296  23．398   
36  徳  島   78   8，744   8．822   1，042   2．244   3．286  1乙108   

37  香   Jt   110  11．980  12，090   2．105   2．408   4．513  16．603   
38  愛  媛   86  17．692  17．778   2．403   3，808   6．211   23，989   
39  高  知   680   9，フ20  10．400   900   2．300   3，200  13．600   
40  福  間   216  55．600  55，816  11．330  12．004  23，334  79．150   
41  佐  48   8，568   8，616   1，797   2．064   3．861   1乙477   
42  長  崎   780  17．480  18．260   1．440   4，080   5－520  23．780   

43  熊  本   200  23，480  23．680   2、747   5、080   7、827  31．507   
44  大  分   356  13．700  14．056   2，237   2．744   4．981   19．037   
45  宮  崎   60  12，400  12，460   2．583   2，960   5．543  18．003   
46  鹿 児 島   486  19．264  19，750   3，735   3．388   7，123  26．873   
47  沖  縄   206  15，976  16，182   4．028   2，592   6，620  22．802   
合計  77．620  1．314．592  1，392．212  304．027  326，686  630，713  2．022．925   

※山梨県の血小板成分献血目標量については、血小板      製剤製造が東京都において行われているため、 
東京都に併せて計上している。  
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平成22年度に献血により受入れる血液の目標量を確保するための各採血所毎の目標量及び稼働数  
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ヰ04  l．丁51  l．308  3．483  罰〉8  5tiO  4．857  乙05も  7．813  862  11220  0  0  13ヱ2q  70：）  0  ○  0  0  0  糾．55（i   l．87】   
滋賀   l．ヰ53  乙2Dl  2．223  5．877  36l  383  769  丁20  I．872  175  102t8  l．Jm  720  t乙2ユ8  ？糾  ○  0  0  0  ○  19．g87   1．300   

0  ○  8．633  4．98l  7．86丁  2t．48t  t．0丁：I  2：l．3t‖  0  0  23．36t  l．075  l12  0  0  ‖ほ  g  44．951  乙151   
京劇  0  0  0                                        大阪  238l  tS39  1942  5．865  3利）  3之784  18621  23．1TO  丁4575  29Zl  89925  ○  ○  ＄9925  t＝帽  3287  0  0  3，21I7  10も  153．652  ？．5●ユ   
兵ル   0  0   0   0  0  19．288  川．28ユ  ‖．¢¢l  15．2ユ5  1914  3丁．882  D  0  ユー．882  t．9，5  0  0  0  0  0  83．117  3．90l   
繁且  500  6！柑  980  2．2J8  20丁  1．8小l  2．2SO  乙520  8．t‖l  434  12．136  0  0  t乙一っ6  870  0  0  0  0  0  20．g卵  1．ユ11   
和歌山   0  ○   0   0  0  860  l．6川   2．gZl  5．4【的  31l  tユ．218  0  0  lユ．218  門3  0  0  0  0  ○  †8．818  1．叫l   
鳥取   郎柑  5ユー  1ノ‖0  之643  250  t．538  318  445  2．299  2】8  5．154  0  0  5」54  284  0  0  ○  0  0  tO．098   丁さ2   

238  l．200  l．疇80  2．！‖8  29丁   ○  0   0  0  0  8．3tO  0  0  6310  400  58  356  叫1  858  148  10．088   
岡山   

815  
丁：IO  457  3．012  4．259  293  6．700  2．655  コ．6（氾  12．，55  310  15．938  0  0  t5．931l  995  380  0  0  ユ80  5  ココ、5：12  l．‘b：l   

広島   ○  0   0   ○  0  5．238  4．055  ほ812  22．10ユ  673  26．16丁  －0  0  26＿46丁  t．295  525  0  ■ ○  525  25  49．¢95  l．993   
山口  660  98Z  1．998  3．638  ユIl  t．308  990  】．ユ28  3．618  31l  16．川2  0  0  16．川2  850  8  0  0  0  ○  23．398  l．1丁2   

072  588  l．か柑  Z．808  280  t．ユ94  ヰ5t；  896  2．716  26l  6．556  0  0  も．556  ▲25  0  D  0  0  0  】2．108   
l三島  

91l   
0  0   0   D  ○  l．！＝0  2．105  2．408  8．32：I  363  10．280  0  0  10．280  S6且  8  0  ○  0  ○  18．803   

0   

乳い   
ナ・二l   D  0  0  0  3．448  乙小道  3＿808  9．657  383  14．tT6  0  0  】4け○  61フ  156  0  0  158  5  2ユ．引柑   

高知   
t．0t5  

○  ○   8   0  0  tこ420  908  2．3（氾  4．6ZO  3も2  8，g80  0  8  8．980  600  0  0  0  ○  0  13．600   912   
r・・′1   t．245  l．74之  1．975  4．982  2，4  tl．489  g．588  l吼02g  31．108  t．310  10．TIZ  0  0  40．T12  l．63l  2．）TO  ○  0  2．370  95  79．150  3．338   
佐賞  】．856  】．797  2．06ヰ  5．7け  ユ8l   0  0   0  0  0  8．相0  0  0  6．768  2！IO  0  0  0  0  8  1乙177   65t   

398  158  816  1，372  214  3．3糾  1．‡83  ユ．之糾  7．85l  823  11．55且  tl．558  769  0  0  0  ○  0  2：〉．780  t．83l   
2．1弼  1．483  2．359  8．608  297  4．O12  1．2も4  乙了2l  丁．997  313  16．002  0  0  18．902  820  0  0  0  0  0  3t．507  l．●】○   

大分   0  0   0   ○  0  3．420  2．2：け  2．744  8．40†  36l  】0．ユ00  0  0  tO，湖  5：I5  ユ36  ○  0  338  16  19．0：l】   
宮嶋   

912  
0  ○   ○   0  0  l．5印  2．583  2．，68  7．10：l  363  10．g∝〉  0  0  tO．9（XI  630  8  0  0  0  0  川．003   粥ユ   

鹿児島  I．178  1．382  l．308  3．868  294  3．0：）2  2．353  乙0（IO  7．465  3＄ユ  15，540  0  0  15．540  850  0  0  0  0  0  2る．873  t．507   
沖】躍   0  0  0   0  0  2．282  4．02且  2．592  8．桝）2  3る3  13．ユ40  0  0  t3．340  662  560  0  0  560  28  22．802  l．05ユ   
昔lナ  30．855  ユ1．35：I  51．530  ‖沌．7ユg  8．932  393．305  265．62t  2丁2．154  9ユl．780  40．228  936．684  3．21丁  1．5柑  9J‖．41且  52，322  ユ】．ユ68  8：柑  丁84  32．988  1．7糾  Z．022．925  】0：l．246   
注1．オー  フン薦【血とは．献血の   ベッド専の岩  材を持召し、平某所や   学校の会ほ重専を会場   として行う献  血受入れ方式．  

注2．棟鵬歓とは、血瀬センター・献血ルームでは開設日敷を、抄動採血覆では酉己車台敷を．オーブン献血では献血会場数をいう．  
注3．血液センター稼働数一仲田県・‥（146）は、毎週月曜・水曜・土曜の開所＜浜松センター＞  
5主4．献血ルーム（出張所）托」勒敵一浪貿県＝・（175）は、毎週火・金・土曜の関所＜長浜出弓l所＞  

平成22年度献血受入施設数及び献血受入施設整備予定等  

平成22年4月1日現在の献血受入施設数等について  平成22年度の献血受入施設整備予定について  

血液センター  献血ルーム  移動採血草   成分採血装置  
（※）   献血ルーム  移動採申車  成分操血装  血液センター                新設予定数  休廃止予定動  新設予定数  休廃止予定数  増減数  更新致  増減赦  更新数   

北海i巨   4（4）   6   12   丁9   0   0   0   0   0   2  14   

青森   2（2）   2   4   20   0   D   0   0   0  0  0   
1   5   

0   

岩手  1（0）   23   0   0  0   0  0  0   5   

l（0〉   2   6   38  0   0   0   0   0   0  0   6   

秋田   1（1）   2   5   2丁   0   0   0   0   0  0  0   0   

山形   l（○）   3   13   8   0   0   0   0   0   0   

3（3）   8   44   0   0   0   0   0   0   

茨城   
0   

1（0）   3   6   32   
栃木   

0   0   0   0   0   0   0  

l（り   6   32   0   0   0   0   0  0  0   
群馬   

0  

1（0）   3   S   35   0   D   0   0   0   0  0   0   

埼玉   1（0）   7   10  丁7   0   0   0   0  0  ロ  14   2（0）  6  10  丁6  0  0  0  0  0  0  0  14   
東京   2（0）   19   223   0   0   0   0   0  0  0   
神奈川   

0  

2（0）   

ヨ折三呂   
8   12   138   0   0   0   0   0  0  0  10  

1（0）   3   4   32   0   0   0   0   0   0  0   0   

富山   1（0）   3   0   0   0   0   0  0  0   0   

石川   1（1）   4   21   0   0   0   0   0   0   

福井   
0  

1（1）   0   3   18   0   0   0   0   0   ロ  △1   0   

山梨   l（0）   4   15   0   0   0   0   0   0  0   
長野   

0  

l（1）   2   4   33   0   0   0   0   0   0   

岐阜   
0   

1（り   2   4   34   0   0   0   0   0   0  0   
静岡   

0  

3（1）   3   9   53   0   0   0   0  0   0   

愛知   2（2）   7   117   0   0   0   0   0   0  15   

三重   1く1）   3   4   26   0   0   0   0   0  0  0   
滋賀   1（1）   5   23   0   0   0   0   0   0  0   
京都   

0  

2（0）   3   8   34   0   0   0   0   0   1 . 01 4   

大阪   3（2）   9   20   1ヰ2   0   0   8   0  2  8     糾   
1（0）   6   9   76   0   0   0   0   0   0   6   

1（り   2   4   25   0   0   0   0   0   2   

和歌山   
0   

1（0）   5   13   0   0   0   0   0  0  0   

鳥叡   
0  

丁（l）   2   15   0   0   0   0   0   2  0  15   
l（り   0   3   15   0   0   0   0  0   0   2   

岡山   1（1）   5   25   0   0   0   0   0  0  0   0   

1（0）   2   8   ヰ4   0   0   0   0   3   

山口   
0   0  

1（1）   5   21   0   0   0   0   0  0  0   

徳島   
0  

l（り   3   17   0   0   0   0   0   0  0   
香川   

0  

1（0）   l   14   0   0   0   0   0   0  0   

愛媛   1（0）   4   22   0   0   0   0   0   0  0   

高知   1（0）   3   12   0   0   0   0   0  0  0   
相同   

0  

3（l）   4   65   

佐賀   
0   0   0   0   0   7   0   9  

l（l）   0   2   0   0   0   0  0   
長l躊   

0   0  

2（1）   2   5   21   0   0   0   0   0  0  0   
1（1）   5   

0   

28   
大分   

0   0   0   0   ○   0   2  

1（0）   4   15   0   0   0   0  △1   
宮－噂   

0   

l（○）   ヰ   14   0   0   0   0   0  0  0   
鹿児島   

0  

1（1）   5   24   0   0   0   0   0   0  0   
1（OJ   3   

0   

22   0   0   0   0   0   0   0   

合計   85（33）   121   280   l．911   0   3   0  △1  28  20  180   

※平成22年4月一日現在の献血受入施毀（血液センター）について・‥（）致は、実際に受け入れを行っている血液センター数。残りの32施故については、血液センターの  
立地条件等の理由により、献血ルーム、移動採血車、オープン献血により必要な献血者を確保している。  

※更新とは、増減なく新たな採血ヰ、成分採血装置に入れ替えること。  

1  下．■・戚†   



別紙 3  

各都道府県血液センターにおける主な取り組み  

の若年層を対象とした対策   
恥   具休的対策（項目名）   対 象   

l  献血の意覇等の勉強会（学校へ出向いての説明）   小学生、中学生、高校生、その他学生   

2  親子ふれあい献血   幼児、児童と父親、母親   

ロ  プロ野球チーム、プロサッカーチーム等とコラボレーションした献血推進   高校生、大学生   

4  高校卒業予定者へのリーフレット配布   高校生（卒業予定者）   

学生ボランティアによるサマー献血、クリスマス献血キャンペーン等の実施   18歳から30歳未満の若年層   

（a融  血協曾企箕推進対篭   
恥   具体的対策（項目名）   対 象   

l  新規協力企業、団体の確保   献血実施していない事業所や献血会場周辺企業等の啓発；舌動   

献血ルームで協力可能な近隣企業の確保   献血ルーム近椿企業   

緊急要請可能な待枚型団体の確保   官公庁等   
4  成分献血協力団体の拡大   全血献血協力団休及び少人数の企業・団体   
5  ライオンズクラブ、ロータリークラブとの連携強化   県内ライオンズクラブ、ロータリークラブ   

－
一
〇
－
 
 

具体的対策（項目名）   対 象   

l  メールによる情報配信、献血要請、はがきによる献血依頼   複数回献血クラブ会員、年1向の献血者など   

会員募雇用リーフレソトの作成、情報誌等の作成   400mL献血者、成分献血者   

3  リラクゼーションの実施   メール会員   

4  年間2回献血協力事業所の拡大   年l回の献血協力事業所   

5  「ワンモア献血カード」イベント   献血ルームでの400mL、成分献血者   

房）その他の具体的対策（（わ～（割以外の独自の対蟹を記入∩ 以下必要に応じ柱式を追加）   
lh   具体的対策（項目名）   対 象   

l  平日成分献血予約の推進   成分献血者   
2  各事業所等のl献血ルームヘの送迎   成分献血者   

3  テレビ局と共催し、乳がん検診と共に献血を実施   若年層ならびに初回献血者   
4  65歳～6g歳までの献血再来推進のため、60歳～64歳の方た薫育等によリ400mL献血協 力を依頼  60歳～64歳の方   

5  400m犠た血の推進   400ml献血可能者  
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（4）冬季・春季献血者確保対策  

平成21年10月、平成22年1月に基幹センター献血推進・供給担当課長会議を  

開催し、赤血球製剤の在庫が全国的に逼迫する冬季及び春季の在庫予測シミュレ  

ーション等に基づき、進捗状況確認及び対策の検討を行いました。  

また、各基幹センターにおいても管内の血液センターを招集し、そこに血液事  

業本部からも職員を派遣して冬季・春季献血者確保対策の検討を行いました。  

4 平成21年度献血受入計画の進捗状況   

平成21年度献血受入計画として、核となる対策と取組みを血液事業本部から各血液  

センターへ指示し、各血液センターでは都道府県との連携のもとに受入計画を策定・   

実施しています。なお、その対策と各血液センターにおける主な取組みの実施状況は   

次のとおりです。  

（1）若年層を対象とした対策   

・小中高生を対象とした血液センター等の見学受入れの推進（体験学習を通じて  

献血に触れ合う機会を創出し、献血への理解を求める）  

＜平成20年度実績＞  

実施回数636回 参加人数28，200人  

＜平成21年度上半期実績＞  

実施回数358回 参加人数16，060人   

・10代後半から3p代前半の若年層を対象に献血への理解促進を図るために血液  

センター施設などを利用し、血液事業の紹介等のセミナーを開催  

＜平成28年度実績＞  

実施回数363回 参加人数37，438人  

＜平成21年度上半期実績＞  

実施回数197回 参加人数9，616人  

（2）企業・団体における献血の推進対策   

・新規協力企業及び団体の開拓   

・献血ルームや移動献血会場への協力企業の開拓   

・ロゴマークの活用（ロゴマーク取得促進のための専用ウェブサイトの運営、ス  

テッカー配布など）  

＜平成20年度実検＞  

ロゴマーク配布数1，069件 協賛企業・団体数4，340件  

（ロゴマーク配布数の平成19年2月からの累計は38，399件を超えた）  

定供給を実現・維持するための対応策の検討を行い、各血液センターへの指示・   

監視・指導を実施しています。  

（2）各血液センターの取組み  

各血液センターにおいては、「需給計画委員会」（原則毎週開催）を設置し、採血・   

製造・供給の予測に基づく在庫シミュレーションによる赤血球製剤・血祭製剤・血   

′ト板製剤め需給計画の検証を行い、基本となる献血受入計画に調整を加え、翌月・   

翌々月の中期的需給計画を策定しています。  

また、基幹センターは、上記の血液センターとしての対応に加え、管内血液セン  

クーの需給状況（採血・製造・供給状況等）の把握、需給計画の検証及び指導を行   

うとともに鱒要に応じて血液の需給調整を行っています。   

（3）在庫量の情報管理と危機管理対応   

① 血液事業本部は、休日を除く毎日、午前6時現在の全国各血液センターの赤血  

球製剤の在庫を把握（別紙2）し、注意報水準・警報水準に陥らないよう常に全  

国の需給状況を確熱するとともに、赤血球製剤の在庫状況を厚生労働省へ報告し  

ています。  

また、各血液センターからは各都道府県及び各都道府県支部へ同様に情報提供  

しています。  

② 注意報水準あるいは警報水準に陥った血液センターについては、「危機管理水  

準の情報報告書」により危機管理水準の現況、それに至るまでに詐じた方策等を、  

基幹センターを通じて血液事業本部へ提出させ、それを受けて血液事業本部は  

「危機管理水準の対応指示書」により具体的な対策等を指示しています。  

平成21年度については、注意報水準が7回発生していますが、全て一過性のも  

ので、需給調整等の早急な対応により翌日には回避しております（警報水準発生  

はなし）。  

③ さらに、需給予測によって血液不足が見込まれる血液センターについては、今  

後の採血計画の見直しや増班体制などの具体的な対策を講じるよう指示してい  

ます。  

④ また、平成17年4月に本社及び各血液センターに献血推進本部を設置し、万  

一、安定供給の確保が懸念される場合には、国及び都道府県と連携して迅速に効  

果的な対応がとれる体制を整備しています。  
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・事業所で幹部職貞を対象に事前に説明会を開催し、社員に対する献血協力の呼  

びかけに協力いただいた   

・企業と地元自治会との献血の共同開催   

・大型ショッピングセンターにおける定期的な献血の実施   

・インターネットや新聞紙上における協力団体のお礼紹介  

5 平成22年度献血受入計画の策定  

（1）当該年度に献血により受け入れる血液の目標量  

各血液センターにおける平成20年度供給数の実績と平成21年度上半期の供給   

数を中心に、過去3年の供給動向（別紙3）から傾向を分析し、当該年度の供給数   

を見込み、都道府県との協議のうえ、献血の目標量を算定しました。  

（2）前号の目標量を確保するた捌こ必要な措置に関する事項   

・献血受入体制の策定  

各血液センターにおいては、献血の目標量を確保するため、献血種別にも配慮し   

ながら、過去の献血実績に基づき、施設別（献血ルーム、献血バス、出張採血）の   

月別、週別、日別の献血受入体制を策定しています。  

これらをもって、都道府県と献血受入計画等を協慈し、基礎となる年間の献血バ  

スの配車計画等を定めています。  

・献血者の確保対策  

血液事業本部では、献血者の確保に関する基本的対策について、国の基本方針及   

び献血推進計画に呼応した献血者確保対策を基本とし、各血液センターへ指示して   

います。  

血液センターでは、血液事業本部の指示による献血者確保対策を基本としながら   

も、それぞれの地域事情を反映した「都道府県献血推進計画」と連携した献血者確   

保の取組みを計画しています。  

一年を通して安定供給を維持するためには、地道な日々の取組みの積み重ねによ   

る献血者の確保によるところが大きいと言えます。また、不足が予測される場合に   

は早めの対応が重要です。各血液センターで実施されている各種取組みは、これま   

で過去に行ってきた取組みの中でも効果的なものが継続的に実施されています。  

平成21年度の赤血球製剤の在庫推移は、別紙4のとおりです。  

平成22年度の各血液センターにおける献血者の確保対策については、別紙5の   

とおり血液事業本部が示した基本となる確保対策項目に、各血液センター自らが数   

値目標を設定し、具体的取組みの進捗状況を評価することとしています。  

なお、血液事業本部においては、各地の情報を収集し、全国会蔑等において各地  

＜平成21年度上半期実績＞  

ロゴマーク配布数1，232回 協賛企業・団体数1，652件  

（3）複数回献血者確保対策  

「複数回献血クラブ」会員の募集を増強  

「複数回献血クラブ」会員への献血依頼及び理解促進のための情報提供を実施  

＜平成21年度上半期実績＞  

複数回献血クラブ会員数227，503人（平成18年度末より娼6，703人増）  

＜献血美人数に占める複数回献血者の割合＞  

（平成20年4月1日～平成21年3月31日実績：犯3％（前年同比0．8％上昇））  

（4）目標量を確保するための全般的な対策  

（献血受入体制への取組み）  

献血者が安心して献血できるように、職員の教育訓練の充実強化を図るため、全  

国研修会を開催  

（広報活動への取組み）   

・7月「愛の血液助け合い運動」   

・7～12月「第4回いのちと俳句コンテスト」   

t lO月～3月「LOVEin Actionプロジェクト」   

・12月「クリスマスキャンペーン」   

・1～2月「はたちの献血」   

・3～4月「春の献血キャンペーン」  

を全国で展開しました。この他、血液センターが独自に、「ティーンズドナー  

キャンペーンJ、「彩の国献血フォーラム」、地元プロ野球テームやJリーグプ  

ロサッカーチームの協力のキャンペーン等を実施   

■ ポスター、テレビ・ラジオqM素材、新聞折込、キャンペーン専用サイト等イ  

ンターネットを活用した広報を実施   

・AED講習会と併せた献血実施  

（血液センターにおける献血者確保への取組み）  

・複数回献血クラブ会員等へ献血を依頼し、需要に見合った採血を実施   

・需要に応じた400mL献血を推進  

・需給予測に基づく、受付時間延長や献血バス派遣を増やす等の措置を実施  

・新規献血協力団体の開拓を行うとともに、既存協力団体の献血実施回数の増加  

を依頼  
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各都道府県別血液確保量専一寛（平成21年4～12月）  
の取組み事例を紹介する機会を設lナ、また、各地の取組みを月間情報として配布す   

る等、献血者確保のための情報共有を図っています。  

（3）その他献血の受入れに関する重要事項  

血液事業本部では、国の基本方針及び献血推進計画に基づき、日本赤十字社とし   

て、これら方針及び計画に沿った献血の受入れに関する重要事項について、計画し   

ています。  

血  液  確  保  王  血  液  1更  用   1  献血暮一便用1  

I血  都道府県名                                  受入計画1  献血1   t其絵t  原料血策 送付1  ′1計   

計画達成率  未使用t  串  

A   8  B－A  B／C  

■  北 海 道   7－l．413  83．259．82  8．847  111．9ち  42．649  33．428  76．078  109．4l  丁．182  8＋8＼  

2  青 森 県   16．さ86  】5．972．¢8  △914  94．6％  7．182  8．496   15．678  101．9l  295  l．8l  

3  秋 田 県   13．922  14．366．81   445  103．21  6．759  6．423   13．柑3  109．Dl  1．184  8．2l  

4  相 島 県   24．028  25．883．77  1．856  107、7％  11．966  12．551  2ヰ．517  105．6l  l．367  5．3l  

5  茨 城 県   30．36g  28．298．90  △2．070  93．2％  12．138  14．754  2丁．493  102．9l  806  2．8l  

田  栃 大 典  22．128  23．493．68  1．366  106．21  9．852  12．7－0  22．6ヱ2  103．9l  871  3．－l  

口  宣羊 烏 県   22．902  24．684，28  1．782  107＋8ヽ  】0．3Tl  13．731  ′24．102  102．4l  582  2．4l  

8  千 糞 県   66．692  6も．541．30  1．850  102．8X  31．ヰ59  35．13D  66．589  102．9l  1．952  2．8～  

6  神奈川県   9g．589  99．幻2．91  △216  99．8％  41，251  61．1（；1  102．412  87．Ot  △3．039  －3．1ヽ  

10  新 王克 典   28．477  28．ヰ66．4∈I  1．990  107．5％  11．838  川．858  26．495  107．4l  1．9Tl  ¢．9t  

m  静 間 県   41．582  一＝．443．11  △139  99．7％  1¢．78丁  22．597  39．385  105．2l  2．058  5，0～  

12  京 都 府   31．996  35．051．82  3．058  109．8％  18．150  †7．156  33．306  105．2ち  l．745  S＋0ヽ  

13  奈 良 県   16．189  l一事．ヰ1ヰ．45   246  101．5％  7．413  7．79l  15．203  108．Ol  1．21l  7．4l  

14  山 口 県   17．748  18．039．18   291  101．6ヽ  8．703  乱847  1丁．550  102．8≠  ヰ88  Z．1l  

田  愛 媛 県   17．459  柑．172．25  1．71ヰ  109．8％  8．461  ，．187  17．649  108．61  1．524  7．如  

16  ・・ 、＝  り帥8  T7，978，g3   331  101．9％  札7g6  7．975  1（；．丁71  10了．2l  l．之08  8．加   

宮城  
n   （岩手．山形）   53．TT4  54．了04．75   930  101．7ヽ  23．552  29．237  52＿7息9  103．6l  l．918  3．5ヽ  

94．740  99．453．70  ヰ．714  105．OIi  40．182  57．842  98．024  101．5l  1．429  11ヽ  

185．939  18g．5川．85  3．576  101．9l  88．790  9丁．039  185．828  102．Ol  3．686  1．如  

石川  
4   く暮山．福井）  35．678  3丁．103．01  1．425  10tO＼  15．958  用．701  35．686  ’104．0≠  1．43丁  ■  3．9l  

愛知 
製   
造  

12†．921  130．725．8丁  8．805  107．ヱ％  53．139  7ユ．815  128．754  103．1％  3＿972  3．Ol  

所 旦  TT．581  75，654．66  △1．937  9†．5l  33．859  3丁．川0  7T．010  108．5％  4．835  8十1I  
位  
丁  大阪（和歌山）  ほ7．505  133．856．74  6．352  105．01  63．128  悶．ヰ12  126．540  105．8l  7．317  5．5I  

8  岡山（鳥取）   3l．666  33．3ヰ8．77  1．883  105．3l  15．795  †5．431  31．228  106．8l  2．122  8．加  

9  広島（農相）  44．701  47．025．96  2．325  】05．2l  20．丁之4  2：）．884  44．588  l（〉5．5l  2．438  S．2t  

香川  
10   （枝島▲高知）  31．992  33．890．8丁  1．899  105．9％  16．761  17．376  34．137  99，3l  △247  －0．7l  
（倭r、暮■．故事、  
大分こ書■、■児  
●1   159．55l  168．318．42  6．787  104．2ヽ  丁2．887  83．465  158．3く〉1  106．4l  9．987  6．Ol  

－－r∴丁ソトノ◆■沈払■〉－ hrl       J■‖㌢揉、持ゝ；ぺ，、‾－寸せ－1   
※受入計画tは、平成21年度    受入計画を3／4したもの。  

ト
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（別紙1－3）  （別紙1－2）  

平成20年度各都道府県別血液確保量等一覧   平成21年4～12月各都道府県別献血者数一覧  

血  液  確 1兼  暮  血  液  t更  用  1  l蹴皿王一便用i  

軋  都道府県名                               血受入計画  献血i   

平成20年度  平成20年度  供給量  昨料血潮 送付1  晋十   
計画i圭成年  未使用1  串  

A   B  B－－A  BノC  

口  北 海 道   99．035  1（】4．Z31．79  S．197  105．2％  53．138  44．879．1  97．817  106．6ゝ  8．1‖4  8．2l   
2  甘 森 県   22．815  21．5ヰ4．35  △1．271  914ヽ  9．4丁9  】0．799．5  20．278  】OtS．2ゝ  1．26¢  5．9％   

3  岩 手 県   19．853  20．375．69   723  103．7％  8．461  10．g79．4  19．4ヰ0  104．8兄  935  l．6＼   

4  宮 城 県   35．673  34．679－63  △993  97．2†i  21．408  27．808．丁  49．015  70．8l  △1ヰ．335  －41．3％   

5  秋 田 県   18．138  18．2g9．39   183  100．9％  8．648  8．828．2  17．4丁6  104．丁％  823  t5ヽ   

6  山 形l■   16．010  】4．750．86  △1．259  92，1％   809   0．0   809  1823．7≠  13．9ヰ之  94．5≠   

2＿259  8．8％   

8  茨 城 県   40．2g4  38．198．61  △2．095  94．8％  16．丁85  20．142．3  38．928  1011l  1．271  3．3ヽ   

口  栃 木 県   28．968  3（】．101．†4  1．134  103．9％  1Z．881  15．995，5  28．878  †04，2l  1．228  tl＼   
】0  群 馬 県   30，973  31．843．09   870  】02．8％  13．628  17．183．0  30．811  103，3Ii  1．032  3．2％   

m  鰭 玉 県   93．710  ′96．470．10  2．760  102．g％  45．625  63．954．8  109．579  88，0≠  △13．109  －13．6～   

四  千 葉 県   87、823  86．613．71  △l．ZO9  98．8㌔  3g．977  43．883．2  ，83．白80  10こ！．31  2．753  ユ．～＼   
F  薫 京 都  乏29．283  225．157．72  △4．125  98．2Ii  】09．092  ††5．777．2  224．869  100．1％  289  01ヽ   

14  神桑＝＝県  125．610  12t；．199．88   590  †00．5Ii  50．873  74．728．8  125．60Z  100．5≠  598  0．51   

15  斬；思 県   35．078  37．884．10  2，786  107．9㌔  15．232  20．160．8  35．393  10丁．0≠  2．472  8，5％   

正  富 山 県   15．680  14．148．96  △1．531  90．2％  6．188  g．045．5  15．212  93．0㌔  △1．083  －7．5％   
ロ  石 川 県   柑．748  18．D59，83  △2．686  85．7ヽ  8．947  9．619．9  柑．567  88．5％  △2＿50丁  ー】．8㌔   
18  柑 井 県   12．114  20．298．67  8．185  167．6ヽ  6，045  6．963．3  13．009  156．0％  7．Z90  35．9ヽ   

19  山 型 県   13．007  13．089．85   83  100．6ヽ  2．640  1．835．1  4．ヰ75  292，5％  8．814  85．8㌔   

20  →■■■■■■ ■こ   31．110  30．546．19  △564  98．2％  8．843  5．753．4  12．398  246．4ヽ  18．150  59．4㌔   

21  岐 阜 県   30．2？3  28．3TT．15  △1．902  93，7％  4．323  2．223．2  8．5ヰ8  433．ヰ㌔  21．825  78．9†i   

22  静 間 県   54．1t；l  54272．21   111  100．2ヽ  22．489  30．076．9  52．5ヰ6  103．3≠  1．726  3．Zl   

23  愛 知 県  108．224  1】4．597．34  8．373  107．9％  54．258  74．TT8．7  129．037  88．8，i  △14．ヰ39  －12．8％   

24  三 重 県   2ヰ．371  23．858．97  △512  97．9％  9．395  14．317，ヰ  23．7†Z  100．8ヽ  †ヰ7  8．8≠   

25  滋 智 県   19．980  17．672．27  △2．308  ：：・  4．45：）  2．701．9  丁．155  2ヰ7．0％  10＿517  S9＋5ヽ   

26  真 一払 府   4l．285  44．423．2モ；  3．138  10丁，6≠  20．840  21．306．2  ヰ2．1ヰ8  105．4％  2．277  5．1ち   

27  大l荘 府  14臥3g5  †58．33ヰ，73  丁．9ヰ0  105．4ゝ  81．483  83．303．0  184．788  94．9ゝ  △8．451  －5．ヰl   

28  長 座 県   80．96ヰ  7臥999．42  △1．985  g†．8㌔  40．838  45．201．4  88．037  91．8ヽ  △7．038  －8．9％   

29  奈 良 県   22．025  ZO．54丁．13  △1．478  93，3≠  9．547  9，850，1  柑．39？  105．9ヽ  1．150  5．8ち   

30  和歌山県   17．915  16．360．49  △1．555  91，3％   0   0．0   0  1¢．880  100．0ヽ   

用  鳥 取 県   9．851  9．368．55  △482  95，1ヽ  1．572  840．9  2．413  38鋸路  8．95tI  丁ヰ，2l   
32  島 根l■   10．510  9．925．60  △584  94，4ヽ   867   0．0   887  1488，l％  9．259  93．3％   

33  岡 山 県   31．955  33．34g．18  1．394  104．4l  19．377  19．111．2  38．488  8t！．8％  △5．130  t15イ＼   

34  広 島 県   48．855  48．925，81   7l  100．1ヽ  2¢．032  29．810．3  55．843  87．8、  △8．917  －14．1l   

35  山 口 県   23．850  24．146．82   297  10l，21  11．1丁2  11．37Z．4  2Z．545  107，1I  1．802  8．鍋   

36  徳 島 県   †乙450  12．768．57   319  102．8l  5．400  6．3丁7．8  ‖．777  †08イI  991  7＋8ヽ   

匹  香 川 県   16．350  18．525．95   1祁  101．川  7．90：！  7．814．0  15．717  105．1l  809  t9＼   
38  愛 媛 県   22．818  24．217．93  1．400  106．】％  1】．040  11．454．0  22．494  10丁．7％  1．724  †＋1ヽ   

39  高 知 県  13．275  13．467．52   193  101．5％  6．130  6．†35．4  12．265  109．8l  1．20二1  8．9％   

40  福 岡 県   76．784  78．732．87  】．949  102．5％  98．505  111．412．3  201．917  39、0％  △123．184  －156．5l   

41  佐 ￥ 県   13．795  】4．555．99   7¢1  105－5Ii   0   0．0   0  川．558  100，Ol   

42  長 崎 県   22．875  23．840．86   9¢6  104．2％  1．422   0．0  1．422  16了6．0ヽ  22．418  r94，0％   

43  熊 本 県   31．489  三■ ・i  1．31（i  】04．2l  ゴ．26】   0．0  2．261  t45l．川  30．5ヰ5  9j．1％   

44  大 分 県   18．482  18919．72   438  102．41  †．1g8   0．0  1．198  1581．8％  17＿723  93．7l   

45  官 晴 県   17．930  】8．T13．47   783  104．4ヽ  l．010   0．0  1．010  185：I．5％  †7．TO4  94．6％   

46  鹿児島l■   27．171  28．202．67  l．032  103．8l  2．933   0，0  2．g33  981．8l  25．270  89．81   

47  ■■  ＝  22．883  23．6丁9．50   797  103．5ヽ  1l，244  10，601．0  21．8ヰ5  108，4l  1，835  丁，Tl   

雄藩壷    二こ＝㌦エ「：ジLT、ニー：、ゝ 奈■・、ニ雉97Zこ00さ  ＜：、≦1ヽ：ン 彗‡き紬離船  ；＝・′、ロ ’…㌔牢γ㌍’璧タロわ   …；・  1沈1 …蝉～101．5曳  ㌻Jjく二′一頭舞豆・ざ， こ…－●●   ・立‡ 畢醗裏鯨  堀’J；ゴこ≧弓二三烹だl（±l克： ：玉；⊆1：922ご3孝2－  華摘翫  rよイしこ 品薄‘羅競  
※血液便用   が「0」または少1の県については、製剤業凝集約の関     掻からである．   

献血者数  年    代別章献血者  載  
軋  酌道府県名  

血小板献  血策献血  ヰ00nl」献血  00mし献  合言十  16－19  20－29  30－39  40－49  50－59  60－69  合計   

口  北 海 道  3t．154  1l．823  146．066  27，968  2】7．011  13．613  39．855  50．793  50．827  42．869  19．054  217．011   

2  青 森 県  8．997  5，000  24．59t  6．108  42．69（；  3．274  8．279  1l．014  10．661  7．258  2．2†2  42．696   

3  岩 手 県  6．65l  6．260  22．587  8．09l  43．589  4．571  8．81】  10．505  9．804  7．78S  2．313  43．589   

4  宮 土成 県  11．柑4  13，034  36．55】  8．48】  69．Z50  5．885  18．3丁2  17．556  15．648  9．145  2．644  69．250   

5  秋 田 県  6．＄32  4．275  21．268  6．947  3g122  3．789  8．713  10．4t5  8．967  5．828  】．4柑  39．】22   

6  山 形 県  3．602  3，774  柑．366  6．844  32．586  3．6【〉5  6．860  了．990  7．549  5．22l  1．281  32．588   

7  福 島 県  9．89：）  8．133  39．980  10．468  68．474  3．77了  12．630  18，088  17．263  13．129  3，587  68．474   

8  茨 城 県  10．130  ‖．290  40，684  】2．600  74．684  5．550  】3．627  19．045  18．48l  12．975  5．006  74．684   

9  栃i未r 県  8．833  11．994  30，656  1l．3柑  62，802  7．997  1Z．808  16．976  13．535  8．747  2．739  62．802   

10  群 馬 県  9．908  10．970  35．102  g．340  65，320  5．462  12．500  18．546  16，507  9．320  2．985  65．320   

n  鰭 玉11  25．839  38．660  97．066  34．76】  】96．326  17．33l  39．978  51．488  45．793  28．793  12．943  196．326   

12  千 葉＋県  23．t34  35．164  94．867  30．377  183．542  13．丁89  38．499  49．367  43．548  2t；．875  11．46＄  †83．542   

13  東 夷 者陀  82．753  73．382  254．489  52．056  46Z．680  32．134  135．698  †23：978  98．493  5乙3川  20．083  462．680   

†4  神奈川県  3し58こ）  66．10こ）  142。599  3．037  243．322  10．254  5l467  67，280  64．2†8  35．丁69  14．274  243．322   

†5  新 潟 県  1l．085  1乙582  40．592  8．138  72，397  5．251  18675  】8509  16．708  11．945  3．309  72．39丁   

16  富 山 県  5．】42  3．924  18．178  2．752  29．996  1．417  6．1即  9．O16  7．310  4．567  1．506  之9．998   

17  石 川 県  7．855  5．9丁8  Zし212  3．887  38．932  1．850  8．669  10．87】  9．323  8．00〔‡  2．21†  38．932   

】8  ∴ ・  二  4．294  2．798  16．434  し819  25．345  し051  4．747  6．3引  6．49ヰ  5．0柑  し68ユ  25．345   

19  山 型 県   0  8．409  14．753  3．145  2f；．307  2．603  5331  6．565  8．496  3．982  1．350  26．307   

20  司■・ ＝  7．764  ll．769  33．336  £．447  61．316  Z．784  1l405  17．462  16．271  9．943  3．451  61．316   

21  t■■■三      8．917  12．532  29．257  ら．676  57．38Z  2．703  9．829  14．39Z  14．806  10．722  4．930  57．382   

22  静 岡 県  16．924  17．46ヰ  63．800  6．78l  104．969  4，g77  20．123  28．80：）  27．795  17．525  5，746  104．969   

23  愛 知 県  34．551  5こ）．334  126．962  20。926  235．773  13．333  58．149  85．39†  55．SOO  3l．896  ll．50ヰ  235．7丁3   

25  滋 賀 県  5．843  5．437  20．726  乙444  34．450  1．213  6．7之7  9．395  8．518  6．044  2．553  34，450   

26  京 都 府  】3．612  14．739  56．957  889  86．】97  4．144  21．5】5  20．409  19．‖1  13．987  6．97l  86．197   

27  大 阪 府  46．007  47．167  192．508  13．781  299．463  9．851  57．545  80．084  77．248  48．975  2S．760  299．483   

28  兵 庫 県  2：I．058  23．235  100．179  9．909  156．3壬‖  6．828  31．136  41．332  38．677  26．833  ‖．575  156．381   

之9  奈 良 県  8．215  6．304  2（；．267  Z．708  41．494  2．1】9  8．554  10．331  10．327  7．513  2．650  41．494   

30  和歌山県  4．54丁  3．40Z  23．39（；  2．481  33．826  l．422  5．327  8．685  9．042  8．533  2．817  33．8之e   

3l  鳥 取l■  3．828  】．048  12．387  1．52こ！  18．7鍋  583  4．059  5．840  t905  3．1g9  700  †8．786   

32  ・・ ≡    4．669  2．由z  †3．351  263  20．3t；5  587  3．80†  5．784  5．534  3．682  997  20．365   

33  岡 山 県  10．7－3  8．80：l  41．375  4．692  65．643  2．747  13．525  16．955  15．840  ‖．592  4．984  65．643   

35  山 口 県  6．201  4．813  32．130  2．690  45．834  1．549  7．67丁  l乙312  ll．710  9．之05  3．381  45．834   

36  伎 島 県  4．424  3．079  16．875  225  24．603  68t  4．814  6．709  6．044  4．905  1．450  24．603   

37  香 川 県  4．455  3．754  22．218  454  30．881  1．283  6．059  8．602  7．502  5．503  l．932  30．881   

38  愛 媛 県  8．252  6．415  31．935  349  46．95†  1．683  9．890  1乙719  11．540  8，2†2  2．907  46．95t   

39  意 知 県  4．882  3．720  】6．851  3．る78  29．3：11  1．655  6．238  7．714  6．747  5．114  l．88：）  29．331   

40  ・∴ 迩   20．591  22．235  104．944  15】  †47．921  7．076  33．149  37．509  33．166  24．986  12．035  147．921   

4】  佐 賀 県  3．887  5．387  17．215  】28  26．617  1．037  5、365  7．146  6．529  4．923  t．617  26．617   

42  妄 一  ＝  8．011  5．940  32．706  2．861  49．518  2、862  tO，082  12．428  12．159  9．246  2．741  49．518   

43  熊 本 県  9．394  7．938  45．039  791  63．162  2．738  13．325  】6．026  †5．261  12．103  3．709  63．162   

44  大 分 県  4．946  5．5】8  24．831  1．190  36．485  †．688  6．7（】4  10．3（】8  9．090  6．455  2．240  36．485   

45  宮 嶋l■  4．丁91  5802  23．829  489  34．91l  l、252  6．810  9．412  8．906  6．6：）3  2．098  34．gll   

46  鹿児島巣  8．783  8．843  37．35t；  2．310  55．0†2  2．816  1l．859  14．259  13．218  】0．098  2．982  55．072   

47  沖Il 県  5，022  9．078  30．025  730  44．853  2．505  ＝．0二け  川．09：〉  】0，282  5．900  l，838  44．853  

流露諺  ．打開恍180  ■く」′∵1シ∵∴上欄・7く ：≡二日南西沖  †才知9，120：  う3．98丁．小2  1230二620  韓も6206■ナ  示＃．て：－こ・－ こl．057．も58ソ   ≡ナ・′、 覇960，2由さ  ，   ■ ′ 一  j‥±・㌫締  ■1′′rン 3．98丁．412   

※未使用1がマイナス△表示されている県lこついては、製剤業凝集約の関係からである。  
－19－   －18－  



（別紙1－4）  （別紙2－1）  

血液製剤の在庫状況（血液センター別）  2010／3／56：帥仙  

平成20年度各都道府県別献血者敬一覧  

単位：人  

献血者叡  
鵬  都道府県名  

年代別覿【血石B【  

血小板＃血   血賛厳血  400爪し≠血  2∝lmL鼓  合計   代一柑  20－29  30－39   40－4g  50－59  80－69  合靂十   

■  北 港 遭  ユ7．之23   1ヰ．380  ＝柑．2g5  38．895  2丁3．801   l†．02l  52．040  66．281   82．540  53．607  22．309  213．801   

2  ■ 点 ■  8．83丁   丁．†8g  3さ．63丁  8．†8J  57．61¢   4．684  ll．758  ほ．0～5   14．07丁  9．き35  Z．567  57．8J8   

3  岩 手 典    8  7．922  29．302  8．936  55．178   5．62l  1t．908  t3．462   12．06t  9．548  2．583  55．178   

l  宮 城！■    7  一用449  48．1一声4  12．058  9l．468   8．8川  25．591  23、245   19．＄15  1】．2柑  2．983  9l．468   

B  秋 ㌍ 軋  8．783   5．517  28．833  8．282  4g．395   4．687  1l．328  13．406   11．309  7．137  t．530  4g．395   

8  山 形！■  ． l．861   3．g30  23．888  8．053  40．5tO   4．3t3  8．540  10．094   9．545  6．546  t二472  40．510   

†  手■ ▲ 丑  12．581   10．951  52．63ユ  14．318  gO．521   5．0ヰ8  1丁．330  24．548   2乙750  16．開l  4．172  90．52】   
息  ・茨 城 凛  川．503   14．718  5▲．90丁  柑．207  10（】．335   7．883  】8．522  27．之98   24．ユ70  18．6ヰ4  5．838  100．335   

q  撼 太 れ    6  14．294  39．719  15．即日  81二373   】1．263  ＝．175  22．059   16．984  10．550  3．342  8l．373   

川  群 島 ■    3  13．017  44．799  11．800    ．21g  6．970  1（；．T15  ‘25．00t   ・20．032  1t．6丁5  3．826  
m  娩 玉 鳳  30．708   50．758  12之．501  44．475  248．442   22．938  51．412  68．458   55．142  38．486  18．008  24i．442   

四  羊壬 県  30．45g   39．315  122．849  40．28る  232．889   18．之19  5l．▲34  64．484   52．340  32．879  13．ヰ73  232．889   

同  1 寮 ホ  105．01l   90．7¢3  818．154  89．011  583．8⊆19   38．874  174．017  に    ‖9．Tlヰ  65．000  24．24さ  583．899   
1l  韓奈川鳳  41．150   丁9．0幻  184．989  5．301    ．533  t2．さ8†  6？．之－0      丁†．81？  44．803  17．408  310．533   

15  新 王象 県  川．Og8   18．144  52720  1】．183    ．】45  7．998  23．251  24．765   21．267  15．010  3．854  96．  145   

18  書 山 県  †」21‡   5．278  2二I．3†5  5．61tI  4†．421   2．815  8．丁51  12．210   g．55¢  8．2†9  2．010  4】．4Zl   

17  石 川 札  l0．0：〉8   6．827  30．067  8．132  52．88Z   2．839  1乙117      ほ．33丁  7．9†9  2．558  

柑  檀 丼l■  5．8l8   3．230  21．968  3．Z40  34．056   T．28t  8．599      8．992  6．398  1．873  
19  山 型 県   0   パ．500  lg．437  4．318  35．之55   3．896  7．439      8．434  4．939  】．691  

2（I  1 野 県    5  15．545  43．885  9．881  80．04¢   3．638  15．539      20．951  1之．557  ヰ．045  80．048   
2l  由仁」■ 県    9  t5．757  38．980  7．50l  丁3．S17   3．238  13．08l      18．？48  13．711  5．813  73．517   
22  Il 閉 れ  之3．5Tl   2【）．821  81．398  14．ヰ7丁  110．385   丁．587  2丁．070      3l．錮l  22．564  7．341  t48．365   

28  ヒ 訓■■  44．919   65．151  157．879  28．344  290．293   17．040  74．746      68．910  39．285  13．ヰ53  2  

24  三 暮 巣  10．875   11．812  j5．970  8丁  5る．744   †．5（；3  沌．丁81  

25  滋 曹 濃・  7．7g2   6．5ヰ3  ZT＿OtT  t018  ヰ5．370   1．706  8．852  

26  東 れ 府    9  18．之Tl  丁2＿373  1．20：〉  10g．168   5．369  27．970      之：】．736  1丁．885  a．1t；0  10g．】68   

27  大‡旺 府    ，  58．80l  252．引4  2t．887  39之．＝‖   14．130  80．692  F    95．6Z2  ¢2．247  30．163  3  

28  －  「      3  20．826  129＿923  1ヰ．008  201．028   g．018  41．451      48．348  34．052  柑．483  201．028   
29  奈 良 県    コ  ¢．885  33．739  3．384  52．319   8．043  10．81l      12．770  9．558  3．234  52．31g   

30  窮】叡山≠    7  4．07】  28．785  4．289  42l12   1．83】  ．6．938  11．】83   ‖．203  8．之21  ◆3．235  4241、z   

封  ▲ 取 ■    5  1，385  15．8J8  1．¢40  2ユー873   788  5．448  6，758   8′024  4′057  7叩  238丁：）   

32  ▼・ 損■■    9  2．513  159†8  337  24．827   8二】7  4．918  丁．】78   6．8¢0  1239  9g7  
33  田山 眞  1乙息58   ‖．125  54．988  5．†0之  84．873   3．T18  柑．383  22．6丁2   19．833  ＝．40Z  ，5．867  

34  広 島 県  27．155   1丁．413  丁3．868  5＿T18  124．154   5．419  28．592  35．560   29．837  1⊆l．丁】8  7．028  ロ  

35  山 口 札  8．用l   ¢．502  42．781  4．封柑  81、柑2   2．184  11．180      】5．117  1227く）  4．0丁2  

き庁  8卜■ 膿  まき†I   J．id2  2乙523  J34  3l．5T8   三相4  さ．50，      7．5，J  5．タ∂2  †．8（〉9  JI．引8   

37  書 川 県    0  4．754  28．951  1．0¢3  41．198   1．810  8．284      8．917  7．4童3  Z．206  

38  J■は      7  8．Z13  ヰ0．901  581    492  1．99g  13．312      川．257  10．070  3．189  

39  ；暮 知 嬢  5．12【】   3．839  20．288  ＄．55：〉    878  2．219  7．843      8．036  62eO  ユ00：l  

40  ‡lI田l■  2丁．¢74   20．985  1：〉8．849  292  に  丁80  9．46t  ヰ8．715  50．7引   4Z．578  33088  】4209  】93788   

ヰ1  佐 曽 県  5．朗2   8＿383  24．t48  212  88．285   1．602  7．54g  10．017   8．丁70  6．598  †．749  

42  暴 騰 ≠    8  8．170  39．8之7  4．引1  81．816   8．7之9  12．7Z7      15．060  】0928  29刀  61818   
43  南 本 札    5  10．000  58．】85  1．319    929  ユ．6S7  18．458  21．522   19．821  15078  4393  8Z929   

44  大 分 県    7  8．98ト  3乙494  t＿118  4†．160   乙281  9．409  13．283   11．ヰ69  8．142  Z．5！I8  47．160   

45  富l嶋 県    ¢  7．ユ49  31．189  9TO  一明．374   1．7：】4  9．625      ‖．439  8．3さ8  2．598  46．374   

ヰ8  瞳甥＝■爛      10．120  ヰ8．534  3．682  71．226   3．824   18．32l   17．197  12882  3509  712之6  

47沖縄県    ＝    1l．571  
帝洋讃梨撞   ≒霹  璽   ・こ●  

鰐   

－20－  －21－  



（別紙2－2）  

全国の赤血球の在庫状況（平成21年度）  

金  RCCLR十照射RCCLR■（換算数）       上段：RCCLRl  上段：IR－RCCLRl   

ブロック名  中段：実在庫下段：過不足数・対過不足率  中段：RCCLR2  中段：IR一尺CCLR2  

過不足率   下段：RCCLR（換算数）  下段：照射RCCLR（換算数）  

適正在庫数   A   ○   B  AB  計  0  B  AB  計  A  （⊃  B  AB  計   
北海道ブロック  1．570  1．370  1，010  550  4，500   19  芦6  6  8  

119％  54   

4，500   82  113  379  853  蓬   
107％   106％   138％   

宮 城ブロック   1．710  1．530  1，040  500  4．780   2  4  2  9  

53   

4，780   307  660  221  

118X   143％   121％   
130％   28   13   10    ・′ま、≦毒′有言右蛋、・  

東 京ブロック  6，890  207  200  146  103  656  831  588  478  257  2．154   

慧離二′ツ   
18．810   5．906  、ノ、て閣琵  琵琶  ‾紀柁醤だ近 i∽．＿℃  蕪…妻二・・′一●  ≧′；：  璧望鼠  髄  鎧′・≒一・  －・，   

186％   

愛 知ブロック  3，490  24  

配色萄鮭  
9，055   2．896  帯●  遮揺・  禦翌笠  璧覧  ご一三・′J・・  篭・ 

183％   

大 阪ブロック  4，160  27  26  30   15  98  236  176  156  90  658   

224  1．171  2．678  2．013  1．784  874  7．349  

10，880   2．247  
154％   

轟離没頭   

岡 山t7ロック  2．299  2   3   2   3  10  137  117  132  78  464   

58   

5，900   1，642  990  

171％   158％   
汀㌻■肯ハー刈■∴   

福 岡ブロック   2，877   2，162  4  5  5  15  

架設進運二   66   439   

7，240   672  

126％   131％  251％  222％  ＊＊  
120   138   115   

合計  284  286  210  147  g27  2．102  l．604  1．31l  704  5．721  
160％                       ●＝  ・● …●  激滋  ● ●  箪垂触   3．158  

61，165   13，856  
160％   

萱－…≧義孝挙・章・誓   

（別紙3）  

※全血製剤の供給は少量のため、グラフ上に表示されません。   



（別紙4）  

年度別赤血球在庫の推移（全国集計）  
ー■  平成19年度  

一 平成別年度  

十平成21年俊  
一 過正在庫（Gl，165u）  

－注意制水準（7略）  
－ 管積水準（6略）  

97．丁70u（3／5現在）  

＿ ■州■ノ  

しハ、′ ヽ  ′ヽ  J  

′  し′  

4月  5月    6月  一月  8月  9月  10月  11月  12月  1ノF    2月  3月  

別紙5  
平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  脚  

体的対策（畢旨冬  掛こ≡≡孝   平成22年度目環（数値ト  

ティーンズドナー献血キャンペーン  全道の中学生から20代の若年層   協力者数 2，000名以上   

2   サタデー・テーリング  小学生、特に高学年に献血の重要性を啓蒙する  時期 4月～9月まで参加者 2．500名以上   

3   サマー献血キャンペーン  10～20代を中心とした若者   全道 800名 以上   

4   施設見学や総合的な学習等の受入  学年（小ヰ・高・短大・大学）幅広く啓発を図る  参加者 300名以上   

5   血小破成分献血協力団体への研修会  大学サークルを主として団体献血（複数人教材血者）の   協力者数3，000名以上   
継綴的な協力体lを講稟する  

（∋献血協賛企業推進対策  

具体的対東（頑骨釦 対㍉涛ト 平戌22年鹿自凛（薮値） 

1  新規献血車某所の開拓・確保  
献血実施していない事業所や献血会場周辺企業        現在、事業所が減少している状況Ⅵまあるが  
室／n改善ま宙h  目  棲10～15社  

2  待機型企業・団体の確保  
槙縮小の為、献血協力 の状況で献血できない    できなくなうた企業・団体。名主車ス 事業所 

．年一回乗施事業所への要  

3  事業所・団体等の研修会実施  献血の重要性と400mL・成分献血の啓発、強化        道内各センター100社  

4  成分献血協力団休・企業の啓発  待機型企業・団体および少人数の企業・団体        現状 30社  目標 40社   

③複数回献血者確保対策  

異体鱒辣軍（項目革）  車成22年鹿白線（数値） 

1  ハガキ・電話要請の強化  前回採申から期間が開いている献血者  
400mL・血小板成分献血者応諾者赦（実協力者数）3．000  
名以上   

2  複数回献血クラブの運営  複数回献血者会員ヘメ←ルによる啓蒙  年度会員 3．000名   

3  献血処遇晶の変更  献血者のニーズに合わせた処遇・一年間で2回の品物 雷    新たに1，500名以上の複数回献血者を確保  

4  献血フォーラムの実施 複数回献血者牟員への啓蒙  参加動員 250名   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  青森県未＋辛血液センター  

具体的鱒畢（噴自名）   対象   平成22年度目標（数値）   

ロ  はがきtメールによる献血依頬   18～29歳の400mL献血可能者  献血者数17．000人以上   

2  セミナー開催   短大・大学生   6回開催 参加100人以上   

成人式会場においてチラシを配布し、新  会場においてチラシの配布1．500枚   
3   規及び若年層の確保   

4  学校献血において学生ボランティアの呼   大学生   1．300人以上の献血者確保   
ぴかけ  

②献血協賛企業推進対策   

具体的対森（項目義）   亘∴二象‥∴   平成22年度目標（数値）   

口  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾数（実協力者）1．100人以上   

2  はがきによる献血依頼   前回採血から一定期間未献血者  応諾数（実協力者）3，000人以上   

3  チラシによる複数回クラブ会員募集   ルームリ〈スにきた方   会員総数4．600人以上   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応    じ様式を追加）   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  岩手県赤十字血液センター  

具休的対策（海自峯）   称象   平成22年度目標（数値）   

ロ  高校生への普及啓発   高校生（主に高校3年生）   協力者数2．900人以上   

2  大学・専門学校での献血実施   短大・大学・専門学校   協力者数4．200人以上  

3  親と子の血液センター見学会   小学生と保護者   参加者数350人以上   

4  セミナー開催   高校生・短大生・大学生・専門学校生  2回以上開催、参加者数200人以上   

（∋献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

三溝体軽率寮碑纏） 対‘十 平嘩孝享年車日割怒碗 

u  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾音数（実協力者数）500人以上   

2  はがきによる献血依頼   前回・前々回の坪血場所で協力いただ  
l，＼つL   

3  封書による献血依頼   全血・成分献血登録者   応諾音数（実協力者数）2、500人以上   

メ⊥ルによる情報配信   複数回献血クラブ会員   複数回献血クラブ会員1，700人以上  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的捨置   

①若年層献血者確保対策  宮城県東十年血液センター  

車体担村剰喚声皐） 対≧＝象 昭2鱒（醒埠） 

口  はがき   こよ阜献血のお礼状送付  16～29歳の献血初回者  献血再来者数200人以上   

2  lょがき   こよる400mし献血依頼  18～29歳の400mL献血可能者  献血再来者数150人以上   

3  献血実 増やす   績の高い大学、専門学校への配車を     大学生、専門学校生  
2回開催 延献血者数100人   

4  新規献血者紹介強化（4～6月）  大学生、専門学校延べ25校  25回開催■献血者数250人   

②献血協賛企業推進対策   

（∋複数回献血者確保対策  

演題㊥村酌湊宮軒 乳∴二ニー針 ヰ戌22年卑自：療（顛値） 

ロ  メールlこよる献血要請   複数回献血クラブ会員   献血応諾率10％以上 

2  はがきによる献血要請   前回採血から一定期間未献血者   応諾音数（実協力者数）7，000人以上   

3  封書による複数回会員登録依頼   献血依頼対象者    、ノ   会員登録者数 8．000人以上   

4  献血会場での複数回献血クラブ会早   全献血者   会員登録者数 8．000人以上   
登録強化  
④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

唯   具体的申衰（痩自勧 対象   ヰ成22年度目梼（数値）   

口  休日の街頭献血を増やす  宮城県全体の献血者  配車割合33．5％   

2  休日に実施可能な事業所の開拓  県内各企業  3事業所   

3  はがきによる会員登録の案内  献血依稜対象者  総会員登録者数 8，000人以上   

4  メールによる成分献血予約の案内  複数回献血クラブ会員  成分献血予約 1，200人以上   

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  秋田県禾十字血液センター  

車体的対策（額亘皐）  対革 2年度目鱒（数値）  

献血講話  高校や大学   5校  

ハガキによる献血依頬  16才から29才を対象に400献血成分献血の依板  2万枚  

キャンペーンの実施  16才から29才を対象のキャンペーン   6回   

②献血協賛企業推進対策   

早体的革帯（項目名） 対≡三象   平厚軍2年卑目琴（鱒嘩） 

はがきでの献血依頼  年間一回の献血協力者に対し依棟  

オリジナルパンフレットの作成  情報誌「ビエノ」の作成  1万5千部  

メールによる献血依頼  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  山形県赤十字血液センター  

具体的対策（項目名）   対象   平鹿22年度自療（数値）   

口  出前講座の実施   小ヰ・高・大・各学校生   12回   

2  高校献血の実施   県内の高校生   50校   

3  施設見学   小学生・高校生   各1回（宮城センター見学）   

4  東北フロック学生キャンペーン実施   若年層一般   3回   

②献血協賛企業推進対策   

No 具体的対策（痕目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

口  広報紙（市・町報紙）での新規協力団体募集  小規模（100人以下）の事業所  新規団体5団体   

2  ライオンズクラブ内会員の新規事業所勧 妻呑  小規模（100人以下）の事業所  新規団体5団体   

3  訪問による新規団体勧誘   献血未実施事業所   新規団体5団体   

③複数回献血者確保対策   

④その他の具体的対策  （①～③以外の独自の対策  を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

恥 具体鱒対奉（東国名） 対 象   平鱒22年度目鱒（鱒嘩） 

ロ  行政窓口担当者の研修   市町村担当者   全管内実施   

2  渉外活動の強化   献血実施団体及び近隣事業所  全献血実施場所   

3  街頭・住民献血への葉書依頼   400献血対象者   18000通／年   

4  街頭・住民献血へのメール依桓   400献血対象者   18000通／年   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  福島県泰＋字血液センター  

具体的対策（項自各） 対∵象  平成22年度目環（数値）   

l  青少年献血ふれあい事業開催   小、中、高校生   年3回以上実施100人以上   

2  若年者献血セミナー開催 高校、大学、専門学校生   5回開催参加者300以上   

学生ボランティアと連携したイベント献血の  8月・12月に実施、1稼働50人以上   
3   実施（サマー献血、クリスマス献血等）   
4  大学献血への増車   大学生   毎月1回の配車、1稼働50人以上   

（∋献血協賛企業推進対策  

事体的対策（項目名） 主；二：濠 平戌22年度目樗（致噂）   

ロ  新規献血協力企業の確保   献血協力事業所の見直しを効率化を図る  20社以上   

2  休眠献血団体・企業への働きかけ   現在休眠献血車某所の過去における実績  
を検討し、今後の献血協力を依頼する   

3   優良企業・団休の年複数回の献血実施  優良事業所の献血実施時期を検討し、年  
問における運行回数の見直しを図る   

4 優良企業・団体への配車台数の増車  優良事業所の献血実績を検討し、鮮血実  
施時における運行台数の見直しを図る   

（∋複数回献血者確保対策  

α  具体的対策（琴早名） 対1ごト象 平成22年鹿骨標（数値）   

ロ  メールによる協力要請  複数回献血クラブ会員  応諾数10qO人以上   

2  ハガキ▲電話による要請  前回400mL献血経験者  応諾数1000人以上   

田  会員募集用リーフレットの作成  400mL献血者と成分献血者  60000枚配布予定  



④その他の具休的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

凍体的対衰（白 針∴象 平成2強度目標（薮値） 

口  登録成分要請ダイレクトMの発送  成分献血未経験者で可能者   固定施設で500人確保する   

2  複数回成分献血者の確保（成分献血キヤ ペ 固定施設で年間5qO人を定期化を依頬する   
ン→ン等の実施）  
3  原料血祭確保のための成分献血確保   55歳以上の成分献血経験者   固定施設で200以上とする   

ルームの献血者確保（ルーム限定イベント  1日平均50名を確保   
4．   等に実施）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  茨城県赤十字血液センター  

兵体吋知和額名） 計こ身 平成22年度目嶺（数値）   

l  セミナー等の開催   高校・短大・大学生   3回…5回実施   

2  若年層キャンペーンの実施   高校・短大・大学生   2回γ3回実施 参加者500名 献血者150名   

3  夏休み親子教室の実施 小学生   3回～5回実施   

②献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

年的策（頬白各巨  対ノこ・；＝象  車庫≠強度目嶺（鱒嘩）   

口  メール仁よる献血要請   複数回献血クラブの登録者   応諾音数 5．000名   

2  ハガキヒよる献血依頼   献血可能者   応諾率 20％   

3  企業及び団体の年間実施回数の増加  年1回～2回実施の事業所及び団体   5～10ケ所   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  栃大県木十字血液センター  

ぬ   具体的対策（項声名）   対 象  平成22年度目操（数値）   

l  高等学校献血の実施   16～18歳の高校生   協力者8，000人以上   

田  大学・短大・専門学校等献血の実施  18～22歳の学生   協力者8，000人以上   

3  青少年等献血ふれあい事業■若年者献血セミナーの開催  小中高生から30代未満の若年者  

②献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

Nα   具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）500人   

はがきによる献血依根   前回献血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）500人   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

．   車体的如東（東自適） 対＝象 平鹿22毎度目標（数値）   

ハガキ・メールによる献血依頼   400m憶た血可能者   上記（∋複数回献血者確保対策に含む。   

2  400m情夫血推進キャンペーン   400血l献血可能者   全血400ml献血比率76．0％   

3  高等学校献血における400mt推進   400ml献血可能者   高等学校献血時の400ml献血率今年度比3％増   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  群馬県 赤十字血 液センタて  

・ 体的対奉（額弓釦 対‡∴∴象   平成22年  度巨標（数値）   

口  夏休み親子休験教室   小学生・中学生   50名  

サッカーJ2ザスパ草津・三洋電機ワイルド  500名以上  
2．   ナイツと連携し献血PR活動の実施   

3  献血セミナーの開催   専門学校・短大・大学生り卜中学生  2回開催 参加者  1000人   

学生献血ボランティアによるイベントの実  500名以上  

4   施（クリスマス献血・サマー献血等）   

（訂献血協賛企業推進対策  

（9複数回献血者確保対策  

周年対策碑単車） 対十重   平成22年車目標（数値）   

ロ  はがきによる献血依頼  前回採血から一定期間未献血者  応諾者数（実協力者数）12000人以上   

2  メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）2000人以上   

リラクゼーションの実施（健康相談）  メール会員   
3  

2月22日～3月19日の平目で実施（平  
均50人以上）  



平成22年度献血こより受■入れる血液の目榛量を確保するために必要と思われる具休的措直   

①若年層献血者確保対策  捺玉県赤十字血液センター  

奉凍的率韓碑輯i ＝※泉 ．  盲iミ ≡ ■＝ ぅ・≡   

口  献血出前   塵  ′ト学生、中学生、高校生、その他学生  参加者3，000人   

2  親子ふれあい献血キャンペーン  幼児、児童と父親、母親   子供達の参加400人   

3  献血フオ⊥ラム  若年層   参加者500人   

4  入学おめでとう献血啓発カード  新高校1年生 高校1年生67．000人   

5  卒業献血キャシベーン  高校曳年生 参加者500人   

6 若年層   3会場で500名の献血協力   

7  県・市町村・血液センター3者による高校 訪問     献血未実施高疲   高校生献血14J叩0人   

（a献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対革  

草体鱒鱒郵寧日串）  対象 平成軍2年度目操（数嘩） 

l  メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員 会員数30．qOO人   

2  八ガキによる献血依頼  献血要請依頬可能者  
（前回採血から一定期間未献血者）  

応諾書20．000人以上   

3  県・市町村・血液センター3者の企業訪問      年1回実施の企業および団体  10団体   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

早年鱒野草坤芦冬） 対：象 平成22年度目標（数値）   

l  400mし献血者増加のための推進用資材 の  400mL献血可能者に配布  
①400mL献血の基準を満たしている方の98％以上力  

作成  
ら400mし献血をいただく。  

（∋400mL献血比率を80％とする。   

葉書等にて60歳～64歳の間に献血未実  
2   施の方に、400mL献血協力を依頼し、  1000名の400mL献血者増   
69歳までの献血再来推進   

、‾‾ ‾  ■‾1■   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  千糊二  

旭 l真確約対策（即釦   対 象   平成22年度目標（数値）   

新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施及び献血協力企業、会場周辺  
企業など   

田  臨時献血要請可能な企業の確保   通常献血に加え臨時に献血依板可能な企  
堂   

3複数回献血者確保対策   

具体的対策（目名）   対 象   平成22年摩目標（数値）   

l  メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾音数 延べ   900人   

2  はがきによる献血依頼   前回献血から一定期間未献血者   応諾音数 延べ 25，000人   

3  メールによる情報配信   複数回献血クラブ会員   年6回以上   

4  新規複数回献血クラブ会員募集  
士．．ゎ、ノペー、ノ   

血者   新規会員数  乙000人   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  京都 赤十字血液センター  

二   草体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目操（数値）   

口  ラクロス献血協力者に対する複数回依頼  短大・大学生   700人対象   

2  大学・短大献血の増回・増班   大学・短期大学生   大学献血の稼動日数を延べ15日増加   

3  新採血基準を見据えた高校献血の実施  高校   献血団体として5団体増加   

4  グループ献血、ペア献血   16歳以上の学生   約25．000人   

5  はがきによる献血依額   18～29歳の400mL献血可能者   協力者数20．000人以上   

6  環境整備及びイベントの実施   16～29歳の献血者   
環境整備後の固定施設を中心とし、各施設等において  
協力対象者を3％増加   

（∋献血協賛企業推進対策  

兵体対昭早名）   ☆二・頂上   平成22年度目標（数値）   

口  新規献血団体の確保（ライオンズクラブとの連   献血未実施団体   
挨等）  

50団体   

2  新規協力企業の確保   献血会場周辺の新規協力企業   50団休   

50団体   

3  掘起し・増回企業・団体の確保（ライオンズク ラブとの連携筈）  献血中断・年1回実施の企業・団休  

（∋複数回献血者確保対策   

｝   轟体時平郵項目名）   対象  平成22年廣目標（数値）   

口  400m働血サポーター募集   原則通年・400ml献血した献血者の再来を勧奨する。  400m牒血者の60％を目標   

2  メールによる献血要請   複数回献血クラブ（携帯メールクラブ）会員   応諾書数（実協力者数）40▲000人以上   

3  はがきによる献血依頼（全血・成分）   前回献血ルームでの献血から一定期間未献血者   応諾音数（実協力者数）30，000人以上   

4  はがき1；よる献血依頼（渉外支援）   前回同移動採血会場に畢所した献血者への依板   応諾音数（実協力者数）42，000人以上  



④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  神奈川県東＋辛血液センター  

17才からの400mL鮮血の実施について国会承認が降り次  
口  17才からの400mL献血キャンペーン   牢内高等学校の17才以上の男子生徒を中 心に血る 高校献を実施す。  若年層の献血協力峯が向上する   
中・高生の献血協力率の向上を図るため、血  県を通じ、県下の中学校及び高等学校に募  
2     集を呼びか実施する。   平日に10回実施する   
をする。  
当センターでは」リーグ横浜Fマリノスの支援を  県民はもとより、横浜トマリのフアンやサボー  横浜F・マリノスのエンブレムで装飾した天幕を、マリノスのホー  

いただき、ホームタウンの横浜市内で行われ  ターの中でも特に若年層を対象とする。   ムタウンである横浜市内の街頭献血会場に設置することによ  
る献血会場に赤十字と球団のキンプレムを配  り、若年献血者の確保をはかる。   

3                 した天幕を設置し、球団旗で装飾をしたり、献  
血協力者には選手のサイン色紙や各種グッ  
ズを記念品として提供いただく等、球団と共  
同してPR活動を実施する。  

横浜駅東口献血ルームでは、Jリーグ横浜F  
マリノスに支援をいただき、ルーム内に選手の  

讐芳㍊㌫窟諾臥若年層のサボ‾タ‾  
サイン入りユニホームを展示したり、ルームの  

●   

4     入口やルーム内をマスコットキャラクターのス  同上 

テツカー等で装飾することにより、フアンやサ  
ポーターの献血への協力を募る。   

横浜F・マリノスのホームでの試合開催や、フアン感謝デー等  
Jリーグ横浜F・マリノスの公式戦やフアン感謝  甲イベント開催時に配車。（平成21年度実績1回）   
デ【等に移動採血車を配車し、球団エンプレ  
ムを配した天幕を球団旗等装飾するほか、マ  

5     リノスのマスコットキャラクターとけんけつちゃ  
同上  

んによる広報応接を行い、フアンやサボー  
ターの献血への協力を募る。  

県民はもとより、川崎フロンターレのフアンやサ  川崎フロンターレのエンブレムで装飾した天幕をフロンターレの  
当センターでは」リーグ川崎フロンターレに支  
援をいただき、■ホームタウンの川崎市内で行  
われる献血会場に赤十字と球団のエンプレ  

り、若年献血者の確保をはかる。   

6     ムを配した天幕を設置し、球団旗で装飾をし  
たり、献血協力者には選手のブロマイド等各  
種グッズを記念品として提供いただく等、球団  
と共同してPR活動を実施する。  

1   



かわさき献血ルームでは、Jリーグ川崎フロン  
川崎フロンターレのチームカラーで装飾し、若年層のサボー  

ターレに支援をいただき、ルーム内に選手の  
ターやフアンの献血者の確保をはかる。   

サイン入リユニホuムを展示したり、ルームの  
7     入口やルーム内をマスコットキャラクターのス  同上  

テツカー等で装飾することにより、フアンやサ  
ポ」ターの献血への協力を募る。  

川崎フロンターレのホームでの試合開催や、フアン感謝デー等  
Jリーグ川崎フロンターレの公式戦やフアン感  のイベント開催時に配車。   
謝デー等に移動採血車を配車し、球団エン  
プレムを配した天幕を球団旗等で装飾するほ  

8     か、フロンターレのマスコットキャラクターとけ  同上  

んけつちやんによる広報応接を行い、フアンや  
サポーターの献血への協力を募る。  

当センターでは」リーグ湘南ベルマーレに支  県民はもとより、湘南ベルマーレのフアンやサ  湘南ベルマーレのエンブレムで装飾した天幕をベルマーレの  
援をいただき、ホームタウンの平塚市を中心  ポ岬夕鵬の中でも特に若年層を対象とする。  ホームタウンである湘南地域の献血会場に設置することによ  

に湘南地区で行われる献血会場に赤十字と  り、若年献血者の確保をはかる。   
球団のエンブレムを配した天幕を設置し、球  

9                  団旗で装飾をしたり、献血協力者には選手の  
サイン色紙や各種グッズを記念品として提供  
いただく等、球団と共同してPR活動を実施す  
る。  

藤沢献血ルームでは、Jリーグ湘南ベルマー  湘南ベルマーレのチームカラーで装飾し、若年層のサボ“  

レの支援をいただき、ル【ム内に選手のサイ  ターやフアンの献血者の確保をはかる。   

ン入りユニホームを展示したり、ルームの入  
10     口やルーム内をマスコットキャラクターのス  

同上  

テツカー等で装飾することにより、フアンやサ  
ポーターの献血への協力を募る。  

湘南ベルマーレのホームでの試合開催や、フアン感謝デ【等  
Jリーグ湘南ベルマーレの公式戦やフアン感  のイベント開催時に配車。   
謝デー等に移動採血車を配車し、球団エン  

皿    プレムを配した天幕を球団旗等で装飾するほ  
か、ベルマーレのマスコットキャラクターとけん  同上  

けつちやんによる広報応援を‘行い、フアンや 
サボ一夕】の献血への協力を募る。  

－
阜
N
－
 
 

当センターではプロ野球横浜ベイスターズに  県民はもとより、横浜ベイスターズのフアンや  横浜ベイスターズのエンブレムで装飾した天幕を、ホームタウ  
支援をいただき、ホームタウンの横浜関内駅  サポーターの中でも特に若年層を対象とす  ンである横浜関内駅周辺の献血会場に設置することにより、  
周辺や桜木町駅周辺で行われる献血会場に  る。   若年層の献血者の確保をはかる。（平成21年度配車実績16  

12                       赤十字と球団のエンブレムを配した天幕を設  回）   

置し、球団旗で装飾をしたり、献血協力者に  
は選手のサイン色紙や公式試合球等のグッ  
ズを記念品として提供いただ〈等、球団と共  
同してPR活動を実施する（  

横浜駅西口献血ル…ムでは、横浜ベイス   横浜ベイスターズのチームカラーで装飾し、若年層のサボー  
タTズに支援をいただき、ルーム内に選手の  ターやフアンの献血者の確保をはかる。   
サイン入りユニホームやワールドベースボー  

ルクラシックに日本代表として参加した村田  
13  同上  
阜を展示したり、ルームの入口には村田、内  
川両選手の等身大ポスターやマスコットキヤ  
ラクタ「のステッカー等で装飾しフアンやサ  
ポーターの献血への協力を募る。  

プロ野球横浜ベイスターズの公式戦やフアン   ホームでの試合開催や、フアン感謝デー等のイベント開催時に  
感謝デー等に移動採血車を配車し、球団エ  配車。（平成21年度配車実績1回、2台、400mし献血者132  
ンプレムを配した天幕を球団旗等で装飾する  名）   

ほか、献血協力者には選手のサイン色紙や  
14  
し提供いただき配布する。また、ベイスターズ  同上  
のマスコットキャラクターやチアガール「ディ  

アーナ」とけんけつちやんによる広報応援を行  
い、フアンやサポーターの献血への協力を募  
る。  

夏休み期間1回10名で40回400名（平成21年虔参加実績  
将来の献血協力者である小学生と保護者の 方々に血液について知識や献血について  

田   の 理解を深めるたの「小生夏休み子  
ゆ学親献 血教室」を開催する 

。   

「献血の絵ポスター展」を開催するため、県下  
県内の小・中学校200校からの応募。（平成20年度参加実績  

の小・中学校に作品を制作を依頼すると伴 に 
169校、平成21年度参加実績195校）  

16    、優秀・作品を掲載したカレンダーを作成し、 作品を出してくれた児童 
・生徒や街頭や企業  

で献血に協力いただいた方へ配布する。   
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毎週火曜日14時からの当センターが提供し   若年層の現聴率が関東近県では一番甲FMヨコハマを活用  

ている」地元FM放送局「FMヨコハマ」の番組  し、血液が不足したときなどに献血への協力を呼掛け、血液の  
17    一般県民・高校生・大学生のリスナー           を活用し、夢考様からの「ありがとう」のメッ  安定供給を図る。   
セージの放送や献血に関する情報等を放送  
する。  

大学生（ボランティアクラブサークル）・社会  ‖月開催予定、参加大学校柑校（平成21年度実績14大学  
大学献血に原力をいただいている県内の各 大学の生ボランテアを川の  
学ィ神奈観光名  

18．    所である「横浜みなとみらい」地区のイベント 会場に集め 
、ボランティア活動としての献血を  

県民にアピールする「第7回ポーランティアフエ  

ステイ／くル（ポラフエスタ）」を開催する。  

第7回ボランティアフェステイ／くル（ボラフェス  大学生10．000人（平成21年慶大学献血実績：大学32大学  

タ）に参加してくれた大学隼を核とし、自校で  174回、6．655人）   

19    の献血実施時には学内での広報応援をお願  
いし、献血未実施大学では大学内献血の実  
施に向けて協力を依頼する。   

（訃献血協賛企業推進対策  

・ヾ】ゝ 予 凍壊2セ年度巨療（車値仁   

都市圏では1つの集合ビルに、テナント企業が  
口   数社入っているので、集合ビルでの献血を実  新規法人100社   
施する。   

現在献血に協力をいただいている企業や団  
グルー・プ企業   

2   体等からのグループ企業等新規企業の紹介  2b社   

してもらう。  

県内には工業団地が76団地あるが、献血に  
協力をいただけていない工業団地もある。そ  

3    こで、エ集団地の組合を通じ、課名企業の  2回程度   

方々に集まっていただき献血への協力を呼び  
掛けるための推進会議を開催する。   

横浜みなと未来地区へ移転予定の日産、日  
4  大規模開発地区への移転予定企業の開拓   立、ゼロックスなどの企業   1d社   

「献血協力団体一覧」を年度毎に作成し、協  
5   力をし）ただいた企業や団体に配布する。   

ライオンズクラブや口Tタリークラフ等の献血  

6   推進団体の会合に出席し、地域に根付いた  20団体（平成21年度実績12回）   
献血推進活動への協力を依頼する。 

7  新規企業の複数回献血へのアブ白－チ  新規献血協力企業・団体の参加を求める  企業・団体総数を880社にする。   

（∋複数回献血者確保対策  

薄掛軸嘩（頑強トニ豆． ≡…≡秦 草薮21軽度自⑯恕齢 

口  神奈川県内で献血登録をしている方への献 血メ 
ールクラブ会員募集葉書の送付   70．000人の依板に対し年間会員登録予定7．000人以上   

2  新規に登録をいただいた全血登録者への複  
数回献血協力依輯ハガキの送付   新規全血（400mL）登録者   年間応諾予定 3，000人以上   

血液製剤の安定確保のために、献血登録者  依頬期間内に献血実施予定の街頭献血会   
3      42．000人の依秩に対し年間応諾予定 5．000人以上   ↑街頭献血でのご協力をお厭いするハガキ  場を採血希望瘍所に指定（登録）している方  
の送付   で、全血献血（400mL）登録者   

血液製剤の安定確保のために、献血登録者  献血実施予定の企業・団体に所属している   
4      40，000人の依頼に対し年間応諾予定16．000人以上   へ企業献血セのご協力をお願いするハガキ  方で（採血希望場所に指定している方）、全  
の送付  血献血（400mL）登録者   

5  突発的な血液不足時に電話による協力依頼  血小板・全血献血（400mL）登録者   4，000人の依矧こ対し年間応諾予定 2，000人以上   

6  献血メールクラブ会員への献血要請（主に緊  血小板■全血献血（400mL）登録者のメール  20，000人の依板に対し年間応諾予定 2，000人以上   急確保が必要な場合）  クラブ員   

7  複数回献血協力者確保用ポイントカードの作 成（ドナーズカ 

ード）   

年間80．000人を目標   

平日の成分献血者確保、及び複数回献血  
8   協力者確保用ポイントカードの作成（ウイーク  平日の平均受入人数を5人程度の増加   
デ「カード）   

全血献血を主体としている、鱒剰順運転  

g  複数回献血協力者確保用敵血再兵力ードの   免許試験場内設置の献血ル⊥ムでの   年間献血目標の23．000人に依頬  
発行   400mし献血者を成分献血主体の神奈川県  

内の献血ルームヘの誘導   

書  「で∵ 覇l   



④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

No二   兵体的対葦（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

サッカー教室（横浜Ftマリノス、川崎フロン  
各会場1教室10人程度で1回につき幼児1教室、小学生6教  

口   ターレ、湘南ベルマーレの協力で児童が練習  
室の午前・午後各1回、計500人   

中た保護者対象の献血実施）   

2  新規献血メールクラブ会員の募集   献血協力者全員   随時対応   

3  成分献血キャンペーン ハガキ依頼   
成分献血登録者   年間 80，000人の依頼  

（血小板及び原料血祭の確保）  20．000人の確保   

4  年末年始対策ハガキ依頼（12／23～1／10）  全血及び成分献血登録者   年間26．000人の依頬   
4．000人の確保   

5  新規献血者確保キャンペーン   全血協力者（年2回）   1回2，000人で年2回けい4．000人   

6  ゴールデンウイーク対策葉書依頼（4／29～  全血協力者   10．000人の依頼  
5／6）  2．000人の確保   

7  血小板型別不足による平日献血依頼   成分献曲登録者   随時対応   

8  神奈川県では、県とタイアップし、年2回春と 秋に「かながわ献血キャンペ 
ーン」を実施   

年2回（春二4／1～5／31、秋：10／15㌻11／30）   

県内には自衛隊の基地等関連施設が17箇  

所あり、血液製剤の安定確保には欠かせな  
9    い協力団体であるため、各自衛隊の献血へ  

の更なる理解と協力を得るため、自衛隊献血  
連絡会議を開催する。   

血液事業の現状と配車計画についての市町  

10   村の理解と協力を維持するため、保健福祉  保健福祉事務所及び市町村血液事業担当  年1回   事務所及び市町村血液事業担当者会議を  
者及びその上司。   

開催する。  

皿  神奈川オリジナルけんけつちやん着ぐるみ人  
形による献血ルーム等での広報   一般県民   随時対応   

平成22年度献血により受入れる血液の冨標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

（D若年層献血者確保対策  新烹県東＋字血液センター  

具体由対策す奉） 対＝＋卑 平成22年壌目嘩（致値）   

口  高校での献血の実施   高校生   8校   

2  献血普及講演会の実施   大学生、専門学校生、高校生   12校   

3  献血ルーム見学会の実施   大学生、専門学校生、高校生   10校   

5校   4  学生ボランティアの献血推進活動への参 ｛∩  大学生、専門学校生、高校生  
5  若年層向けリーフレットの作成   若年層   60，000部   

（訂献血協賛企業推進対策  

鶉 ∴象 車種＝2年度目渾（単極） 

l  新規献血協力事業所・団体の開拓   県内の事業所・団体  10社   

2  年2回以上実施する協力事業所の確保  県内の事業所・団体   10社   

3  新聞への献血実施お礼広告の掲載  献血協力事業所・団体   6月に掲載予定   

（∋複数回献血者確保対策  

：、ン；：′：  平成22年度目標（数嘩） 

l  複数回献血クラブ会員への献血要請      複数回献血クラブ会員  会員数500名以上   

2  はがきによる献血要   詞 日  ルームで6ケ月以上の休8民献血者  応諾者1．500名以上   

3  定例献血会場での複数回協力者確保  会場周辺地域の献血者  複数回協力者500名以上   

④その他の具体的対策（①～（9以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

目標（数値）  

献血の普及啓発、新規献血者の確保  献血PRイベントの実施  県民を対象に県内FMラジオ局の公開録音を年2回実施   

献血の普及啓発、新規献血者の確保  ラジオとタイアップした献血推進キヤン  県内FMラジオ局   

協力者の底上げ、血液不足時の献血者確保  献血ルームにおける献血者確保キヤン  県内3ケ所の献血ルーム   

血液在庫状況の周知、献血者の確保  県内ラジオ局で遇1回60秒程麿の献血情報を放送する   定期的（週1回）な献血情報の提供  

00名以上   こ献Im協ナIカード  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確廃するために必衰と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  官山県未＋辛血液センター  

畢捧的率碑） 照．言泰 平成22年虔個療（数値ト  

ハガキによる献血依頼   18～29歳の400m．L献血可能者  年間献血協力者数15．000人  

献血セミナーの開催   短大生、専門学校生、大学生   年間4回実施（200名程参加）  

若年層への献血啓発   小学生、中学生等   年間500名程度参加  

学生献血ボランティアと連携したイベントの実一  
施（サマー献血、クリスマス献血）   

300名の献血協力者を確保   

（∋献血協賛企業推進対策   

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  石川県兼＋辛血液センタ∵  

罠体杓穀寮自ト  ヰ鱒22年喪自標て数値） 

ロ  献血ポスターの募集  中学生   30校300点   

2  献血セミナー開催  大学生   70人   

3  学園簸での普及啓発  大学・短大・専門学校  5校   

4  夏休みセンター見学会  小学生・保護者   4回開催   

（訂献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

皐鍵担村衰嬢亘朝＝凍   瓢≡※象 ヰ壊2時庭目榛（数庫） 

1  キヤンペ⊥による会員募集   未登録の献血者  500人確保   

2  メールによる献血要請   複数回クラブ会員  応諾者数100人以上   

3  はがきによる献血要請   年1画の献血者   応諾音数500人以上   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  福♯県木＋字血液センタニ  

No．   具体的対策（項目名）   対∵∴象   平成22年度目標（数値）   

口  短大・大学：学内献血の増加   
学生、教員   

短大、専門学校年間1回以上  
いっしょに献血キャンペーン  大学年間2回～4回   

2  学生献血推進連盟との連携強化   学生 キャンペーン実施（年間5回）   

3  血液センター見学   小学生以上、関係者   年間10回程度   

4  若年層献血推進用パンフ、ポスターの作 砧  小中学生、関係者   
ポスター：県内全小中学校へ配布   

②献血協賛企業推進対策   

No．   具体的対策（項目名） 対 象   平成22■年度目標（数値）   

ロ  新規献血団体の開拓   献血未実施、休眠中および会場周辺企業団休  5社（団体）   

2  緊急要請可能企業、団体の開拓   血液センター周辺企業団体   5社（団体）   

3  ライオンズC、ロータリーCとの連携強化  県内全LC（28）RC＝新規開拓   LC：28巨B体 RC：3団体   

3複数回献血者確保対策   

No＿   具体的対衰（項自名） 対 象   平成22年度目標（数値）   

ロ  キャンペーン実施（新規課員募集含む）  クラブ会員、献血者   イベント企画（年間2回）、新規課員500人   

2  メール・ハガキ依頼の活用   クラブ会員、献血者   メール：年間20回・1．500人へ依頼  
ハガキ：年間応諾率30％（21年実績25．8％）   

3  初回献血者：サンクスキヤンペ「ン （お礼状や血液の現状等のお知らせ）  年間初回献血者（約3．000人） 初回献血者の50％を複数回協力者へ   

4  400mL献血リピートキャンペーン   400mL献血者   年2回以上：400m」献血者の40％   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

山0 具体的対衰（痩目名）   対象   平成22年度目標（数値）   

l  母休限定キャンペーン実施   献血者   1日平均35人以上   

2  午前中のPC確保強化   血小板成分献血可能者   採血依頼数の完全確保（午前中に60％確保）   

3  市町村職員送迎：血小板成分献血   市町村職員   年間30回（1回当り5～6人）   

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  県東＋辛血液センター  

軋   具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

l  高校献血の全校実施   4qOmL献血可能者   協力者数1．000人以上   

2  短大・大学献血の実施   400mL献血可能者   協力者数1，200人以上   

3  セミナー開催   高校・短大・大学生   3回開催 参加200人   

4  若年献血者用パンフレットの作成   県内全中学校の卒業式で10．000人に配付  協力者数1．000人以上   

（a献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

岨   具体的：対舞く痕自名） 1紆象 車唾2全車虔自療く数億） 

l  献血ルーム案内チラシの作成  甲府市内の移動での献血者並びに各大学・短  
大において10，000人に配付  

2  はがきによる依頼  一定期間未献血者  献血ルームの献血者500名増   

新規献血協力団体の確保  献血ルーム周辺企業への献血協力依頼  献血ルームの献血者100名増   

4  献血ルームの新規献血者確保  新規来場者  平日の平均受入数を33人以上にする。  

（新規来場者へ記念品配付）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  長野県赤十字血液センター  

草体的対策（項目  革※∴象 軍碑22年寧日環（畢鱒） 

口  献血キャンペーンの実施  若年層を狙った街頭献血の実施  学生ボランティアによる街頭啓発活動10・20代  
構成比を40％   

田  学生の送迎  高校生、短大生、専門学校、大学  200名の送迎   

3  学校前での啓発物配布  高校生、短大生、専門学校、大学  固定施設の学生献血率を10％にする   

4  友達紹介キャンペーン  高校生、短大生、専門学校、大学  キャンペーン中紹介による献血者を100名確保  
る．   

（訊献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

④その他の具体的対策（①～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  岐阜県赤十字血液センター  

座   草体申村衰（顕串冬） 対∴象   平成2年度自奉（数埠）   

l  中学生への献血思想の普及啓発   県下全中学校   200校   

2■  高等学校への献血思想の普及啓発  県下全高等学校   79校   

3  大学・短大・専門学校への普及啓発献血   大学・短大・専門学校   各校献血者数50名以上   

②献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自  の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

車体的対舞嬢自割 ＝：ニ対≡‡象   ヰ塵碑摩冒穣（怒値仁   

口  職専免  県・市町村職員   月二回の依頼   

2  電話による依頼  該当者   必要人数   

3  ハガキによる依板  誕生月等献血間隔に応じて   月 5，000人   

4  学生の献血者送迎  大学生・専門学校生   10校  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置（表内及び指示事項記入）   

①若年層献血者確保対策  静岡県赤十字血液センター  

早年即対策（項目冬） 対 象   平成22年度目棟（数薩）   

口  新成人への叙血PR紙配布   新成人   10市町の新成人全員   

2  高校卒業者配布誌への献血PR掲載  高校3年生   県内全高等学校3年生   

3  献血セミナー開催   JRC、高校生献血サポーター、学生ボランティア  単発開催15回、通年開催3巨ヨ休 廷ベ1．000人   

（∋献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

具体的対策（項目名）   対 平成22年度目標（数値）   

メ－ルによる献血要請   複数回献血クラブ会員   メールによる献血依頼配信人数15．000名   

2  はがきによる献血要請   献血登録者、依頼要請応諾者   はがき送付枚数100，000枚 応諾率20％   

④その他の具休的対策（（》～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  蓉知県   血液センター  

Na 具体的鱒奉韓日肇） 対 象   平成Z2年度甲標（数値）   

ロ  中部学生リーダ【研修会の実施   短大・大学生   2回以上の研修会を実施参加人数100人以上   

2  学生献血連盟によるキャンペーン実施  18歳～22歳の若年者   年2回以上の実施参加600名以上で若年層10代20  
代の献血構成比35％以上にする   

高校■専門学校への出前授業を実施し、これ  
3   からの血液事業や献血について説明を行う。   

年間5校  

（∋献血協賛企業推進対策   

具体的対策（早耳名） 対象   平成22年度目標（数値）   

l  新規献血団体・企業の確保  献血未実施企業・団休   休眠団体、新規団体の献血実施50社   

2  優良企業・団体の年複数回の献血実施  1稼働あたり90単位以上の企業・  

日＝太   

3複数回献血者確保対策  

旗確約料東鳩目名） 鉦≡息 、成22年度目療（数億）  

口   メールによる献申要請  複数回献血クラブ会員  応諾音数（実協力者数）1．200人以上   

2   はがきによる献血依板  成分献血・400mL献血可能者     応諾者数（実協力者数）17，000人以上 

3   メール会員登録推進力ード配布  全献血者  メ≠ル会員新規登録6．000ネ  



平成22年度献血たより受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置（表内及び指示事項記入）  

①若年層献血者確保対策  三軍県東十字血液センター  

体的対郵卑自如 制象 ヰ斬経度自棲（鱒纏） 

セミナー開催  大学生・専門学校生・短大生・高校生   3回 120名  

大学・専門学校の学内献血実施回数の  7校 配車20回×45人 900名  
慢州∩  
中部統一学生献血キヤンペ－ン  18歳～29歳の若者   10・20代の献血者構成率32％以上   

②献血協賛企業推進対策  

瀬                                ≒≡て三‡∴∴早年野村郵項目阜） 、隈2享年度目碍（鱒嘩） 

新規献血協力企業・団体の確保   献血未実施の事業所  20団体新規登録  

休眠状態の事業所の開拓   5年以   上献血に参加していない企業  20団1本以上  

成分献血協力団体の拡大   全血献血協力団体及び少人数の企菓・団体             10団体以上   

③複数回献血者確保対策  

早年鱒鱒  策（項早冬ト  平成22年度目標（≡数値） 

メールによる献血要    青  複数回献血クラブ会員  応諾音数500名以上  

企業への年間回数の増加  企業内職員  400m一献血間隔、年間採血量を考慮した献血日程  

葉書による献血依頬  前回献血から一定期間の未献血者  応諾者数1500人以上   

④その他の具休的      対策（（ひ～③以外の独自      の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

車体的申車（項郎 掛∴泰 猥軍2年寧日漂（教嘩） 

成分登録者の募集  条件に合致する献血者 100人／月  

電話による献血依頼（夜間）  成分献血協力依頼可能者  100人／月  

次回予約の推進  成分献血にご協力頂けた方  100人／月  

ウイークデー献血キヤペーン  3施設において平日に硬分献血協力  225人／月   

平成22年度献血により受入れる血液の目榛量を確保するためと必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  滋智県東十字血液センター  

恥 草体鱒如寮（項自名ト   凍上＝1象 ヰ鱒22年度目標（数値）   

口  DM・メールによる献血依頼   18～29歳の400mL献血可能者   協力者数1．500人以上   

2  ふれあい体験学習  小・中学生   3回開催 参加500人   

3  学内献血とセミナー開催   短大・大学生   12回開催 参加840人   

4  若年者街頭献血キャンペーン   18～29歳の若者  参加1．500人以上期間中の10、20代献血者  
構成比50％以上   

（∋献血協賛企業推進対策  

藩轍坤和郎㈲ 町］≡寄 乎成字2年畢目席（数値）   

l  新規・休眠中献血協力企業・団体の確保    献血未実施および献血会場周辺企業   新規等登録10社   

2  緊急要請可能な待機型団体の確保    母体・ルーム周辺の小規模企業・事業所   動員協力団体5社   

3■  献血協力団体等の確保  献血協力団体及び献血推進団体   協力団体5社増加   

③複数回献血者確保対策   

草体鱒対東（卑早和 ；∴※象 ヰ戌2二2年度目療（数値） 

口  メールによる献血要請  複数回献血クラブ奉員  応諾者数（実協力者数）500人以上   

2  はがきによる献血依頼  前回   採血から「定期闇未献血者   応諾音数（実協力者数）3，000人以上   

3  実施場所（企業・団体）の年間回数の増加    年1回実施場所（企業・団体）  5カ所   

4  郵送によるメール会員募集  若年献血者  新規登録者200人以上   

④その他の具体的対策（①～③以外の独      自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

臭捧姫鱒郵自  ヽ：  平成早2年度目鱒（数値） 

ロ   近隣大学生への献血勧誘  母体の近隣大学生（立命・龍谷）  3人／日を目標に年間600人を確保する。  

2   DM及び   電話による献血依頼  母体刷∵ムの血小板成分献血者を含む全献血者  ∩                       3人／日を目標に年間1．000人を確保する。   

3   次回の予約推進  母休リレームの血ノイ＼板成分献血者  2人／日を目標に年間700人を確保する。  



平成22年度献血により受入れる血液の目榛量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  京都府禾十字血液センター  

具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

l  献血ルームでの献血セミナー開催   小学校高学年とその保護者   7月・8月 5回開催 参加100人以上   

2  18歳からめ献血体験キャンペーン   府内18歳以上の高校3年生、専門学校生   期間中の参加者数100人以上   

3  献血会場外での献血セミナー（献血検  ①JRCトレセン参加の中・高生、②京都市ふれあいまつり来  （か参加150人以上、（∋参加200人×4日、（∋  
定）開催   場の小・中学生、G）成人式出席者   参加200人以上   

②献血協賛企業推進対策   

③複数回献血者確保対策  

仙  真休的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

口  「ワンモア献血カード」キャンペーン   献血ルームでの400mL、成分献血者   
400mし献血者3．500人確保（美人数）、年間3  
回以上の成分献血者3．000人確保（実人数）   

2  はがきによる献血依頬（献血ルーム）  前回献血6カ月前の400mL献血者 年間10．700人   応諾者2．000人   

3  献血依頼メールの送信   複数回献血クラブ会員   
血液不足時要請2，000人／年間、応諾率15％  
以上   

4  情報提供メ←ルの送信   複数回献血クラブ会員   
1カ月に1回程度の頻度で会員全員に情報提  
供   

5  健康相談事業（健康教室）め実施   複数回献血クラブ会員   1回20人の参加、8回（8日間）実施   

6  講演会の実施   複数回献血クラブ会員   40人参加、年1回実施   

7  複数回クラブ新規登録キャンペーン  京都府内大学生、専門学校生を主体   新規登録者30人／1回、年6回実施   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  血液センター  

N年  兵体町き  帯締車名   対象   平原22年度目標（数偉ト   

学生400mL献血キャンペーンの実施  大学生・専門学校生   協力者数3．000人以上   

2   

献血おもしろゼミナール開催  小学生（保護者）   16回開催 参加1，200人   

2 血   賛企業推、対策  

具体師範頃日  対 平痍22年摩目榛（数値）   

新規献血協力企業・団体の確保  献虫未実施企業・団体  」も0社   

2   

緊急要請可能な待機型団体の確保  官公庁等  10団体   

3複数回献血者確 対策   

兵捧的村寮蝮自釦 測 平成22年康卓療（廠唾）   

メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾数（実協力者数）6．000人以上   

2   

ハガキによる献血要請  前回採血から一定期間未献血者  応諾数（実協力者数）15．000人以上   

3   

実施場所（企業個体）の年間回数の増加   年1回実施場所（企業・団体）  30カ所  

4   
複数回献血キャンペーンの実施  前回採血から一定期間未献血者  応諾数（実協力者数）2．000人以上  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  長庭県赤＋宇血液セソター  

弓  療亘冬巨  成2年度目郵鱒唾） 

口  18歳の献血キャンペーン  県下全高等学校3年生  16   ～2 

2  芳年者献血キヤンペ⊥ン  10代、20代  ／／  

3  親子見学会  小学生中高学年  100   名参加   

（∋献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

具体的対策（頂早冬） 対1＝‡象∴  成2？年度早榛く鱒嘩）   

はがきによる献血要請  全献血者  複数回献血者の割合27．5％を達成する。   

2  メーノHこよる献血案内  ／／  ／／   

3  献血会場にて複数回献血会員の勧誘      10歳代～30歳代を中心とした若年層      会員全休の70％以上   

④その他の具体的対策（（D～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年層献血者確保対策  奈良県赤十字血液センター  

（∋献血協賛企業推進対策  

頒瀬郎対東（項自阜）   対∴濠 平成22毎度目標（薮値） 

l  新規献血協力企業・団体の確保  献血未実施の企業・団体及び献血会場周辺企業等  24社新規登録   

2  休眠事業所、団体の再開の働きかけ    休眠事業所、団体   12社登録   

3  緊急要請可能な団体の確保  既献血団体及び少人数の企業・団体   協力団体5社   

③複数回献血者確保対策  

凄味的対策（琴亘名ト   軒1象 平成≠′2毎度自壊極値）   

ロ   メールに皐る献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）500人以上   

2   は力学による献血依頼  前回採血から一定期間未献血者   応諾者数（実協力者数）2，500人以上   

3   複数回献血キャンペーン  400mL献血可能者   平均年聞献血回数を1．3回に上げる   

④その他の具体的対策（（》～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

うi▲’・威†   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  和歌山県 赤＋李血 液センター  

隠   具体的対策（鱒目名）   対 象 平成22年度目標（数値）   

口  学生献血推進協議会主催キャンペーン  大学生、専門学校生、一般   年4匡l、500人以上の献血者を確保  
するh   

2  高校生献血学習   高校生   3校以上で実施し、講習後、献血体験  
を行う。   

3  ハガキによる献血依頼   18～29歳の400mL献血可能者   左記年齢を対象とした検索を行い、10  
00人／年に依頼ハガキを出す∩   

②献血協賛企業推進対策  

具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

ロ  新規献血協力企業の開拓   献血協力未実施企業   新規登録10社。   

2  緊急要請可能な団体の確保   既献血団体による追加協力   動員協力団体5社確保。   

3  休眠企業・団体の開拓   過去5年以上献血未実施の企業・団休  再開拓5社。   

③複数回献血者確保対策  

No．  具休的対策（琴目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

口  電話りヽガキによる献血依頼   前回献血から一定期間未献血者   ハガキ依板4万人／年   

田  企業・団体における年間協力回数の拡大  年1回実施の献血協力企業・団体   10社・団休開拓   

3  複数回献血クラブ入会勧誘   複数回献血クラブ未加入者   1000人の新規加入   

（動その他の具体的対策（①～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  鳥取県   字血液センター  

No   具体的対策（項目名）   対 ∴象   平成22年度目標（数値）   

ロ  研修、セミナーの開催   高校生、大学生、県・市新規採用職員   6回開催 参加200人   

田  若年層献血キャンペーン   18歳から29歳の若者   期間中の10代20代の構成比30％以上   

3  はがき・Eメールによる献血依頼の強化。  18歳から29歳の成分献血、400mL献血協力者  年間10．000人を目標   

②献血協賛企業推進対策   

兵体鱒対策（頂目名） 翻㍉＝奉 卒園22年度目鱒（数値）   

口  緊急要  可能な企業の確保   固定施設近隣企業   10社増加   

白  休眠企業団体の配車の方法等の拡大   規模縮小により献血実施できな〈なった企業、団体  20社   

3  事前推進の徹底  献血協力団体   鳥取・倉吉・米子市内の献血協力団体500社   

4  ライオンズクラブ等の連携強化  献血推進協力団体   献血推進活動回数を12回増やす．   

③複数回献血者確保対策   

苓和軸纏嘩（卑早名） 寅卜 判如2年卑自寧（数嘩） 

口  メール、はがきによる献血要請・イベント案   複数回クラブ会員。   応諾率30％以上   

2  街頭献血におけるはがきに≠る依頬。  前回採血からの一定期間未献血者 応諾率30％以上   

3  実施場所（企業・団体）の年間回数の増  －   10企業の増加   
∩   

4  新規登録者キャンペーンの実施。   複数回クラブ未会員   新規会員500人の登録  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

対 



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  島根県 木十字血 液センター  

濯絃2  （疲値  

l  大学・高専等の若年層献血セミナーの実 愉  大学生、高専生、その他若年層  5回、800人   

2  高校での献血出前教室の実施   高校生  2回、150人   

3  高校、専門学校、短大、大学での学内献 血爪垂鮪  高校3年生、専門学校生、短大生、大学生              高校20校、専門学校、短大、大学各2回以上   

4  若年層向けのイベントヰヤ？乍－ンの実 触  若年層  2回、300人   

②献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

」和頼頑寒椿掴観巨   村二≒：三†泰 ヰ庫2享年度白線（顔値ト   

メールクラブ会員の募集   未加入の献血経験者   400人   

2  メールによる献血依頼   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）700人以上   

3  ハガキによる献血依頼   複数回郵血クラブ会員   応諾音数（実協力者数）500人以上   

4  複数回献血クラブ感謝の集い実施   複数回献血クラブ会員等   1回、300人   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  岡山県赤＋字血液センター  

十真体的鱒郵項名シ 譲ト∴象 平成22年度自嶺（鱒値）   

口  学生献血推進ボランティア組織への加盟校参   県内各大学、短大、専門学校   新規加盟2校   

加促進  
2  運転免許センターへの移動採血   10代、20代の若者を中心とした献血可能者  68稼動   

3  学生献血推進ボランティア組織の研修会開   岡山県学生献血推進連盟加盟校学生   1回開催、参加40名   

4  夏休み小学生親子体験教室   県内各小学生および保護者   15回開催 650名参加 参加校数125校   

5－  赤十字出前講座の実施   県内各高校の内実施希望校   10校   

（9献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

平成22年虔自標（数値） 

口   メ⊥ルによる献血要請  複数回献血クラブ会員 応諾者数（実協力音数）1．000｛以上   

田   はがきによる献血依頼  同⊥献血会場での過去献血者  応諾音数（実協力者数）12．000人以上   

3   実施場所（企業・団体）の年間回数の増加        年1回実施場所（企業・団休）  20カ所   

④その他の具体的対策（（》～③以外の独自の対策を記                入。以下必要に応じ様式を追加）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  広島県赤＋李血液セン勺一  

具体駒村策（項目名）   村′象  平成22年度目標（数値）   

口  献血セミナー   広島県大学献血推進協議会メンバー   2回実施（150名）   

大学（短大含む）専門学校・高校献血の実施  大学生（短大生含む）・専門学校生・高校生  移動献血での献血者数：4－200名   

3  高校卒業予定者へのリーフレット配布  高校生（卒業予定者）   25，000部配布   

4  親子献血教室   小・中・高校生   15回実施600名参加（出張献血教室含む）   

②献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  山口県赤十字血液セシタ十  

（∋献血協賛企業推進対策  

幸体酪顛奉（頭個垂） ≡；圭 平成22年度目療（数値）   

新規協力企筆・団体確保   未実施企菓及び献血会場周辺企業、ロー  20   

ダノークラブ、ライオンズクラブ、商工会連合  
2  緊急時要請可能な待機型団体の確保  規模縮小等による献血実・施できなくなった  30  

企業個体  

口  複数回献血ク・ラブ会員に対しメールl；よる   複数回献血クラブ会員（1．100名）   
献血依頼  

応諾者致（実協力者数）300名   

2  複数回献血クワブ「チーム35」情報ハンブ  

レット作成   
作成枚数：40．000枚   

田  県・市町轍員献血協力者名簿の活用   県・市町職員協力者名簿提出者に対しての  
協力要請   

4   
はがき・電話による協力要請   前回採血から一別帽束献血者   車間30，000人以上   

④その他の具体的対策（①～③以外の独   自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

平成22年度目標（数値）  

400mし献血可能者  

指す。（46．0人）  キャンペーン展開により、一稼働当たりの献血者確保目   
献血者数10％アップを図る。   

ロータリークラブ・青年会諸所等）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置  

①若年層献血者確保対東  側  

ミ・－  掛‘⑧   平成22年度目嶺（数値）  

口  夏休み親子血液ゼミナール   小学生（4～6年生）と保護者  7回開催（参加者350名）  

2  JRC献血セミナー   県下JRCメンバー  1回開催  

田  学内献血パネル展   県内3大学  3回開催   

4  情報誌の利用強化   県内各情報誌読者（10代～30代中心）        10回掲載（キャンペーン告知含む）   

蝕血地鮎堂拙賊   

－‡三  類「一象  平成22年度目榛（政敵 
t損日加血 

縁榊煽官軍チ伯  
せ・ん＋中｝丁¶－′竜山ーL〈1■弓一万、「1仁－■Fヰレ＝r ▲′＋d《■ムヨ′r■■－一▲hL■≡ゎー＼  

封 ゑ  平成22年度目棟（敢値）   

ロ  複数回メールクラブ会員登録の増加事業    新規登録者  新規登録者400人   

2  メールによる献血要請  複数回メールクラブ員  発信回数50回   

B  ハガキによる献血要請  誕生月献血（400mト成分）、成分献血 1000通／月の発送、応諾率18％   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

姐   草体的好東（嶺目名） 対象 平成22年度台療（数値）   

口  ハガキによる献血要 声斤1  （移動採血巡回場  前回実地市町村での400mL献血協力者   600通／月の発送、応諾率30％   
2  懸垂幕の掲示  固定施設付近通行者  1人／日の献血者増員   

3  献血協力事業所（日赤有功会）の協力確    日赤有功会に参加している事業所  2人／1移動採血、40移動採血／年   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置  

①若年層献血者確保対策 U石エF眉臥1山召‾惟l禾刈頁  香川県 未＋李血液センター   

具体的対岸（項す冬ト  対象   平鹿22年庚台榛（準値）   

高校生街頭献血キャンペーン  高校生   年間2回 50名   

田  高校生献血サポーター  革放生   年間4回 80名   

3  献血セミナー  大学・専門学校・高等学校  ＿－へ   年間5回 200名   

4  施設見学  小学生   年間3回150名   

5  小学校由前講座 小学生   年間10回 300名   

2献血協賛企業推進対策   

具体的対策（卑目名） 対こ二；湧 平痺22年度早標（数値） 

口  保健所・市町との連携  献血会場周辺企業と自治会専   地域献血での1稼働50人以上   

2  新規献血協力企嚢・団体確保  献血未実施企業・団体   協力団体50社   

3  休眠企業の掘り起こし  数年問・献血未実施企業・団体   協力団体50社   

3 数回 血 確保対   

草体的対策嘩亘釦  対‡濠 平成～ざ年厚阜埠（醸値） 

平日の献血者増  全献血者  2人／日を目標とする。   

2  次回献血の予約  成分献血者   6人／日を目標とする。   

3  献血協賛事業  献血ルーム近郊の事業所及び専門学校  2人／日を目標とする。  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  御  

読   草体申坤郵頑 対 象   平成22年度目標（数値） 

l  夏休み親子血液ゼミナール   小学生（4～6年生）と保護者   7回開催（参加者350名）   

2  JRC献血セミナー   県下JRCメンバー   1回開催   

3  学内献血パネル展   県内3大学   3回開催   

4  情報誌の利用強化   県内各情報誌読者（10代～30代中心）  10回掲載（キャンペーン告知含む）   

（a献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

早年申対衰（撰自冬） 料．■象   平成22年慶目標（敏嘩）   

瓜  複数回メールクラブ会員登録の増加事業  新規登録者   新規登録者400人   

2  メールによる献血要請   複数回メールクラブ員   発信回数50回   

3  ハガキによる献血要請   誕生月献血（400mL・成分）、成分献血  1000通／月の発送、応諾率18％   

僅）その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

恥   貴体的対（項目恵ト   対 象   平成2‘2年啓白標（敢値）   

ハガキによる献血要請（移動採血巡回場  
ロ   古斤1   

2  懸垂幕の掲示   固定施設付近通行者   1人／日の献血者増員   

3  献血協力事業所（日赤有功会）の協力確   日赤有功会に参加している事業所   2人／1移動採血、40移動採血／年   
侭  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  毒引Il県珊  
No． 具体的対策（項目名） 対 象   平成22年度目標（数値）   

ロ  高校生街頭献血キャンペーン   高校生   年間2回 50名   

2  高校生献血サポーター   校生   年間4回 80名   

3  献血セミナー   大学・専門学校・高等学校  、（   年間5回 200名   

4  施設見学   小学生   年間3回150名   

5  小学校由前講座 小学生   年間10回 300名   

（診献血協賛企業推進対策  

No. 具体的対策（項目名ト   対 象   平成22年度月様（数値） 

保健所・市町との連携   献血会場周辺企業と自治会専   地域献血での1稼働50人以上   

2  新規献血協力企業・団体確保   献血未実施企業・団体   協力団体50社   

3  休眠企業の掘り起こし   数年間・献血未実施企業・団体   協力団体50社   

（∋複数回献血者確保対策  

具体的対策（中 対ノ’象   軍成22年車白樺（数値） 

平日の献血者増   全献血者   2人／日を目標とする。   

次回献血の予約   成分献血者   6人／日を目標とする。   

3  献血協賛事業   献血ルーム近郊の事業所及び専門学校  2人／日を目標とする。  



平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と患われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  広島県赤十字血液センター  

幕体卵凍碑自勧  ＼阜  ＼ 

ロ  献血セミナー  広島県大学    献血推進協議会メンバー  2回実施（150名）   

2   

大学（短大含む）専門学校・高校献血の実施    大学生（短木生含む）・専門学校生・高校生      移動献血での献血者数：4，200名   

3  高校卒業予定者べのリーフレット配布    高校生（卒業予定者）  25，000部配布   

4  親子献血教室  小・中・高校生  15回実施600名参加（出張献血教室含む）   

（∋献血協賛企業推進対策   

③複数回献血者確保対策  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  山口県赤＋字血液セシタニ  

（∋献血協賛企業推進対策  

異体野卑筆  琴  r一号  
平鱒2宰年度弓埠（郵便） 

新規協力企葉，団体確保  未実施企業及び献血会場周辺企業、ロー  20   
タリー‘クラブ、ライオンズクラブ、商工会連合  

2  緊尋時要請可鱒な待機型団体の確保    規模縮小等による献血実施できなくなった  30   
企業・団体  

3   成分献血協力団体の拡大  既献血協力団体及び近隣企業、個人  20   

（∋複数回献血者確保対策  

畢筆  牢．苧  雫  お隼＝士≡÷象 草原22年厚目株（鱒嘩） 

ロ  複数回献血クラブ会員に対しメールl；よる 血      複数回献血クラブ会員（1．1，00名）   応諾者数（実協力者数）300名  
献依頼  
複数回献血クラブ「チーム35」情報パンフ  作成枚数：40．000枚   

2．   レット作成  
3  県・市町職員献血協力者名簿の活用  県・市町聴員協力者名簿提出者に対しての  

協力要請   
4 前回採血から一定期間奉献血考   年間30，000人以上   

④その他の具体的対策（（》       ③以外の独白の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

一稼働当たりの献血者確保日  キャンペーン展開により、  
指す。（46，0人）   

400mL献血可能者  年間を通してのキャンペーン実施（マスメ  
ディアとタイアップしたイベント企画）  

献血者数10％アップを図る。   各会員の更なる協力者を得る。  
ズクラブ・ロ⊥タリークラブ・青年会譲所等）  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  督膀県赤十字血液センター  

異体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値ト   

学内献血回数の実施増   高校生・専門学校生・短大生・大学生   大学3回、専門学校・短大2回、高校1回   

献血時にボランティアクラブヘ協力  
呼び掛け協力による献血協力者5％増   

3  街頭での献血キャンペーン   18～29歳   夏・冬各1回   

（∋献血協賛企業推進対策  

（∋複数回献血者確保対策  

具仕的対策（項眉名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

メールによる献血依頼   複数回献血クラブ会員   応諾者数（実協力者数）14．000名   

2  はがきによる献血依頼   前回採血から一定期間未献血者および登録者   応諾者数（実協力者数）9，000名   

④その他の具体的対策（①∴③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   

具体的対策（項眉名） 対 象   平成22年度目標（数値）   

ロ  愛の助け合い運動の一環として、夏のキヤ ベ 
ンーン実施   

2台配車し、180名の献血協力者を獲得   

2  はたちの献血キャンペーンの一環として、  2台配車し、180名の献血協力者を獲得   
冬のキャンペーン実施   

3  テレビ局と共催し、乳がん検診と共に献血   若年層ならびに初回献血者   1台配車し、80名の献血協力者を獲得   
を実施  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  高知県赤十字血液センター  

②献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

異体由対奉（痕日射 鱒奉   平成22毎度目顔（数値）   

口  メールによる献血要請   複数回メールクラブ会員   応諾率．33．0％   

2  メールクラブ会員募集資材の新規作成  400mL、成分献血協力者   登録者500名増加   

3  献血実施場所の年間回数増   大学・専門学校   年間200名増加   

④その他の具休的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   



平成22年度献血により受入れる血液の目標壷を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  福岡県赤十字血液センター  

具体的鱒郵頭目車上 華∴；こ：．凍 乎融2年度目凛（紫檀）   

口  はがきによる献血依頼   大学生   平成21年度並み   

2  学生献血推進協議会加盟促進   大学生等   数枚増   

3  若年者献血セミナー   高校生   数枚増   

（∋献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

皐嘩関村筆（琴早冬） 凍≡＝千草 平成22年度目層（数値） 

口  メールによる献血要請（献血ルーム）   複数回献血クラブ会員（血小板）  要請書延数2．000人以上   

2  はがきによる献血依頼（献血ルーム）   前回採血から一定期間奉献血者（血小板）    要請者延数30，000人以上   

3  はがきによる献血依頼（献血ルーム）   前回採血から一定期間禾献血者（400mL）    要請者延数1．000人以上（冬季不足対策）   

4  DMによる会員登録軍請及びHLA登録   血小板採血可能者を抽出、DMにて加入要請    要請者廷数3．000人以上   

④その他の具体的対策（（》～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目棲量を確保するために必要と思われる具体的措置   

（D若年層献血者確保対策  併智県 東＋学血液センター  

転   畢捧均村郵自）  牒；ミニ…‡孝 平成22年年目鱒（鱒値）   

ロ  高校生卒業献血  18歳以上で400mし献血・成分献血可能者。  4校以上、400mL・成分献血参加者300人以上   

2  大学・短大・専門学校生献血及びセミナー 開催     18歳以上で400mL献血・成分献血可能者。  4校年2回以上、参加者1．000人以上   

3  献血教室  高校生   4校以上、参加者800人以上   

4  

②献血協賛企業推鵜対策  

③複数回献血者確保対策  

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  長蛤県木＋字血液センター  

仙 具体的対策（項自名）  対 象   車成22年度目標（数値）   

l  成定施設及び移動献血での献血キャブペー ン  一般及び若年者層   年5回以上のキャンペーン開催   
の葵施  

2  学生ボランティアの研修及び新規募集活   大学生及び専門学校生   センター主催で3回、九州ブロックで3回実施   
軌  

3  大学学園祭での献血と学生ボランティアの活   大学生及び専門学校生   年間5回以上の実施   
用  
②献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

仙   具体的対策（項目名）   対 象   平成22年度目標（数値）   

複数回献血者並びに赤十字ボランティア研修  
l   ．△． コミ   
2  メールとはがきによる献血依頼   複数回献血クラブ会員   応諾数100名以上   

r献血をして映画を観に行こう」キヤンペー  
3   、ノ   

70組（140名）   

④その他の具休的対策（（D～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

軋   具体的対策（項目名）   対∴象   平成22年度目標（数値）   

口  商業施設の休日献血の拡大   「般   7か所で年3回以上   

2  DM及び新聞折り込みチラシによる献血依   一般   月10か所以上   
繍  
3  高校献血での400mL献血の推進強化  高校生及び職員   10校以上   

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  熊本県赤十字血液センター  

草体的対策（頭声名）‥ 対 象   平成二22年度目標（数値）   

ロ  成人式での献血推進パンフレットの配布   県内新成人（成人式参加者）  14．000人   

2  血Cオープンキャンバス   県内高校生   高校生の参加50名   

3  県内全大学・専門学校への血C情報誌の配布  県内大学生専門学校生   年4回発行 県内60校に配布   

（∋献血協賛企業推進対策  

牒潅的率泰時自冬ト   対∴象 ヰ郎2年喪目療（鱒値ト   

口  広報資材（血C情報誌）の準用  献血協力企業及び団体   全献血会場及び団体へ年4回の配布   

2  新規事業所及び団体の実施  新規事業所及び団休  年間10社（10団休）程度の確保   

3  ロゴマ～クの配布  献血協力企菓及び団体   提供事業所を80社にする。   

（∋複数回献血者確保対策  

早掛率郵蕪 班凍 平成22年度目療（数値）   

l  メールによる献血要請  複数回献血クラブ会員   応諾音数1，000人以上   

2  ハガキによる献血依板  献血登録者・依頼応諾書   応諾者致し000人以上   

3  複数回献血推進用パンフレット等作製  献血者  

4  会員向けイベントの開催と情報誌による募集   複数回献血クラブ会員・献血者  会員向イベント2回／年 会員2．000名   

④その他の具休的対策（①～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）   



平成22年度献血により受入れる血液の目榛量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  大分県赤＋李血液センタ  

皐韓顛  申寮（湧＝胃    二 酢：象 溝成22年度自嶺強値） 

口  学内献血時ハガキによる献血要     （一緒に献    学生（大学・短大）、専門学校生 現行2，200人を300人アップの2．500人   
血ト  

2  献血セミナーの開催  学推協加盟校学生   10回（参加者：500人）   

3  若者が好む献血記念品の採用  学域を除く職域、地域   実協力者：300人アップ   

（∋献血協賛企業推進対策  

③複数回献血者確保対策  

車体的対  ＝薄暗茹巨  封∴息 乎月如2年度亘鱒（額嘩） 

l  ／  ヽガキによる献血要  ≡土 日  地域・学域・官公署における献血者  実協力者：500人アップ   

2    複数回献血会員への勧誘  街頭献血時の献叫者  新規会員240人確保   

3    ライオンズクラブ献血の実施回数増  ライオンズクラブ関係企業、団休凍び地域住民  10クラブ、300人確保   

④その他の具体的対策■（（か～（∋以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

具体的甲声（項目名  対 平喋？2年慶目牒（数値）   

l  キャンペーンの実施  4POmト成分献血者  年間通算8ケ月間実施し、年間500人確保   

2  成分献血者の送迎  献血ルーム周辺企業・官公署・大学・短大・専門学校   週1回実施（2名）し、年間120人確保   

3  次回の成分献血予約の推進  成分献曲者  1日2名目標に年間500人確保   

平成22年度献血により受入れる血液の月標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

①若年層献血者確保対策  官膝県赤＋学血液セン卓－  

畢体埠碑締結 対∴J象 平22年日韓（徴桓）  

ハガキによる献血依頼  18～29歳の400mL献血可能者  協力者1．000人以上  

高校・大学・専門学校における学内献血  学内献血実施を10箇所増加 
の推i怯  

JRC研修会  教職員・高校生   2回  

若年層献血キャンペーン（サマー献血  
土．b、ノペー、ノ1  

協力者数800人、期間中の10代20代献血者構成比30％   

②献血協賛企業推進対策   

③複数回献血者確保対策  

※如極東射瀬自風上   対∵象   半壊Z2年度早韓（廼嘩） 

メ欄ルによる献血要請   複数回クラブ傘員   応諾音数（美協力者数）700人  

新規複拳固献血者確保   一般献血者   応諾者数（実協力者数）500人  

はがきによる献血要請 前回採血から一定期間未献血者  応諾者数（実協力者数）7，000人  



平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具休的措置   

（D若年層献血者確保対策  鹿児島県 未＋李血 液センダー  

具体的鱒東（項目冬）   対 象   平成22年度目標（数値）   

楽しく苧ぽうキッズ献血の開催   小学生及び保護者   1日2回3日間 参加者300人目標ノ   

同  献血講座の実施   10代20代対象   10回10日間 参加者1000名   

3  学生献血推進キャンペーンの実施   短大・大学▲専門学校生   5回開催、参加者200人   

4  はがきによる献血要請   18歳～29歳の400mL献血可能者  協力者20．000人以上   

5  市町村との協働による若年層対策事業  18歳～39歳の400mL献血可能者  10回開催 参加者600名   

②献血協賛企業推進対策  

No 具体的対席（項目冬） 対 象   平成22年度目標（数値）   

新規献血協力企業、団体の確保   鹿児島市地域   新規に14団休   

2  献血協賛企業、団体への推進活動   献血協力企業、団休   10社   

（∋複数回献血者確保対策  

具体的対策（項亘各） 対 象   平成22毎度目標（数値）   

メールによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾音数2．000名   

2  ハガキによる献血要請   複数回献血クラブ会員   応諾者数1．700名   

3  ハンド・マッサージの実施 複数回献血クラブ会員への広報  一回あたり20名   

4  献血予約制度の充実   献血にお越しいただいた方   －ケ月150名   

5  救急法の一日講習会   複数回献血クラブ会員   40名×3回＝120名   

④その他の具体的対策（①～③以外の独自の対策を記入。以下必要に応じ様式を追加）  

平成22年度献血により受入れる血液の目標量を確保するために必要と思われる具体的措置   

①若年層献血者確保対策  沖縄県 兼＋辛血 液センダー  

具年的鱒（項目名） 対∴象   平成22年度目標（数値）   

l  高校献血の推進   県内各高等学校   25校以上   

2  学生献血推進協議会の活性化   各種学校・大学   在籍5校以上   

3  献血教室の開催   小・中・高校、各種学校   献血教室20回、受講1．500人以上   

4  専門学校献血の推進   県内各専門学校   20校以上   

②献血協賛企業推進対策  

濱体筆（翠冬）  対∴凌 平成？2年度目顔（数値） 

ロ  休眠協力企業・団体の復活  実施が途絶えてい 10日】体以上   

2  新規協力企業、団休の開拓  未実施の企業、団体  10団体以上   

3  複数回献血協力企業、団休の開拓     年1回実施の企業、団体  10団体以上   

4  街頭献血実施場所の開拓  集客力のある商業施設等  5か所以上   

③複数回献血者確保対策  

女体的＃奉（痕自峯巨 対王家 平成22年度目琴（数値） 

口  メールによる献血依頼 複数回献血クラブ会員   応諾音数200名以上   

2  ハガキによる献血依頼   献血間隔基準をクリアしている既献血者  応諾者数3600名以上   

3  電話による献血依頬   献血間隔基準をクリアしている既献血者  応諾者数2200名以上   

4  処遇品の見直し   各種依簸応諾者による献血者   処遇晶6000個以上 
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第1平成22年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及び豊  

平成22年度において必要と見込まれる血液製剤の種類及び量は、血液製   

剤の製造販売業者等（製造販売業者及び製造業者をいう。以下同じ。）にお   

ける供給見込量等を基に別表第1の．とおりとする。   

第2 平成22年度に国内において製造され、又は輸入されるべき血液製剤の  

種類及び量の目標  

第1及び血液製剤の製造販売業者等における血液製剤の製造又は輸入の見   

込量を踏まえ、平成22年度に国内において製造され、又は輸入されるべき   

血液製剤の種類及び量の目標は、別表第2のとおりとする。   

第3 平成22年度に確保されるべき原料血渠の量の目標  

第2を踏まえ、平成22年度に確保されるべき原料血梁の量の目標は、   
96万リットルとする。   

第4 平成22年度に原料血祭から製造されるべき血液製剤の種類及び圭の目  

標  

平成22年度に原料血祭から製造されるべき血液製剤の種類及び量の目標   

は、別表第3のとおりとする。   

第5 その他原料血焚の有効利用に関する重要事項   

1 原料血策の配分  

倫理性、国際的公平性等の観点に立脚し、国内で使用される血液製剤が、   

原則として国内で採取された血液を原料として製造され、海外の血液に依   

存しなくても済む体制を構築すべきである。このため、国内で採取された   

血液を有効に利用し、第4に掲げる種類及び量の血液製剤の製造等により、   

その血液が血液製剤として安定的に供給されるよう、採血事業者が原料血   

祭を血液製剤の製造販売業者等に配分する際の標準価格及び配分量を次の  

とおり規定する。   

平成22年度の血液製剤の安定供給に関する計画（需給計画）（案）  

〔  

1
ノ
 
 
 

日
号
 
 
 

平成  年  月  
厚生労働省告示第  

本計画は、安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律（以下「法」  

という。）第3粂に規定する基本理念に基づき、血液製剤（法第25条第1  

項に規定する血液製剤をいう。以下同じ。）の安定供給を確保することを目  

的とするものである。   

これにより、血液製剤の需要と供給等の動向を把握し、本計画に沿った製  

造、輸入等が行われることを確実なものとするとともに、供給等の実績をき  

め細かく把握し、適時、適切に対応できる体制を構築するものとする。   

なお、本計画において、次の各号に掲げる血液製剤は、それぞれ当該各号  

に定めるものとする。   

1アルブミン 加熱人血梁たん白、人血清アルブミン及び遺伝子組換え   

型人血清アルブミン   

2 組織接着剤 フィブリノゲン加第ⅩⅢ因子及びフィプリノゲン配合剤   

3 血液凝固第Ⅷ因子 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因子及び遺伝子組換え型   

血液凝周第Ⅷ因子  

4 乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（国内   

で製造されるものに限る。）、乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子及び遺伝子組   

換え型血液凝周第Ⅸ因子  

5 インヒビター製剤 乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（輸入されるもの   

に限る。）、活性化プロトロンビン複合体、乾燥人血液凝固因子抗体迂回   

活性複合体及び遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ因子  

6 トロンビン トロンビン（人由来のものに限る。）  

7 人免疫グロブリン 人免疫グロブリン、乾燥イオン交換樹脂処理人免   

疫グロブリン、乾燥スルホ化人免疫グロスリン、PH4処理酸性人免疫グ   

ロブリン、乾燥pH4処理人免疫グロブリン、乾燥ペプシン処理人免疫グ   

ロブリン、ポリエチレングリコール処理人免疫グロブリン及び乾燥ポリ   

エチレングリコール処理人免疫グロブリン  

8 抗HB s人免疫グロブリン 抗HB s人免疫グロブリン、乾燥抗HB   
S人免疫グロブリン、ポリエチレングリコール処理抗HBs人免疫グロ   

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗HB s人免疫グロブリン  

9 抗破傷風人免疫グロブリン 抗破傷風人免疫グロブリン、乾燥抗破傷   

風人免疫グロブリン、ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロ   

ブリン及び乾燥ポリエチレングリコール処理抗破傷風人免疫グロブリン  



別表第1平成22年度に必要と見込まれる血液製剤の種類及びt  

1 原料血柴の標準価格は、（l）から（5）までに掲げる原料血渡の種類ご   

とに、それぞれ（1）から（5）までに定めるとおりとする。  

（1）凝固因子製剤用   12，380円／L   

（2）その他の分画用   11，300円／L   

（3）PⅡ＋Ⅲペースト  47，640円／kg   

（4） pⅣ－1ペースト  14，330円／k g   
（5）pⅣ－4ペースト 15，000円／k g   

2 血液製剤の製造販売業者等に配分する原料血嬢の種類及び見込量   

は、それぞれ（1）から（3）までに定めるとおりとする。   

（1）財団法人化学及血清療法研究所  

血液製剤の種類   換算規格   需要見込量   

アルブミン   
25％50m11瓶   3．076JlOO   

乾燥人フィフリノゲン   
1gl瓶   3，700   

組織接着剤   
cn了   10，526，600   

血液凝固第Ⅷ因子   
1000単位1瓶   390，600   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子   
1000単位1瓶   62．300   

インヒビター製剤   
延人数   17．800   

ヒト血焚由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因子   
1瓶   126．300   

トロンビン   
10000単位1瓶   18，800   

人免疫グロブリン   
2．5gl瓶   1，646，100   

抗H早S人免硬グロブリン   
1000単位1瓶   17．400   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   
1000倍1瓶   9，500   

抗破傷風人免疫グロブリン   
250単位1瓶   83．400   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   
500単位・1瓶   429．200   

乾燥濃縮人活性化プロテインC   
2500単位1瓶   300   

人ハブトグロビン   
2000単位1瓶   40，000   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘ■－ター   
1瓶   2，100  

イ 凝固因子製剤用  

ロ その他の分画用  

（2）日本製薬株式会社  

イ その他の分画用  

ロ PⅡ＋Ⅲペースト  

（3）株式会社べネシス  

イ その他の分画用  

ロ PIV－1ペースト  

ハ PⅣ－4ペースト  

20万L  

3万L  

16．2万L  

8万L相当  

26万L  

20万L相当   

5．5万L相当  

（注）  

1 「凝固因子製剤用」とは、採血後6時間又は8時間以内に凍結  

させた原料血祭であって、血液凝固第Ⅷ因子を含むすべての血柴  

分画製剤を作ることができるものをいう。  

2 「その他の分画用」とは、採血後6時間又は8時間以上経過し  

た後l羊凍結させた原料血祭又は凝固因子製剤用から血液凝固第Ⅷ  

因子を取り出して生じるもの（脱クリオ分画用プラズマ）であっ  

て、血液凝固第Ⅷ因子以外の血紫分画製郡を作ることができるも  

のをいう。   

2 血液製剤の安定供給の確保のために望ましい在庫について  

平成13年3月に、遺伝子組換え型血液凝固第Ⅷ因子の出荷一時停止等   

ゐ問題が生じたことを踏まえ、このような緊急事態に対応できるよう製造   

販売業者等は一定量の在庫を保有することが望ましい。  



別表第3  

平成22年度に原料血焚から製造されるぺき血液製剤の種類及び量  

別表第2 平成22年度に製造・輸入されるべき血液製剤の種類及び量  

製造・輸入邑輝霊  
血液製剤の檀類   換算規格  

圏内血糊ヰ血姪由来   遺伝三組逸 え  雷十   
アルフミン   

25％50m】1瓶  1．801，200  1，244．500   0  3，045．700   
乾燥人フィフリノゲン   

1gl瓶   3．900   0  3，900   
組織接着剤   

cn†   4，923．000 6，407．500     11，330．500   
血液凝固第Ⅷ国子   

1000単位1瓶  115，700   0  302．500  418，200   
乾燥濃褐人血液凝鹿第Ⅸ固  
子   1000単位1瓶  52．700  0   29，100  81．800   
インヒビター製剤   

証人数  0   
ヒト血叛由来乾燥血液凝固第  
ⅩⅢ因子   1瓶   。12。，。。。 ⊥  129，000   
トロンビン   

10000単位1瓶  ■ ●●●  ●  29，00Q   
人免疫グロブリン   

2．5gl瓶  1，596．400  127．7。。 ＿  1．724，100   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   500  18．900  19．400   
乾頗抗D（Rh亡〉）人免疫グロフ  

リン   1000借1瓶   。－。，2。。  10，200   
抗破憮属人免深グロブリン   

250単位1瓶   0  65．200  65．200   
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

50（）単位1瓶  一  ；●●  ●  455．800   
乾燥濃縮人活性化フロティン  
C   2500単位1瓶   。 。  0   

人ハブトグロビン   
2000単位1瓶  40，100   O - 40，1DO   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘ●一夕ー   

1瓶   0  3朗 ＿  3．000   

21年虎兼  

在庫王（見込）   

881，900  3，927、60（】   

†．700  5．600   

3，007．300  14．337，800   

155．300  573．500   

21．100  102．900   

5，900  25，800   

3†．700  160．700   

柑．000  48，00t）   

479．700  2．203．800   

10，400  29，800   

5，500  15，了00   

50，700  115．900   

110．40t）  568，200   

500   500   

14．800  54，900   

＝00  4．100  

血液製剤の種類   換算規格   製造目棟主   

アルブミン   
25％50rn11瓶   1，801，2〔   

乾燥人フィブリノゲン   
1gl瓶   3β（   

組織接着剤   
cn了   4，923，OC   

血液凝固第Ⅷ因子   
1000単位一瓶   1ほ．78   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子   
1000単位1瓶   52，70   

インヒビター製剤   
延人数  

ヒト血祭由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ国子   
1瓶  

トロンビン   
10000単位1瓶   29．00   

人免疫グロブリン   
2，5gl瓶   1，598，40l   

抗HBs人免疫グロブリン   
1000単位1瓶   50t   

乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   
1000倍1瓶   

抗破傷風人免疫グロブリン   
250単位1瓶   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   
500単位1瓶   455，80（   

乾燥濃縮人活性化プロテインC   
2500単位1瓶   

人ハブトゲロビン   
2000単位l瓶   40，10（   

乾燥濃縮人Cトインアウチヘーーづ卜   

1廃   

（注）  

「21年度末在庫量（見込）」及び「供給可能呈」の表は、参考である。  



賢   

（参 考）  

血柴分画製剤の分類内訳表  

平成22年度に配分される原料血祭の標準価格の考え方  
種  類   内  訳   

アルブミン   加熱人血焚たん白  

人血蒲アルブミン  

遺伝子租換え聖人血清アルブミン   

乾燥人フィブリノゲン   乾燥人フげリノケ■ン   

組織接着剤   フげリノケン加算X瓜田子  

フィブリノケ●ン配合剤   

血液凝固第Ⅷ蜃子（遺伝子組換え型含む）  乾放漫緒人血液凝固儒Ⅷ園子  

遺伝子租換え型血液凝固第Ⅶ因子   

乾燥濃格人血液凝固第Ⅸ園子（複合体及び遺 信子組換え型含む）  乾燥人血液凝固第Ⅸ因子横合体（国内製剤）  

乾燥濃緒人血液凝固第Ⅸ団子  

遺伝子組換え型血液凝固第Ⅸ因子   

インヒビター製剤   乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複合体（輸入製剤）  

活性化ブロトロンビン複合体  

乾燥人血液凝固因子抗体迂回活性社全体  

遺伝子組換え活性型血液凝固第Ⅶ園子   

ヒト血祭由来乾燥血液凝固革ⅩⅢ因子  ヒト血渠由来乾燥血液凝固第XⅢ因子   

トロンビン（人由来）   トロンビンく人由来）   

人免疫グロブリン   人免疫グロブリン  

乾燥イオン交換樹脂処理人免疫ゲけリン  

乾燥スルホ化人免疫グロブル  

pH4処理酸性人免疫ゲ叩◆リン  

乾燥pH4処理人魚疲グロブリン  

乾燥へ●デシン処理人免疫クーロブリン  

ホーリエチレングリコール処理人免疫グロブリン  

緻阻机エチレングリコール処理人免疫グロブリン   

抗HBs人免疫グロブリン   抗HBs人免疫グロブリン  

乾燥抗HBs人免疫ク■げリン  

ホ●リエチレンク■リコール処理抗日8s人免疫ク1ブ■ル  

乾燥ホ●リエチレンケリコール処理杭HB盲人免疫ウbプリン   

乾坤抗D（Rho）人免疫グロブリン   乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   

抗破傷風人免疫グロブリン   抗破傷風人免疫グロ7■リン  

乾燥抗破傷風人免疫ゲけリン  

ホ●リエチレンクリコール処理抗破傷風人免疫ク●ロブリン  

乾燥机エチレンケリコール処理抗破傷風人免疫り七7◆リン   

乾燥曙橋人アンチトロンビンⅢ   乾燥漢柏人アンチトロンビンⅢ   

乾燥濃縮人活性化プロテインC   乾燥濃拍人活性化プロテイン0   

人ハブトゲロビン   人ハブげロヒ●ン   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘ■－ター   た燥濃縮人Cトインアクチヘ●一夕ー   

＜基本的考え方＞・   

日本赤十字社では輸血用血液の確保と原料血簗の確保が並行して行われているが、   
人員をはじめ施設、装置等は兼用されている。このため、これらを明確に切り分ける   
ことは困難であるが、採血関連業務の中で、原料血紫の確保のために必要と考えられ   
る部分について費用を積算しご原軸血焚の価格を計算する。【原価計算方式】   

○血焚成分採血は、必要経費を積差。但し、献血全般に共通する事項や他の献血者  
にも同様に広く行われるサービスに係る経費を除く。   
○全血採血及び血小板成分採血は、主として、赤血球製剤及び血小板製剤を製造す  

るために行われることから、療麟算。   但し、赤血球製剤の白血球除去の導入に伴い原料血祭の製造に生じた費用は含む  
もの。  

1 凝固因子製剤用  

（1）原料血焚の配分量  
配分量は、確保目標量と同量の  （A）とする。  96万リットル   

（2）価格の算定方法  
原料血簗96万リットルの確保から供給までに必要な経費を積み上げ、この  必要蜘（B）  
とする。   

（3）算定の根拠  
日本赤十字社が提出したデータを使用することとし、材料女等（材料費、人件  
費、経費、輸送保管費等） 
度及び20年度の平均を使用する。   

く4）採血方法別の原料血祭の配分i   

した平成22年度の事業計画（案）と．した。  

計算式： B＝∑（Cn xDn）／Axl．05  
（nは採血方法を示す。）   

2 その他の分画用  

血液凝固第Ⅷ因子製剤が製造できない点を考慮して、凝固因子製剤用から所要頼を割   
り引くものとするため、前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血焚の価格改定率を乗じ新   
価葡とする。（10円未満切り上げ）   

3 中間原料  
前年度標準価格に凝固因子製剤用原料血衆の価格改定率を乗じ新価格とする。（10   
円未満切り上げ）  

く注）安全な血液製剤の安定供給篭の確保に関する法律施行規則に掲げる需給計層の対象となる血液製剤をその適応に  
より分類した。  

8  



積算する費用（凝固因子製剤用）  
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経 費   採  血  種  別  

全血（200及び400）  血小板成分   血  紫  成  分   

材料費   一部  全額  
（シンク●ルハーック代相当、製品表示ラヘ●ル代）   （採血キット、薬品費、  

止血・消毒用消耗品  
検査用試薬、製品表示ラヘ◆ル等）   

人件費   原料血焚の凍結・一時保管費（製剤職員黄）  

医師（検診）看護師（検診・採血  

検査職員（生化学等検査）  

事務職員（受付・応対）   

経 費   ＜製造＞機器等保守料・減価償却費及び光熱水料（凍結・保管費）  

白血球除去の導入に  登録者依頼経費、処遇費（吉己念晶）  
伴い生じた経費（減  ＜採血＞：装置借料、減価償却、  

価償却費、リース料  保守  
等）  ＜検査＞：検体送料、光熱水料  

機器保守、減価償却   

管理供給・  
調査研究費   
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材料費  
全血採血及び血小板成分採血については、原料血柴として分離後の凍結・一時保管に   
関するもの等を積算する。血祭成分採血は全額を積算。   

人件費  
全ての採血種別で原料血焚の凍結に要する費用を積算する。  
血焚成分採血では献血者に対応する医師、看護師及び事務職員の人件費並びに血液   
検査の実施に係る人件費も積算する。   

経費  
全血採血及び血小板成分採血については、原料血焚として分離後の凍結・一時保管に   
関するものを積算する。血奨成分採血では、成分献血登録者に対する献血依頼経費、献血   
者に対する処遇費、採血、検査、製造（凍結）に関する経費も含めて積算する。   

全血採血において、白血球除去の導入に伴い、原料血渠の製造に生じた経費（減価   

償却費、リース料等）も積算する。   

搬送・貯留保管費  
管理供給・調査研究費のうち、原料血渠の搬送・貯留保管に要する経費を積算する。  
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3．凝固因子製剤用以外の原料血策標準価格  

積算内訳   

その他の分画製剤用  
現行価格  凝固因子製剤用血簗の価格変動割合  
11，900 円／リットル × 12β80 円  11．298  円／リットル → 11，300 円  

13，040 円   

Ⅱ＋Ⅲ  

凝固因子製剤用血費の価格変動割合  
× 12，380 円  ＝ 47．640  円／kg  → 47，640 円  

13．040 円  

凝固因子製剤用血簗の価格変動割合  
× 1見聞0 円  ＝14，326 円／kg → 14，㍊0 円  

13．040 円  

凝固因子製剤用血策の価格変動割合  

現行価格   
50，180 円／kg  

現行価格  
15，090 円／kg  

現行価格   
15．790 円／kg  

Ⅳ－1  

Ⅳ－4  

＝ 14．991 円／kg  → 15．000 円  × 」迎 
13，040′円  

日本赤十字社血液事業本蘭   

日本赤＋字社は、平成22年度の献血の推進に関する計画における目標量に則り、全血採血で約139万1」ット  

ル、成分採血で約63万リットル、合計で約202万リットルの血液確保計画を作成し、当該年度に必要な96万  

リットルの原料血凍を確保することとしております。  

献血の推進に関する計画（案）  

採血方法   全血献血   
成分献血  

血小板   
合計  

血菜   小計   

血液量（L）   1，392，212   326，686   304，027   630，713  2．022，925   

一日本赤十字社の事業計画について－   

全国の輸血用血液製剤の需要動向を踏まえて、採血方法別の必要血液量を算出します。   
当該年度の原料血渠確保目標量（96万し）については、輸血用血液として使用しない血建と血嬢成  

■
－
■
■
t
－
－
－
●
－
一
」
 
 

童分献血で確保する計画としております。  
l  

し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿－＿＿＿●＿＿＿＿＿＿－＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿●＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿   

採血方法  
全血献血  成分献血  

小計   血小板  血柴   小計   
合 計  

200mL   400mL  

血液量（し）  77，620  1，314，592   1，392，212   326  ．686   304．027   630，713  2，022，925  

輸血用血液量   36，514   652，552   689．066   158  ．226   77，302   235．528   924，594  

原料血弊確保t   35．3d2   537，441   57乙743   164  904   222，353   38丁，25丁   960．000  

検査落・減損等   5，804   124，599   130．403   ，556   4，372   7，928   138，331  

†‾．「1罰   



平成22年度需要見込関連表  
A  B  C  D＝8＋C  E  F＝D－E  G  

H21年度  H21年度末  H22年度製造  H22年度   H22年度末  在庫量（ケ  

種 類   
H22年度需要  月分）  

換算規格                   供給見込  在庫見込  輸入見込量  供給可能量  見込量   在庫見込量   

アルブミン   

25％50m11瓶  3．111．200   881．900  3．045，700  3，927，600  3．076，100   851．500   3．3   
乾燥人フィプリノゲン   

1gl瓶   3，700   l，700   3，900   5，600   3，700   1．900   6．2   
組織接着剤   

Cn了   10，822．800  3，007，300  11，330，500  14．337，800  10．526，600  3．811，200   4．3   
血液凝固第Ⅷ因子（遺伝子組換え型  
含む）   1000単位1瓶   360．300   155，300   418，200   573．500   390，600   182．900   5．6   
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子（複合  

体含）   1∝旧単位1瓶   41，300   21，100   81，800   102，900   6乙300   40，600   7．8   
インヒビター製剤   

延人数   16，400   5，900   4．100   10．000   8，000   2，000   3．0   
ヒト血策由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ因  
子   l瓶   111．800   3l，700   129．000   160，700   126，300   34，400   3．3   
トロンビン（人由来）   

10000単位1瓶   23，300   19．000   29，000   48．000   柑，800   29，200  18．6   

人免疫グロブリン   

2．5gl瓶   l，572，800   479，700  1，724，100  2．203．800  1，646，100   55了．700   4．1   
抗HBs人免疫グロブリン   

1000単位1瓶   19．000   10，400   19，400   29，800   17，400   12，400   8．6   
乾燥抗D（Rho）人免疫グロブリン   

1000倍1瓶   9，500   5．500   10．200   15，700   9．500   6，200   7．8   
抗破傷風人免疫グロブリン   

250単位l瓶   71，000   50，700   65，200   115，900   83，400   32，500   4．7   
乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   

500単位1瓶   428．000   110，400   455，800   566．200   42乳200   137．000   3．8   
乾燥濃縮人活性化プロテインC   

2500単位1瓶   200   500   0   500   300   200   8．0   
人ハブトゲロビン   

2000単位1癒   38，000   14．800   40，100   54，900   40，000   14，900   4．5   
乾燥濃縮人Cトインアクチヘ◆－ター   

1瓶   700   1，100   3，000   4，100   2－100   2，000  1l．4   

一
－
 
 
 

血渠分画製剤の自給率の推移   

（暦年：供給量ベース）  

注1：遺伝子組換え製剤含む  

一｛｝‾免疫グロブリン製剤  注2：遺伝子組換え製剤含まず  

‾七「血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子組  
換え製剤を含む）  

伝子   換え第Ⅷ因子  

製剤の製造・供給開始  

‾く－■血液凝固第Ⅷ因子製剤（遺伝子組  
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主な血祭分画製剤の自給率の推移（年度・供給量ベース）  

100％  

」▲  

80％－ 60％ 40％  

20％  

0％  

13年度  14年度  15年度  16年度  17年度  柑年度  19年度  20年度  21年度 （見込）  22年度 （見込）   

－●一乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ   67．0％  74．5％  84．5％  88．0％  94．9†i  96，3％  9－．4％  98！1％  100．0％  100．0％   

1コ一人免疫グロフ●リン   82．1％  甲・8％  86．9，i  87．5％  88．6％  91．2％  95．9％  95．9％  93．3％  9al％   

－－一食一組織接着剤   ．2％  41，1％  41．5％  40．7％  45．3％  49．8％  48．3％  47．9％  46．0％  42．6％   

」←血液凝固第Ⅷ因子（遺伝子組換え製剤を     含む）  56．了％  50．2†i  44．1％  39．9％  ■39．3％  35．6％  30．5％  29．6％  2了．2％  24．0％  

◆アルブミン（遺伝子組換え製剤を含まない）  

－◇－抗HBs人免疫グロフ’リン   2．8％   

自給率10仇のもの  

乾燥人フィブリノケ■ン、血液凝固第Ⅶ個子（血液由来に限る）、乾燥濃縮人血兼題屈第Ⅸ因子（複合体含む、血液由来に限る）、トロンビン、乾燥濃縮人活性化フ■日子インC、人ハブトゲロビン  

自給率0％のもの  

インヒビ5ト製剤、乾燥濃縮血液凝固第XⅢ因子、乾燥抗D（Rho）人免疫ク1ブ■ル、抗破傷属人免疫ク厄フ‘ル、乾燥濃庵人CI－インアクチヘ●－ト  

原料血祭確保実績（平成19年4月～平成21年12月）  
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米国における原料血虎価格はThaPlas爪aFl∃CtionsMa血etsh鵬8Unitt∋dStates2006より  
（Tht！Ma止etirlgResea和hBur℃aulnc）  
為替レートは平成18年度まではIMFWoJdEcon‘）micOutt00kの指標を、平成柑年度以降は平均為替レートを使用。  

アルブミン製剤の供給量（遺伝子組換え型含む）と自給率  
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免疫グロブリン製剤の供給量と自給率  
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血液凝固篇Ⅷ因子製剤の供給量（遺伝子組換え型含む）  

と国内血渠由来製剤の割合  
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需給計画の状況（平成20年度～平成22年度）   

（平成20年度需給計画）  

製剤名  換算規格   書十画  
供紹  

実績  
製造・輸入  製造・椰入  
国内血淀由来   

供給  
国内血韓由来   国内自給率  血由来  国内血策由来  国内自給率  

25％50m11瓶   3．281．6（】0  1．989，†00  3．396．900  乙085．gOO   81．4l  2．802．303  1．599．174  Z．931．25之  1．784．753   80．5Ii  

ノ／ケン   1gl瓶   2．400  2．400   3．300  3．300  100，0％   1，745   1．745   3，448   3，448  100．0％   

組織撞着刑  cポ  11．013．400   5．柑5．000  】0．772，400  5，205．000  48、31  ‖．376．258  ・ ●  10．¢18．690  5．088，505   47．9％   

血液凝固第Ⅷ因子 ※  1000単位1瓶   320．100  1】0．500  334．700  105，400   31．5％  339．659  112．879  338．290  g7．855   29．8％   

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ因子  1000上位1瓶   3臥400  38、400  38．300  38．300  100．01i  3乙749  32，749  41．482  41，482  100．01i   

インヒビター製剤 ※  証人数   18．700   0  16．300   0   0．0％  21．454   0  ■   ●   0   0．0≠   

ヒト血焚由来乾燥血液凝固第Ⅹ皿園子   1鴨   130．200   0  115．500   0   0．0％  108．817   0  110．gll   0   00＼   

トロンピン  100DO単位1瓶   28．900  20．900  Z5．8叫  25．800   100．0！i  2．478    2．4丁8    23．312    23，312  100．0％   

人免疫グロブリン  2－5g】瓶   丁．629．600  】．545，000  】．5】1，800j 】．42且900  94．5％  1，441．856  13丁乙516  1．396．395   1．338．889   95．9ヽ   

抗HBs人免疫グロブリン  1000ヰ位1瓶   32，300   700  27．100   500   1．8％  12．507   574  17．4g3   4之7   2．4≠   

乾燥抗D（Rh（】）人免疫グロブリン  1000倍1瓶   10．300   0   9．200   0   0．0％  14．934   0   9．426   0   0－01（   

抗破磯風人免疫グロブリン  250卓也1瓶   78．700   0  77．300   0   0．0％  48．69之   0  69．672   0   0．0†i   

乾性濃璃人アンチト〇ンビンⅡ  500単位1瓶   ■…・－       ■… ■…   42亀．之00  ・    －  ・●   1  430．726  r   430．72も  r   417．219  1  40g．3〇7   閑．呵   

托燥濃縮人活性化プロテインC  2SO（）塵仕丁瓶   0   0   200   200  100．0％   〇95   395   538   538  】00．0％   

人ハブトゲロビン  2000単位1井貫   47．000   ‘7．000  42．000  42．000  100．0％  3†．¢34  3†β錮  郎．842  一丁．842  代将．0％   

乾燥濃縮人Cトインアクチヘーート  1瓶  【  400  0   500   0   0．0％   738   0   684   0   0．0！l  

（平成20年庄原料血焚確保目標量：100万L）醜保実欄：102．3万L  

（平成20年度原料血姥配分呈）  

会社名   l十囲  業績   
（財）化学及血清療法研究所  凝固因子製剤用l23．0万し   23．0万」   の   

そ他の分掬用  6．0万L  18．2万」   

日本製薬（株）   その他の分圃用  20，0万」  20．0万」  
中間席料PⅡ＋Ⅲ  6．0万L相当  6．2万し相当   

凝固田子製剤用  0．4万し   1．1万」  

（株）ベネシス  その他の分画用  28．8万」  28．8万L  

中間原綱PⅣ－Ⅰ  17．0万し相当  17．2万L相当   

※∵遺伝子組換え製剤を含む。   

（平成21年度需給計画）  

製剤名  換算規格   計画  実績（平成21年4月一12月）  
製造t輸入  供給  製造・間人  
計  園内血焚由来  皿内血策由来  巫内自給率  「画面面語吾莱 迦内血炸由来l週内自給率  

25％50m】1瓶   乙923．800  1．784900  3．078．500  1．818．800   59－1％l2．372，199   1．347．312  2．335．257  †．353，381 58．0％  

ノノゲン   1g】瓶   3、600  3．600   3，700   3．700  100．0％  3，061   3．061   3．863  3．863  100．0！（   

相織接着剤  crイ   11．32（～．400  4，9之3．000  10．722．800  4．875．000  45，5％  7，84：）．854  3．708．410  こ ● ；■・  3．418．385   42．5†i   

血液凝厨第Ⅷ国子 求  】000■位用瓦   3き1，30C〉  94．300    358．8∝l   94，900   26－5Ii  … ■ ●  55，608  293．629  72．788   24．8，i   

乾燥濃縮人血液凝閻第Ⅸ因子  10001位1瓶   43，600  43．800  42．400  42，400  100．0†i  41．318  4†．318  37．608  37．608  1〔100ヽ   

インヒビター製剤 ※  証人数   13．600   0  16．400   0   0．0％  9，542   0  12．464   0   0．Ol   

ヒト血焚由来乾燥血液凝固第ⅩⅢ国子   l瓶   g3．00D   0  11】．80（）   0．0！i  108，025   
トロンビン  10000■位1瓶   18．000  18，000  23．TOO  23．100  100．0％  27．035  ’Z7．035  15，519  15．519  100．OIi   

人免疫グロブリン  2．511瓶   1．439，500  1．339．700  1．546，600  1．456，3∝l  94．2％  ■－こ ● l  ●  1．120．456  1．085．7†8   

抗HBs人免疫グロブリン  †000■位一瓶   28，200   500    柑100  百00   3．†1  †3，Z一言  525   †d．朝‖  

乾燥抗D（Rh（））人免疫グロブリン  川00倍1瓶   9．800   0   9．500   0   0，叫  錮17 O 7．579  0   0．0！i   

抗破傷風人免疫グロブリン  250井蛙1瓶   73．300   0  7D．600  0   0．0，も   56．062  0  49．450   0   0．Ol   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅢ  500躍位1瓶   416．300  418，300  440，000  440．000  †00．Ol  279．89之  279．892  325，098   325．098  100．01i   

乾燥濃縮人活性化プロテインC  2500上位用瓦   400   400   400   400  100．0！（   33   33   172   172  100．0％   

人ハブトゲロビン  2000鼠位1瓶   37．400  3丁．400  38，000  38．000  100．0，（  38．174  36、174  33．2g4  33．294  100．01   

乾燥濃縮人Cトインア舛へ■－ト  ・ご   400 o  700   0  ロー0％  1．285 O 83T  O  O－0ち  

（平成21年庄原料血撲確保日梯t：100万L）確保実ヰ：53万L（4月－9月）  

（平成21年度原料血妓E分量）  

会社名   書十圃   

（肘）化学及血清療法研究所  凝固因子製剤用  23．0万」   その他の分阿用  4．0万L   

日本製凛照射  その他の分野用  1g，0万L  
中間原料P℡＋Ⅱ  8．b万し相当   

凝固因子製剤用  0．7万」  
（抹）べネシス  その他の分価順  24．5万L  

中間原料PⅣ－Ⅰ  20，0万L相当   

※∵遺伝子他線え製剤を含む，   

（平成22年度需給計画）  

製剤名  計画  
製造・情人  
圏内血妓由来   皿内血毘由来 国内白 率   

アルブミン ※   25％50rロー1瓶   3．045，700  1．801．200  3，076，†00  1．866．000  80．7％   

乾燥人フィフリノゲン   1El瓶   3，900  3．900   3．700   3．700  100．0％   

組織穣着剤   c肩   11，330．500  4．923．000  10．528．600  4．485．000   42．6！i   

血濱凝匝第Ⅷ因子 ※   1000■位1瓶   41a，200  T15．700  390，600  93．800  24．0！（   

乾燥渡橋人血液凝薗翳Ⅸ園子※  †000単位1瓶  81．800   5Z．700   62．300      46、丁（】0   75，0％   

インヒビター製剤 ※   延人数   19．900   0  †7．800   0   0．0％   

ヒト血策由来乾燥血濱凝固第Ⅹ】Ⅱ因子  1瓶   129．000   0  】26．300   0   0．0†i   

トロンビン   川0（）0単位1瓶   之9．000  2g．000  18．800  18．800  100．D≠   

人免疫グロブリン   2．5gl瓶   1．724．100  1．598．400  1，648．100  1．531．800   93．1l   

抗HBs人免疫グロブリン   †000■位1梱   19．400   500  17．400   SOO   乙9％   

乾燥続D（Rho）人免疫グロブリン   1000惜l瓶   10，200   ○   g，500   0   0，0，i   

続破傷風人免疫グロブリン   250上位1瓶   65．之00   0  83．400   0   0－01   

乾燥濃縮人アンチトロンビンⅡ   500■也†瓶   455．800  455．800  4Z9．200  429．20d  100．01   

乾燥濃縮人意性化プロテインC   Z50d斗位1瓶   0   0   300   300  1000＼   

人ハブトゲロビン   20001位1瓶   40．†00   40．】00  40．000  40，000  100．0％   

乾燥濃締人Gトル7クチヘ、－ト   l瓶   3．∝旧   0  2．！小：1  0  8．0％   

※：遺伝子絶換え製剤を含む．  

（平成22年庄原料血菜種保目標量：96万L）  

（平成22年度原料血紫電分量・案）  

会社名   書十画   

（財）化学及血清療法研究所  凝固因子製剤用  20．0万L   その他の分画用  3．0万L   

日本製薬（株）   その他の分厚用   16．2万」  
中間原料PⅡ＋Ⅱ  8．0万し相当   

その他の分凪用  之6．0万L  
（抹）ベネシス  中間原料PⅣ－1  之0．0万し  

中間原料PⅣ－4  5．5万し相当  



ヨニ コ   

血渠分画製剤の供給のあり方に関する検討会（仮称）運営要綱（案）  

1目的  

血祭分画製剤の製造・供給体制のあり方については、これまでにもさまざまな議論が   

行われてきたが、血祭分画製剤が国民の献血により得られた血液を原料とするもので   

あること踏まえ、国内自給及び供給体制等に係る諸問題について改めて検討を行い、   

将来にわたり安定供給が可能な体制の構築を図る。   

2 主な論点  

（1）次に掲げるような血祭分画製剤をとりまく諸問題の検討   

・アルブミン製剤等の国内自給率低下   

・血按分画製剤のコスト構造等   

・患者及びその家族に対する情報提供の推進   

・使用者の利便性の向上   

・遺伝子鱒換え技術等の新たな技術への対応   

・生産及び供給に係る効率性の確保  

（2）将来にわたり安定供給が可能な供給体制の検討   

3 委員痍成  

（1）検討会の委員は、医学、法律学及び経済学等の有識者の他、医療関係者、患者団  

体、報道関係者及び献血推進関係者等により構成する。  

（2）．検討傘は、互選により、委員のうち1名を座長として選出する。   

4 検討会の運営  

（1）検討会は‘厚生労働省医薬食品局長が招集する。  

（2）検討会は、必要に応じ、参考人として血策分画製剤の製造販売業者、採血事業者等の参加  

を求めることができる。  

（3）検討会は、知的財産・個人痛報等に係る事項を除き、原則公開するとともに議事録を作成し、  

公表する。  

5 期間   

検討会は、平成22年度第一四半期から開催し、1寧後を目途に報告書をとりまとめる。   

6 検討会の庶務   

検討会の庶務は医薬食品局血液対策課が行う。  



安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部  

を改正する省令（案）の概要  
資料 4－1  

1．改正の内容  

く1）健康診断の方法の見直し  

・健康診断の方法から血液比重検査を削る。  

・献血可能な方の基準から、血液比重に係る項目を削る。  

（改正箇所）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則  

第14条第1項及び別表第2  

（根拠規定）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律第24条  

第1項及び第2項  

（2〉 全血採血基準の見直し  

（D 200mL全血採血  

t男性に限り、献血可能な方の血色素量の下限値を「12g／dJ」から「1  

2．5g／d L」に引き上げる。  

② 400mL全血採血  

・男性に限り、献血可能な方の年齢の下限を「18歳」から「17歳」に引  

き下げる。  

・男性に限り、献血可能な方の血色素量の下限値を「12．5g／d」」か  

ら「13g／d L」に引き上げる。  

（改正箇所）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則  

別表第2  

（根拠規定）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律第24条  

第2項  

（3）血小板成分採血基準の見直し  

・男性に限り、献血可能な方の年齢の上限をイ54歳」から「69歳」に引き  

上げる（ただし、65歳から69歳までの方については、60歳から64歳  

までの間に献血の経験がある方に限られる。）。  

（改正箇所）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則  

別表第2  

（根拠規定）安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律第24条  

第2項  

2，施行日   

平成23年4月1日（予定）  

採血基準の見直しについて  

・安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部‥1   

を改正する省令（案）の概要  

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部・・2  

を改正する省令（案）新旧対照表  

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部‥4  

を改正する省令（案）に対する意見募集結果について  

ー1－   
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（案）  

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部  

を改正する省令（案）に対する意見募集結果について  

平成21年3月  

厚生労働省医薬食品局  

血 液 対 策 課   

安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部 を改正する省  

令（案）について、平成22年1月26日－から平成22年2月26日まで御意見  

を募集したところ、14の団体・個人から御意見等をお寄せいただきました。   

今般、お寄せいただいた御意見等とこれらに対する当省の考え方について、別  

系氏のとおり取りまとめたので公表します。   

なお、御意見等については、便宜上、案件ごとに適宜集約させていただいてい  

ます。   

今回、御意見等をお寄せいただきました方々のご協力に厚く御礼申し上げます。   

今後とも厚生労働行政の推進にご協力いただけますよう、よろしくお願いいた  

します。  

－4－  



辻＝   1乱ヽたご意見の要旨   ご意見に対する考え方   

高校生に対しては、献血体験ではなく、教育によって将来の献血  若年層献血者確保においては、献血体験のみならず、献血や血液事業についての理解を深めるための普及啓発が重要で  
者確保の方策を検討するべき。   あることはご抱締めとおりと考えます。そのため、高校生を対象に献血や血液事業について解説した副抜本を配布し、理解  

を深めるための普及啓発活動を行うとともに、血液センター等の見学の受入や、血液の専門家が学校へ出向いての勉強  
会・講演専を積極的に行い、若年層への正しい知洩の普及啓発を図っていきたいと考えております。なお↓平成20年に実  
施した「若年層献血意識調査」（対象：16～2g歳）では、「高校での集団献血がその後の献血への動機付けとなるかJとの  

●  

開いに対し、「非常に有効Jと評価した人が86，4％、「どちらかといえば有効」と評価した人が48．2％でありました。この鯛  
査絶黒からも示唆されるとおり」高校生の年代において献血にふれあい、その意救を理解していただくことが、．その後の献  
血活動につながっていると考えられ、このことが非常に重要であると認識しております。また、平成13年度に行われた研究  
結果によると、高校生が校内で集団献血を行うことについて、父母及び教諭の66％及び高校生の53％が♯成（反対は、    父母・教諭は1◆3 

．4％、高校生は15．8％）していることから、高校での献血の実施には一定のご理解が得られているもの  
と考えており事す。   

未成年の献血に関して、本人と保護者へのリスク説明が徹  未成年の献血のおける保護者のインフォームドコンセントの取得については、r献血推進のあり方に関する検討会Jにおい  
底されているのか、また、文寺による保護者の同意を得る  て検討がなされJ以下のような結論が得られているところです。改正採血基準の実施にあたっては、以下の結論を踏まえ、  
ことは考えられているのか。   ドナーヘの税明を充実させてまいります。  

「・未成年者であっても、一般的に，捷案されている医療行為の性格と危険性について十分に理解する力があると認められ  
る場合には、その行為を受けるに当たっては、親権者の承諾を必要としないと考えられる。  
・献血は定型的行為であり、数十年間にわたる極めて多数の経験を通して、いまや隠れたリスクはほとんどなく、また、その  

5  性格・危険性の理解にさほど高い能力を要求されるものではない。したがって、未成年者の献血についても、特に漏零力の  
ある親権者によって保謙される必要性は乏しく、上記の一般論1こ照らすと、必ずしも親権者の承諾を必要としないと考える。  
・ただし、献血は、身体的には本人に何ら利益をもたらさない行為であり、慎重に取り扱われるべきものであることは言うま  
でもない。特に未成年の租合、疾患等の情報が本人に知らされていないこともあり得るので、献血者の献血時におけるリス  
ク等に係る情報提供が平時から広く行われていることが必要であり、もしも親の積極的拒否のある場合には採血をしてはな  
らないと考える。」   

献血の意義を理解でき、自己責任がとれる20歳に引き上げるべ  
き。   となるかJとの開いに対し、「非常に有効」と評価した人が36．4％、rどちらかといえば有効」と評価した人が48．2％であり  

ました。この調査結果からも示唆されるとおり、高校生の年代において献血にふれあい、その意義を理解していただくこと  

6  
が、その後の献血活動につながっていると考えており、このことが非常に重要であると言象主観しております。なお、平成13年  
度に毎われた研究結果によると、高校生が披内で集団献血を行うことについて、父母及び教諭の66％及び高校生の58％  
が賛成（反対は、父母・教諭は13．4％、高校生は15．8％）していることから、高校での献血の実施には一定のご理解が  
得られているものと考えております。   

必ず献血ルームや献血センターで実施し、献血後の健康峨  今回の採血基準の検討においては、初回献血者に献血副作用の発生率が高いことがデータで示されていることから、初回  
察時間を設定するなどの規定を設ける必要がある。さら  献血時のリスク管理の撤底、すなわも献血におけるリスクとその対処法の十分な説由や、採血後の安静時仰を十分にとる   に 
、10代と20代の比較研究や、若年層の事故事例を公開す  などの対応が必電であることが「献血推進のあり方に関する換討会」で提言され、日本赤十字社では献血パスや出張採血  

7                 ることによって注意を促し、重大な事故発生を防ぐぺきで  こよる献血の場合を含め、初回献血時のリスク管理の徹底に向けた準備を進めているところです。また、10代・20代の若  
はないか。   年屑における献血副作用発生事例についても集計・分析を行い、その対応！糾こついても周知していくような方策を図ってい  

きたいと考えております。   

／t  

（別紙）  

「安全な血液製剤の安定供給の確保等に関する法律施行規則の一部を改正する省令（案）に関する意見の募集に寄せられたご意見全文   

番号  提出者の背景  ご意見   

性  「採血基準に関する各種論文等」の資料を拝見しましても、安全性に大きな間鵠がないことが、我々一般国民にもよく理解できますので．大賛成であ  
年  はす。例えば、アメリカを例に取れば、r健康であれば、年齢上限はない」そうなので、こうした海外の事例も、今後、照らし合わせて、さらなる  

l    職   検討をして頂きたく存じます。   

性  400川‖全血採血、男性の献血可能な年齢を18歳から17歳に引き下げることについては反対です。高校学校現場では、授業中に移動採血辛が学  
年  枚を訪れ、高校生に献血を体験させるー集団献血」が行われていますが、男子の400mL献血の年齢基準引き下げによって∴高校献血での事故が増  

2    職   えるのではないでしょうか。献血回数が少ないほど、健康被害発生の割合が高くなっています。また、10代の若年者は、心理面や自律神経機能など  
に不安定な要素が多く、健康面への影響が心配されます。   

性  高校生と毎日姥Lていますが、睡眠不足、偏った食事で健康的とはいえない生徒が多く見られます。400mtもの採血は彼らの健康状態を更に悪化させ  
3   年  る可能性があります。まだ発育途中にある10代の苓年青から採血せす、献血年齢を20鼓以上に引き上げるよう要求します。献血被害が出れば将来  
職   

性別  採血年齢基準の引き下げには反対です。理由は、10代の若年者は、身体的な成長・発達が成人と同程度以上と判断きれても、心理面や自律神経様能などに不安  
年齢  

4    根菜   

q 

での献血には様々な危険が考えられるので、反対です。   

性  献血者の安全確保のために、年齢基準の引き下げには反対です○まだ10代では不安定な要素もあ・り、健康面への影響が心配です。   
5   年  

亜   

性男  採血年齢の引き下げには反対です。過去に採血後教室で脳貧血を起こし倒れた生徒がおりました。採血が可能な血液の基準は満たしていても、精神的な不安が原  
6   年  囚だったと思われます。本牧では献血後の部活軌まさせていません○学乱スポーンに専念する事や不安定な心理面を考えると、成長期の高校生に献血はやめて  
戦   

性別：女  10代は、身体的にも心理的にも発達途上です。私は養護数詞ですが，深夜型生活による嘩眠不足、不規則で栄養素の偏った食生活など、みんなが 「 
年齢：48  

職業：養緩教諭    健康」な状態とは言えません。このような状態で献血をした場合、献血後の転倒事故や貧血、気分不良などを起こす可能性が高いと考えます。これ までも、高校での集団献血で、18歳で200nlし献血を希望していた生堆が、400mL献血を勧められるといったことも起きていると附し、ていま す 
。17歳男子で400mL献血が認められた場合、このようなことがさらに行われることが懸念され、本人の意思に反した献血が実施される可能性  

丁  があるのではないでしょうか。また、200mL献血より400mL献血の方が健康被嘗が発生しやすい、献血経験回数が少ないほど健康被害が発生  
しやすいというデータから考えてでも、400mL献血の採血基準を17歳に引き下げることは絶対に反対です。どうしても基準を改定するなら、少  
なくとも初回献血での400mしはしない、必ず献血ルームや献血センターで実施し、献血後の像康観察時間を設定するなどの規定を扱ける必要があ  
ると考えます。  



番号  提出者の背景   ご意見   

性別：女   反対します（20歳以上の心身ともに大人になった人からするべきだと思います）  
年齢：   （理由）  

職業：養護教諭  私は以前献血大好き人間でした。ジュースや歯磨き粉がもらえる嬉しさも勿論ありました。が、当時看護学校で学んでいた私は、血液製剤の必要性  
や、需要に対して供給が少ないことを実感していました。私のこの血液が目の前で苦しんでいる患者さんの少しでも役に立つなら・・・という思いで  

8  献血をしていました。けれども、18Gという大きな針を何度も何度も刺すうちに、血管が硬くなり皮ふの奥に沈んでしまいました。今、私は大きな  
病気を煩っていますが、指先の細い（痛い）血管からでないと血液がとれません。点滴がさせない為に鎖骨下の中心静脈にポートを埋め込んでいま  
す。腕には、献血の針跡だけが残っています。高校生は心身共に成長発達の途上にあります。貧血や心理面で不安定な要素を抱えているケースも少な  
くありません。献血の意壱を十分に理解出来、自己責任がとれる20歳以上の健康な男女に、もっと広く協力してもらえる様にPRするべきだと考え  
ます。（プロゴルファーの石川達君を献血PR用に起用しておられますが、疑問を覚えます）   

性別：女   採血年齢基準の引き下げには反対します。理由は、10代の若年者は、身体的な成長・発達が成人と同程度以上と■判断されていても、実際には欠食、  
9       年齢：45   偏食、不規則な生活など健康上心配な面が多く、また精神的にも自律神経機能などに不安定な要素が多いなど成長期の健康面への影響が心配される時  
障芙：養護教諭  期であるため。   

性別：女   400ml献血年齢を18歳から17歳に引き下げることについて、＃成できません。身体的に適切か、献血を増やす方策としてこれが最善と言える  
年齢：   のか、多くは高校に通っている年代であり、学校などでの集団献血が不適切に行われる心配があることが懸念されるからです。一般的に17歳男子  
職業：   は、身体的にも判断力などの面においてもまだ成長途中であると思います。献血基準の大幅改訂は1986年以来ですが、当時に比べ17歳年齢の償  

康、心身の発達、食事内容などが、基準を変えうるほどよりよくなっているのでしようか。試行研究で、17歳の献血者に事後体調不良（ふらつきや  
だるさ）が比較的多く現れたが問題とするほどではないとされたことに不安を感じます。また、未成年の献血に関して、本人と保護者へのリスク説明  
が徹底されているのか、文書による保護者の同意を得ることは考えられているのかも気になるところです。献血者致が減っており、対策を講じる必要  

10  性は理解しますが、基準年齢の引き下げは不安や懸念が多いと感じます。むしろ基準年齢を引き上げ、啓発・教育・情報開示等を確実に進める中で、  
確かな知識と自覚を持って献血に横棒的に参加する成人を増やす方向に進んでいただきたいと思い夏す。高校学校現場では、授業中に移動採血辛が苧    校を訪れ 

、高校生に献血を体験させる「集団献血」が行われていますが、男子の400mし献血の年齢基準引き下げによって、高校献血での事故が増  
えるのではないでしょうか。献血回数が少ないほど、健康被害発生の割合が高くなっています。また、10代の若年者は、心理面や自律神経機能など  
に不安定な要素が多く、健康面への影響が心配されます。   

性別：女   400mL全血採血を、男子に限り、献血可能な年齢下限を17歳に引き下げることに反対です。  
年齢ニ58   その理由は、高校生のからだは、体格的には大人と同等の体格であっても発達途上であり、心理面や自律神経機能などに不安定な要素が多いです。食  
職業：衰護教諭  生活も不規則で、栄養素の偏った食事をとっています。また、深夜型の生活を送っており、慢性的な睡眠不足状態にあります。そこに、昨今の貧困間  

題は拍車をかけています。これまでにも、献血後に気分が悪くなったり、貧血状態に陥ったりして、休養を要することもありました。そのような事態  
がある中で、400mL全血採血可能年齢を17歳男子に引き下げることには反対です。   

ー
0
0
－
 
 

番号  提出者の背景   ご意見   

性別 男子の400ml献血の採血年齢基準を、r18歳」から「－7歳」に引き下げる方向が出されたが、若年献血者の健康面への影響が心配されるので再検討を強く求めた  
年齢 い。  
職業 学校現場において、かなりの高等学校で高校生に対する集団献血が行われている実態があり、生徒の健康管理に携わる養護教諭としては、献血事故の発生を危  

供している。10代の若年者は、身体的な成長・先達が成人と同程度以上と判断されても、心理面や自律神経機能などに不安定な要素が多い。たとえ採血基準を満  
たし事前の問診をクリアしても、採血に伴う事故の危険性は高くなるのではないだろうか。  
日赤の資料をもとに厚生労働省が作成した資料によると、平成18年10月～3月に、医療機腰受診を要した健康被害は338件だったと報告されている。（献血者全  

12   件の0．013％）200m㈲血より400ml献血の方が、また、献血経験回数が少ないほど、健康被害発生の割合が高いように読み取れる。初回献血や10代の若  
年者の献血において、決して事故を起こさない特別な対策が必要と考える。  
厚生労働研究の「献血により生ずる健康被害の発生予防に関する研究」では、「T7歳」と「18歳、－g凱の集団の比較カ†されているが、10代の若年者は成人と比  
ベて健康複層を起こしやすいのではないだろうか。r17歳」と「18・19凱との比較ではなく、10代と20代を比較した研究が必要ではないかと考える。  
若者への初回献血を安全安心に行うことが、将来的な複数回献血者を増やすと考える。10代（特に高校生鱒代）には、献血体附こよってではなく、健康教育・献血  
教育によって将来の献血者を増やす方策を検討して欲しい。  
未成年者へのインフォームドコンセントについて十分な検討が必要と考える。 －   

性別：女   男子の400m㈲血の採血年齢基準を、r17歳」に引き下げることで、献血者の健康面への悪影響が心配されます。逆に対象年齢を引き上げた方わく安全ではない  
年齢：ヰ8  かと思います。  
職業：高校養護教諭   （理由）10代の若年者は、身体的な成長・発達が成人と同程度以上と判断されても、心理面や自律神経機能などに不安定で、たとえ血色素主などの採血基準を満  

たしても、「潜在性鉄欠乏止言われる貧血予備軍も存在しているとされています。医師による事前の問診をクリアしても、潜在的な貧血症を発見することは撤しいの  
ではないでしょうか。結果的に、採血に伴う事故の危険性が高くなるのではないかと心配します○学校現脚こおいて、かなりの数の高等学校で高校生に対する集団  
献血が行われています。基準緩和によって、学校での献血事故の増加が中配です。El赤の資料をもとに厚生労働省が作成した資料によると、平成18年10月～3  
月に、医療機関受蘭を要した健康被害は338件だったと報告されている。（献血者全体の0・013％）200m㈲血より400m■献血の方が、また、献血経験回数が  
少ないほど、健康被害腐生の割合が高くなっています。厚生労働研究の「献血により生する健康被害の発生予防に関する研究」では、「17歳」と「18歳、19歳ノの集  

13  団の比較がされていますが、「17歳Jを成人と比べて健康被害が起こりやすくないか検討して欲しいと思います．  

献血者を増やすために、高校生には、学校での献血体験ではなく、健康教育、献血教育をすすめて下さい。  
摺由）教育を充実し、若者への初回献血を安全安心に行う三とが、献血事故を防止し、将来的な複数回献血者を増やす考えるからです。  

若年層の事故事例（ヒヤリハット事例も含む）に関する、調査研究を立ち上げ、その結果を公開して下さい。 い「 
（理由）重大ヰ故に至らなひやりハット事例Jについても周知徹底することで、注意が促され、重大な事故発生を防ぐことにつながると考えるからです。   

性別：女   17歳の400ml献血に反対します。高校生の睡眠時間も食生活も十分ではありません。慢性的な睡眠不足の状態で献血をすることは、事故の頻度を高めることにつ  

14■       年齢： 職業：養護数詞   

ながります。献血をする人の安全性を考えるのであれば、せめて献血年齢を20鼓に引き上げるべきと考えます。  

ー
¢
－
 
 
 



資料4－2  

2（け仇03．††  

βネ赤十手鐙脚  

新採血基準移行への準備について（改訂版）  

20す¢．¢J．††  

β才赤十字社血潮   

平成20年度に「献血推進のあり方に関する検討会」が設置され、今後の献血の推進方策について、さまざまな角度で検討し、その結果が同  

検討会報告書（平成21年3月10日付厚生労働省医薬食品局血液対策課「献血推進のあり方に関する検討会報告書」）として提言された。   

同検討会報告書には、社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策並びに採血基準の見直しに関する方策等が以下の項目別に示され  

ている。   

■二社会や学校の環境変化に対応した献血推進方策   

（1）高校生献血のあり方   

（2）学校教育における啓発   

（3）献血環境のあり方   

（4）メディア等を活用した広報戦略のあり方   

（5）低比重者などへの対応   

（6）200mL献血の今後のあり方   

■採血基準の見直し   

（1）400mL全血献血採血基準の下限年齢の見直しについて   

（2）血小板成分献血採血基準の上限年齢の見直しについて   

（3）採血基準項目における「血液比重又は血色素ijについて   

（4）「年間総採血量、採血回数、採血間偏」及び「男性の血色素量最低値」について  

これらの提言を受け、今後、国、地方公共団体及び日本赤十字社が具体的にどのように事業を進めていくかについて、短期的に実施可能なも  

の、中長期的に対応することが必要なものに分類・整理し、明確な目標を定めた行動計画が作成された。今回、新採血基準移行への準備として、  

日本赤十字社が既に取り組んでいる事項並びに今後取り組んでいく予定である事項について、行動計画一覧に記載されている具体的事項別に  

その進捗状況を報告する。   



2α†仇¢3．†7  

β康彦十字社血潮  

1．採血時におけるリスクとその対応策を事前にわかりやすく情報提供（HP、印刷物、献血現場の表示等）  

（1）事前説明  

ア初回献血者向け事前説明用DVDの作製  

て 

内  容   
内容としては、初回献血者向けに献血の手順や献血後の過ごし方等、献血前の事前   

運用開始時期  採血基準変更時期   

いただくことにより、初回献血者が  

説明に重点を置いたものとする。  

イ ホームページの改修  

容   献血の意義及び感謝並びに献血者の安全性確保のための献血時におけるリスク及び採血副作用防止への注意事項等  
内  

を、事前に献血者へ情報提供する。   

運用開始時期  平成21年度末  

20†仇〃3．〃  

βネ扉十手＃虚威事榊  

（2）献血会場入口  

ア 匡l定施設における映像配信システム（デジタルサイネージシステム）  

（導入例）  

〔岡山県赤十字血液センター 表町出張所〕  〔秋田県赤十字血液センター 御所野出張所〕  

（提供情報例）  

（訂献血基準  

②献血の手順  

③受付時に配布している「お願い」情報  

（献血前・献血時・献血後 等）  

④欧州等滞在歴の献血制限情報  

（動輪血用血液製剤の在庫情報  

⑥献血推進に係る広報（CM素材）  

⑦献血推進キャンペーン情報  

⑧血液の知識   

3  



20†仇03．††  

β．真顔十字＃虚腐事業本靡  

イ タペストリーの作製  

献血の意義及び感謝等を明示したタペストリーを全献血会場入口に掲示し、献血者へ「献血の目的jの意識付けを行うこ  
内  容     とにより’、献血の啓発を行う。   
運用開始時期  平成21年度末   

（イメージ国）  

20†¢．03．††  

β．本赤十字社政彦事業本励  

（3）受付   

ア 初回献血者向け映像等の作製（移動採血の再生機器整備及び問診タッチパネルの改修）  

内  
初回詳血者に対して、献血後の過ごし方等の注意事項を動画等で提供することにより、採血副作用の防止のための注  

容     意喚起を行う。献血者は、移動採血は再生機器で視聴、固定施設は問診タッチパネルで視聴する。   
運用開始時期  採血基準変更時期   

（当初イメージ図）  

（新規）  

♯血は  

1．  初めてですか？再来ですか？  

（新規）  

獣血が終わった後1ま3く扮阻   

3．  座って休んでください。  

．［：：垂亘コ【≡≡至≡］  

l   ′  
（新規）  

≠血牡の利伸用（気分が兼くなる讐）の  

手駒のため、♯血蜘＝水分（スポーツド  
2．リンク響）を♯給してください．   

ト瑚転」トや郵  

‥‾1ji   



20す仇○よ††  

β本赤十字社血潮  

（改訂イメージ固）   

問診タッチパネルの選択を「理解できた」と「説明を希望」とし、「説明を希望」の場合は、不明なことや不安と感じる部分について、担当職   

良からの説明はもとより、検診医師による柔軟な対応を図ることによって、初回献血者の不安を和らげる。また、初回献血者用のり一フ   

レツトを作製し事前配布する（不安が残る等の理由により献血しなかった方も対象とし、お持ち帰りいただく）。  

8．  （新規）  

献血ははじめてですか9   

lはいIl抑えl  

l
▼
 
甲
禁
 
 

後
防
り
 
 

．
血
予
ド
 
 
 
b
 
献
の
ツ
 
 

の   
め、献血前に水分（スボー   牲  
等）を縮給してください。  

作用（気分が悪くなる等）  

［垂≡∃［  

l（新規，   e   二L三  

休んでください  終わった後は30分間、      ⊂亘；コ  全血献血（仙t              成分献血（血簗．  
新規画面はa．～C．のイメージを  

含めて101雪面（新規）を予定  

20す仇¢3．〃  

β着床十手た血潮  

イ 血液事業統一システムの改修  

内  容  改訂された採血基準に適合したシステムとする。   

採血基準変更時期  

運用開始時期     （12頁．r●’問診票改訂・採血基準の見直しカに係る血液事案統一システムの改修作業日程（予定）」参照）   

7   



20†仇○よ††  

β．茶房十手払棚  

（4）事前検査   

ア 採血基準を血色素主に統一  

欧米では、硫酸銅比重液を採血基準の判定に用いている国は少なく、判定結果の客観性向上のためにも血色素（ヘモグロビ  

ン）による判定統一する方向で検討する。】現在、国内で使用できる簡易型ヘモグロビン測定装置は1機種のみであるが、危  

機管理上の面から2棲種以上の機矧こついて評価、追加導入を検討している。なお、すでに全国37の血液センターで簡易ヘ  

モグロビン装置による血色素判定に移行しており、今後、硫酸銅比重液の使用量の低下により、メーカーの生産中止が予想さ  

れることから、血色素判定に統一する。  

内  容  

運用開始時期  採血基準変更時期  

イ 血小板採血基準の見直しについて  

内  
血小板成分採血の上限年齢を男性に限り69歳まで引き上げる。  

容     ▲60歳から65歳に達した日の前日までの間に献血歴のあるドナー   

運用開始時期  採血基準変更時期   

（献血者の安全と健康状態の判断に関する項目）  

（1）血庄、脈拍測定   

献血前検査として実施しており、日本赤十字社の内部基準として、最高血圧180mmH9、最低血圧100mmHg以上  

の場合の献血者については、検診医師が判断する。  

（2）心電図検査   

（D40歳以上になって最初の成分献血（血小板及び血叛）に実施している。  

（1年以内に健康診断等で心電図検査を実施している場合を含む）  

②40歳以上の成分献血者（血小板及び血焚）は年1回の心電図検査を実施している。  

1年以内の実施日と心電図についてのコメントを引き継いでいる。  

8  

20す仇の．〃  

庁本赤十字＃血潮  

1 

塞  

（3）心臓に関する質問事項を確認し、成分採血に支障ないか判断している。   

①健康診断などで異常を指摘されたことがある。   

②胸部とくに心鰍こ痛みや圧迫を感じたことがある。   

③脈が不規則に打つことがある。   

④時々動悸がする。   

（9坂道や階段の昇降に他の人より早く息切れすることがある。．  

（4）尿検査   

検診医が必要と判断した場合には、試験紙により蛋白・糖の有無を検査している。  

（5）腎腺病、尿に関する質問事項を確認し成分採血に支障ないか判断している。   

①いつも喉が渇いている、尿量が少ない。   

②糖尿病、腎臓病に経ったことがある。   

③家族の中に畿尿病の人がいる。   

④健康診断などで異常を指摘されたことがある。  

（6）グリコアルブミン   

過去3回分の検査結果の値を参考に献血に支障がないか判断している。  

（7）総コレステロール   

過去3回分の検査結果を参考にしている。  

（8）出血凝固に関する症状の有無に確認している。  

］高脂血症   

ー：コ  
零下  



20す仇〃J．††  

庁本扉十手＃血腐手榊  

2．採血後十分に休憩できる環境整備  

ア 献血ルーム等における献血後休憩スペースの拡張等  

献血ルーム等の固定施設において、施設面構、献血者数及び改装計画等の調査を行い、実態を把握する。  

社内の施設基準検討プロジェクトにおいて、採血量・待合スペース等の標準レイアウトの検討等を実施し、施設の平準化  

を図リガイドラインを策定する。また、設計に関する専門家（外部コンサルタント）の意見も反映する。  

献血バスについては、機能の充実を図るための変更（車両改造）及び他の車両（接遇車両等）・設備等について検討を行  

う。  

内  容  

運用開始時期  平成22年度  

（平成21年度以降の環境整備の実例）  

〔akiba：F献血ルーム〕  〔献血ルーム吉祥寺タキオン〕  

10  

20†仇○よすす  

βネ房十字＃血疲事業本靡  

3．採血後の献血者の安全確保にあたる者の確保  

内  
学校献血会場等において、血液センター退職者等の献血受入経験者や学生ボランティアにより、献血者の安全確保及び  

容  
献血に関する説明等を行う。   

運用開始時期  平成22年度   

11   



20†仇OJ．すす  

βメ赤十字社血湘  

”問診票改訂・採血基準の見直しけに係る血液事業統一システムの改修作業日程（予定）  

作義内容  
作集期硫  平成22年  平成23年  

開始  ♯丁  柄間  1月  2月  3月   4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月 11月 12月  1月  2月 ．3月  4月  5月  6月  7月  8月  9月   

葉書舶対応  10月1／31  4．0力月  

ゝJ‘ト・1  09巾9〃7  

辞す期間（受入拭簑）  1【M）1伽   

！  

受入承諾  2010／1月   
憂 ‖  

箋  

R■■・隷▲暮攣R■＃応  11月y3†  14．0カ月   

事件定■作暮 準疇  
契約作■（決裁事）  09／12／20  

契約  10月1／貰）   

前提条件12月中に事件定丘を   

開発職由  10の1／20  

欝価糊痢（受入試験）  11の2佗1  

受入承認  11尺㍍1   

1脚1  11廠椚1  18．0カ月   掴攣対応をt先  
鼠血主事対応  

準錯   
事件走暮作霊  醐／10  

契約作義（決裁等） 1肺1几H  
契杓  10の1／31   

前捜条禅12月中に響件定■を    完了   

開発岬帆  10伽1  

絆す期間（受入甜）  1nⅦ8月1  

貴人承鎗  1㈹／16   

間鯵景改訂対応  
前提条件採血基準対応の開発完7までた契約作手を完丁  

開発期欄  1昭ハ6  

野鶴期間（受入乱験）  11価ハ6  

受入承認  11／07／16   

▲英国滞在匿の献血制限緩和対応完了後に当該案件に着手  

12   




